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資
料
翻
刻
1

石
川
淳
日
記

昭
和
27
年
1
月
1
日
─

昭
和
29
年
8
月
25
日

〈

〉 昭和28年に越した杉並区清水の家の書斎にて

二
十
五
日
の
記
述
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
赤
坂
区
役
所
と
あ
る
の
は
、
旧
赤

坂
区
役
所
庁
舎
を
引
き
継
い
だ
港
区
役
所
赤
坂
支
所
の
こ
と
で
あ
る
。
離
婚

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
川
自
身
が
「
往
復
書
簡 

坂
口

安
吾
、
石
川
淳
」（「
新
潮
」
一
九
五
四・一
〇
）
で
公
表
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

日
記
と
い
う
こ
と
で
は
、
離
婚
相
手
の
（
毛
利
）
米
子
に
つ
い
て
、
か
つ
て

付
き
合
い
の
あ
っ
た
伊
藤
整
が
そ
の
日
記
の
一
九
五
四
年
十
月
十
三
日
の
記

述
の
中
で
触
れ
て
い
る
（『
伊
藤
整
日
記
１ 

一
九
五
二
―
一
九
五
四
年
』
平
凡

社
、
二
〇
二
一
）。

　
離
婚
届
を
出
し
た
の
と
同
じ
日
の
記
述
に
、《
池
田
忠
雄
を
そ
の
家
に
訪

ひ
い
く
子
と
の
こ
と
を
い
ふ
》
と
あ
る
の
は
、
そ
の
後
の
再
婚
相
手
と
な
る

女
性
の
夫
に
直
ち
に
話
を
付
け
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
再
婚
相
手

は
、
日
記
で
は
概
ね
「
よ
し
」「
A
」
と
い
っ
た
暗
号
で
記
さ
れ
て
き
た
――

た
だ
し
、
一
九
五
二
年
十
一
月
九
日
に
は
《
池
田
生
子
》、
一
九
五
三
年
八
月

二
十
四
日
に
は
《
池
田
活
子
》
と
記
さ
れ
て
い
る
――
人
物
で
、
一
九
五
四
年

一
月
二
十
七
日
、
二
月
八
日
―
十
日
、
十
七
日
、
二
十
三
日
な
ど
の
記
述
に

関
係
の
深
ま
り
が
窺
え
る
。

　
以
上
、
許
さ
れ
た
紙
幅
の
中
で
、
日
記
を
読
む
際
に
ぜ
ひ
と
も
注
目
し
て

お
き
た
い
点
に
つ
い
て
一
通
り
触
れ
て
み
た
つ
も
り
で
あ
る
。
ご
覧
の
通
り

石
川
淳
と
い
う
作
家
の
創
作
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
得
ら
れ
る
貴
重

な
日
記
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
三
年
十
二
月
三
十
一
日
、《
日
記
を
記
す
に

懶
く
は
な
は
だ
怠
る
》、
一
九
五
四
年
二
月
五
日
、《
こ
の
ご
ろ
日
記
を
つ
け

る
こ
と
は
な
は
だ
懶
し
》
と
、
や
や
尻
す
ぼ
み
気
味
と
な
っ
て
行
っ
た
の
は
、

実
生
活
上
の
大
き
な
転
機
が
関
わ
っ
て
い
て
仕
方
が
な
い
と
は
言
え
、
や
は

り
残
念
で
は
あ
る
。

　
し
か
し
、
無
い
も
の
ね
だ
り
を
し
て
嘆
く
暇
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
公
表

さ
れ
た
日
記
か
ら
汲
み
出
せ
る
も
の
を
汲
み
出
す
こ
と
に
ま
ず
い
そ
し
む
べ

き
で
あ
ろ
う
。
石
川
淳
な
ら
び
に
そ
の
作
品
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
作
家
た

ち
と
そ
の
関
係
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
出
版
事
情
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
洋

書
受
容
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
古
典
籍
受
容
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
飲
食
店

の
事
情
に
つ
い
て
…
…
石
川
淳
日
記
か
ら
汲
み
出
せ
る
こ
と
は
実
に
膨
大
な

の
だ
か
ら
。

�

（
日
本
女
子
大
学
教
授
）
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昭
和
二
十
七
年
壬
辰　
一
九
五
二
年

〇
一
月
一
日
（
火
）
晴
、
日
あ
た
ゝ
か
に
し
て
無
事
さ
い
は
ひ
に
訪
客
の
わ
づ
ら
は

し
き
も
の
な
し
、
燕
居
し
て
戸
外
に
羽
根
の
音
を
聞
く　
羽
根
の
音
冴
ゆ
る
も
春

の
た
よ
り
か
な
、
夜
ク
ロ
ー
デ
ル
と
シ
ュ
ア
レ
ス
と
の
往
復
書
簡
を
読
む
、
呉
竹

の
夜
の
い
と
な
み
は
辰
の
春　
雲
の
通
ひ
路
ふ
け
て
入
ら
な
ん

〇
一
月
二
日
（
水
）
晴
、
終
日
家
居
、
た
は
む
れ
に
三
ッ
物
俳
諧
を
こ
ゝ
ろ
む*　

発
句　
羽
根
の
音
軒
に
冴
え
た
る
寒
さ
か
な　
ワ
キ　
袖
ひ
る
が
へ
す
色
の
と
り　

〳
　〵
第
三
句　
春
さ
き
の
物
見
の
支
度
せ
は
し
く
て

 

＊ 

こ
の
三
つ
物
は
一
月
十
六
日
の
項
に
記
載
の
と
お
り
表
裏
十
二
句
と
な
り
、
随
筆
「
首
尾
」

（「
群
像
」
同
年
3
月
号
初
出
、『
夷
齋
俚
言
』
収
録
）
に
発
表

〇
一
月
四
日
（
金
）
晴
。
鳩
居
堂
に
て
色
紙
を
あ
が
な
ふ
、
よ
し
田
に
て
小
酌
、
夜　

三
越
階
上
の
芝
居
小
屋
に
て
俳
優
座
「
ウ
イ
ン
ゾ
ア
の
陽
気
な
女
房
た
ち
」
を
観　

る
、
佐
藤
美
子
に
逢
ふ
、
帰
途
烏
森
若
竹
に
て
小
酌
、
と
も
に
酒
を
く
む
も
の
小

林
秀
雄
河
上
徹
太
郎
今
日
出
海
中
村
光
夫*

福
田
恆
存
神
西
清
也
、
よ
し
田
に
て

ブ
ー
チ
ャ
ン
よ
り
唐
津
焼
の
茶
碗
を
お
く
ら
る

 

＊ 

中
村
光
夫　

文
芸
評
論
家
、
小
説
家
、
劇
作
家

〇
一
月
六
日
（
日
）
雨
ま
じ
り
の
雪
ふ
る
、
山
川
朝
子
を
世
田
谷
な
る
そ
の
家
に
訪

ひ
て
深
更
に
か
へ
る
、
さ
る
二
日
つ
く
り
た
る
三
ッ
物
を
色
紙
に
書
き
て
朝
子
に　

あ
た
ふ
、
但
第
三
句
を
春
は
ま
た
物
見
の
支
度
と
あ
ら
た
む

〇
一
月
七
日
（
月
）
晴
。
銀
座
よ
し
田
に
お
も
む
き
て
小
酌
。
こ
の
店
客
あ
し
ら
ひ

よ
ろ
し
き
に
つ
き
贈
る
に
河
野
通
勢
筆
梅
花
図*

を
も
つ
て
す　
帰
途
若
竹
に
て

ま
た
小
酌

 

＊ 

河
野
通
勢
筆
梅
花
図　

本
誌
「
上
巻
」
の
昭
和
二
十
五
年
三
月
十
八
日
の
項
で
入
手
と
あ
る

一
幅
か

〇
一
月
九
日
（
水
）
晴
。
昨
夜
徳
田
雅
彦
鈴
木
貢
と
銀
座
に
て
の
み
は
な
は
だ
疲
れ

た
り　
今
日
菅
原
国
隆
来
話
、
ま
た
と
も
に
銀
座
よ
し
田
に
お
も
む
き
て
小
酌
、

弁
護
士
正
木
旲
と
い
ふ
ひ
と
未
知
の
ひ
と
な
れ
ど
も
は
が
き
を
寄
せ
来
つ
て
余
の

随
筆
模
倣
の
効
用
を
愛
読
せ
り
と
い
ふ

〇
一
月
十
二
日
（
土
）
晴
寒
し
、
終
日
家
居
、
群
像
川
島
勝
来
話
、
夜
に
入
つ
て
窪

田
啓
作
来
話
、
窪
田
咄
に
齋
藤
寛
は
窪
田
妻
の
伯
父
に
あ
た
る
よ
し
に
て
寛
今
日

に
て
は
進
駐
軍
に
就
職
し
鵠
沼
な
る
某
家
物
置
に
住
み
て
そ
の
状
ほ
と
ん
ど
虚
脱

資
料
翻
刻
１

　
　

石
川
淳
日
記
（
昭
和
27
～
29
年
）

【
資
料
概
要
】

資
料
番
号
1
2
9
1
2
4
︽
石
川
淳
日
記　

昭
和
27
年
１
月
１
日
―
12
月
31
日
︾

　

A
4
判
大
学
ノ
ー
ト
（
縦
3
0
0
㎜
×
横
2
1
0
㎜
）
50
枚
綴
り
、

　

縦
書
、
自
筆
部
分
54
面
、
ペ
ン
書
、
一
部
赤
鉛
筆
書

資
料
番
号
1
2
9
1
2
5
︽
石
川
淳
日
記　

昭
和
28
年
１
月
１
日
―
12
月
31
日
︾

　

A
4
判
大
学
ノ
ー
ト
（
縦
3
0
0
㎜
×
横
2
1
0
㎜
）
50
枚
綴
り
、

　

縦
書
、
自
筆
部
分
45
面
、
ペ
ン
書
、
一
部
赤
鉛
筆
書

資
料
番
号
1
2
9
1
2
6
︽
石
川
淳
日
記　

昭
和
29
年
１
月
１
日
―
８
月
25
日
︾

　

A
4
判
大
学
ノ
ー
ト
（
縦
3
0
0
㎜
×
横
2
1
0
㎜
）
50
枚
綴
り
、

　

縦
書
、
自
筆
部
分
7
面
、
ペ
ン
書
、
一
部
赤
鉛
筆
書

　
三
点
と
も
、
石
川
眞
樹
氏
寄
贈
（
令
和
元
年
度
）。
日
記
本
文
は
大
学
ノ
ー
ト
見

開
き
の
右
面
に
縦
書
で
書
か
れ
、
左
面
（
縦
書
な
の
で
上
段
に
当
た
る
）
に
は
入
稿

記
録
、
旅
行
先
、
メ
モ
書
き
な
ど
を
記
載
。

　
本
資
料
は
、石
川
淳
（
明
治
三
二
［
一
八
九
九
］
年
～
昭
和
六
二
［
一
九
八
七
］
年
）

に
よ
る
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
、二
八
（
一
九
五
三
）
年
、二
九
（
一
九
五
四
）

年
の
自
筆
日
記
。
前
巻
で
翻
刻
紹
介
し
た
昭
和
二
五
、六
年
分
の
日
記
（
資
料
番
号

１
２
９
１
２
３
）
と
同
体
裁
の
大
学
ノ
ー
ト
で
、書
き
方
、内
容
（
執
筆
、入
稿
記
録
、

書
籍
購
入
と
読
書
録
、外
出
先
で
の
交
友
、来
訪
者
対
応
な
ど
）
も
こ
れ
を
踏
襲
し
、

全
集
未
収
録
の
自
作
句
な
ど
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
も
同
様
。
た
だ
し
、
年
を
追

う
ご
と
に
記
載
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

︻
凡
例
︼

■ 

漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
に
あ
ら
た
め
た
。
た
だ
し
、
人
名
・
固
有
名
詞
な
ど
は

一
部
表
記
（
旧
字
）
通
り
と
し
た

■ 

仮
名　

表
記
通
り
（
ほ
ぼ
旧
仮
名
、但
し
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
撥
音
便
は
表
記
通
り
）

■ 

数
字
・
記
号　

表
記
通
り

■ 

読
み
易
い
よ
う
に
文
と
文
の
間
に
適
宜
一
字
空
き
挿
入
。
な
お
句
読
点
の
配
置

は
表
記
通
り

■ 

外
国
語　

フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語
・
漢
文
の
表
記
通
り
。
適
宜
訳
を
（［　

］）
で

補
記
し
た

■
本
文
中
の
住
所
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
一
部
を
■
■
■
で
表

し
た

■ 

本
文
対
面
頁
（
上
段
）
に
本
人
筆
の
脱
稿
記
録
、覚
書
お
よ
び
翻
刻
者
註
（
＊
）

は
各
日
末
尾
に
記
載

■ 
註
は
適
宜
。
本
誌
上
巻
で
入
れ
た
事
項
、
人
物
は
省
略
。
店
名
は
業
態
が
判
り

づ
ら
い
場
合
や
頻
出
店
で
店
名
表
記
が
揺
れ
る
際
に
入
れ
た

 石川淳日記　昭和 29年1月1日─ 8月25日
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〇
一
月
三
十
日
（
水
）
晴
、
終
日
家
居
、
新
潮
社
よ
り
送
り
来
れ
る
夷
齋
筆
談
再
校

を
一
閲
す　
今
冬
あ
た
た
か
に
し
て
大
根
み
な
太
し
と
八
百
や
の
咄

〇
二
月
一
日
（
金
）
雪
ふ
る
、
夷
齋
筆
談
再
校
を
閲
了
し
て
こ
れ
を
新
潮
社
に
わ
た

す
、
夜
日
比
谷
公
会
堂
に
て
モ
ン
ブ
ラ
ン*

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
演
奏
を
聴
く
、
伴
奏
ジ
ョ

ア
、
こ
の
女
史
の
ピ
ヤ
ノ
佳
な
り　
徳
田
雅
彦
と
吉
田
エ
ス
ポ
ア
ル
ア
ム
ー
ル
小

笹
ず
し
な
ど
の
み
あ
る
く　
徳
田
は
高
輪
に
て
濱
田
泊

 

＊ 

モ
ン
ブ
ラ
ン　

レ
イ
モ
ン
・
ガ
ロ
ワ
=
モ
ン
ブ
ラ
ン
。
作
曲
家
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

〇
二
月
三
日
（
日
）
曇
、
い
さ
ゝ
か
寒
し
、
新
宿
紀
伊
国
屋
に
お
も
む
き
て
フ
ラ
ン

ス
の
本
を
あ
が
な
ふ
。H

enri M
ichaux* : L'espace du dedans ; Ailleurs, 　

 
Vercors : La m

arche à l'étoile, M
arcel Arland*: Lettres de France, Jean 

D
utourd* : U

ne tête de chien. 

帰
途
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌
、
仮
寓
の
ま
へ

に
住
む
大
野
と
い
ふ
青
年
昨
夜
今
夜
と
も
に
佐
藤
美
子
の
手
紙
を
届
け
来
る
、
オ

ペ
ラ
の
案
内
状
な
り

 

＊ H
enri M

ichaux　

ア
ン
リ
・
ミ
シ
ョ
ー
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
画
家

 

＊ M
arcel Arland　

マ
ル
セ
ル
・
ア
ル
ラ
ン
。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
文
芸
評
論
家
、
脚
本
家

 

＊ Jean D
utourd　

ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ト
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家

〇
二
月
四
日
（
月
）
雪
ふ
る
。
夜
銀
座
に
お
も
む
き
て
佐
藤
美
子
に
逢
ふ
、
乱
酔
深

更
に
か
へ
る
、
節
分
也
、
美
子
と
は prem

ier baiser 

也
（dans la voiture.

）

〇
二
月
五
日
（
火
）
立
春
、
晴
れ
た
れ
ど
も
は
な
は
だ
寒
し
、
早
朝
東
和
商
事
に
お

も
む
き
て
ホ
フ
マ
ン
物
語*

の
試
写
を
観
る
、
こ
の
写
真
美
し
く
て
よ
し
、
帰
途

東
京
温
泉
に
浴
し
吉
田
に
て
小
酌
、佐
藤
美
子
川
島
勝
に
逢
ふ
。
文
学
界
に
て
借
。

 

＊ 

ホ
フ
マ
ン
物
語　

マ
イ
ケ
ル
・
パ
ウ
エ
ル
、
エ
メ
リ
ッ
ク
・
ブ
レ
ス
バ
ー
ガ
ー
監
督
の
イ
ギ

リ
ス
映
画

〇
二
月
六
日
（
水
）
晴
。
寒
し
。
終
日
家
居
、Jean D

utourd : U
ne tête de 

chien 

を
読
む
、
軽
妙
読
む
に
堪
へ
た
り

〇
二
月
七
日
（
木
）
曇
。
群
像
川
島
勝
来
話
、
濱
田
初
枝
来
話　
群
像
よ
り
借
、
濱

田
に
二
千
円
支
払
、
夕
方
よ
り
雪
ふ
り
は
じ
む　
夜
ア
ニ
ー
パ
イ
ル
に
て
佐
藤
美

子
の
オ
ペ
ラ「
ミ
カ
ド
」を
聴
く　
帰
途
美
子
其
他
と
土
橋
小
笹
ず
し
に
て
小
酌
、

雪
ま
す
〳
〵
ふ
り
し
き
る
、
美
子
と
品
川
駅
に
て
別
れ
積
雪
を
踏
ん
で
仮
寓
に
た

ど
り
つ
く

〇
二
月
十
日
（
日
）
晴
。
Y
に
は
じ
め
て
文
を
遣
る
。

〇
二
月
十
一
日
（
月
）
晴
。
夕
銀
座
よ
し
田
に
て
窪
田
啓
作
と
語
る
。
ひ
と
り
ル
ビ

コ
ン
に
て
の
む
。
帰
途
由
比
と
三
浦
と
に
逢
ひ
ま
た
銀
座
裏
の
狭
き
酒
場
に
て
小

酌
、
深
夜
に
帰
る

〇
二
月
十
八
日
（
月
）
一
昨
夜
来
の
雪
や
み
た
れ
ど
も
曇
さ
む
し　
山
田
有
勝
三
木

偵*

来
話　
沢
渡
恒
遺
稾
出
版
の
件
に
つ
き
て
語
る
、
夕
銀
座
吉
田
に
て
小
酌

 

＊ 

山
田
有
勝
三
木
偵　

山
田
有
勝
、
三
木
偵
、
沢
渡
恒
は
と
も
に
同
人
誌
「
カ
ル
ト
・
ブ
ラ
ン

シ
ュ
」
に
参
加

〇
二
月
十
九
日
（
火
）
夜
来
ま
た
も
雪
ふ
る
、
新
潮
社
大
田
美
和
来
話
、
群
像
川
島

勝
来
話
、
夷
齋
筆
談
三
校
閲
了
こ
れ
を
大
田
に
わ
た
す

〇
二
月
二
十
一
日（
木
）晴
。
山
川
朝
子
来
話
。
河
出
書
房
の
窮
状
に
つ
き
て
語
る
。

夕
交
詢
社
に
て
フ
ラ
ン
ス
活
動
写
真
を
観
る
、M

arcel Carné, La Clef des 
songes*, 

窪
田
啓
作
安
部
公
房
に
逢
ふ
、
帰
途
吉
田
に
て
小
酌
、
帰
宅
深
更
に
お

よ
ん
で
文
学
界
四
月
号
の
た
め
に
藝
術
家
の
人
間
條
件
二
十
八
枚
を
書
く

　
上
段
：
藝
術
家
の
人
間
條
件　
二
十
八
枚

 

＊ La C
lef des songes　

正
し
く
は Juliette ou la C

lef des Songes　
『
愛
人
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
』　

マ
ル
セ
ル
・
カ
ル
ネ
監
督

〇
二
月
二
十
二
日
（
金
）
晴
。
文
学
界
に
エ
セ
エ
の
草
稾
を
わ
た
す
、
鈴
木
貢
徳
田

雅
彦
と
新
宿
ト
ト
ヤ*

に
て
の
む
、
紀
伊
国
や
に
て
サ
ル
ト
ル
の
本
を
二
冊
買
ふ　

L'Etre et le néant ; L'existentialism
e est un hum

anism
e.

に
似
た
り
と
い
ふ

〇
一
月
十
四
日
（
月
）
雨
。
港
税
務
事
務
所
よ
り
（
芝
葺
手
町
、
神
谷
町
電
停
前
）

「
事
業
税
」
と
称
し
て
不
当
の
税
金
を
徴
収
督
促
に
来
れ
る
に
つ
き
同
所
長
瀬
山

龍
雄
宛
に
抗
議
を
提
出
す　
夜
安
部
公
房
勅
使
河
原
宏
桂
川
寛*

来
話
、
閑
談
数

刻
、
勅
使
河
原
父
よ
り
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
一
本
ク
レ
ー
ヴ
ン
A
二
缶
を
贈
ら
る

 

＊ 

桂
川
寛　

画
家
。
安
部
公
房
、
勅
使
河
原
宏
ら
と
「
世
紀
の
会
」
に
参
加
、
安
部
の
『
壁
』　　

 

の
挿
画
も
担
当

〇
一
月
十
六
日
（
水
）
晴
。
夜
来
首
尾
十
八
枚
を
草
す
、
群
像
三
月
号
に
寄
せ
ん
が

た
め
也
、
首
尾
十
二
句
左
の
如
し
、
但
は
じ
め
の
三
句
は
さ
き
に
つ
く
り
た
る
三

ツ
物
を
も
ち
ゐ
た
り

　
　
　
羽
根
の
音
軒
に
冴
え
た
る
寒
さ
か
な

　
　
　
　
袖
ひ
る
かマ
マ

へ
す
色
の
と
り
〳
〵

　
　
　
春
は
ま
た
物
見
の
支
度
せ
は
し
く
て

　
　
　
　
二
階
に
ひ
と
り
觴
政*

を
読
む

　
　
　
物
干
に
な
が
れ
る
月
の
明
け
や
す
き

　
　
　
　
戸
口
の
声
は
早
立
の
客

　
　
　
湖
上
は
る
か
秋
の
お
も
ひ
は
神
に
あ
り

　
　
　
　
故
国
の
友
を
文
に
い
ま
し
む

　
　
　
ま
しマ
マ
は
り
は
も
み
ちマ
マ
の
紅
と
散
る
も
の
か

　
　
　
　
鏡
台
深
く
残
る
香
水

　
　
　
花
の
か
けマ
マ
顔
は
二
つ
に
に
ほ
ひ
け
り

　
　
　
　
絵
具
の
売
れ
る
町
の
う
ら
ゝ
か

　
こ
の
日
安
部
公
房
夫
妻
迎
へ
に
来
り
と
も
に
三
田
な
る
勅
使
河
原
蒼
風
稽
古
所
に　

於
け
る
新
年
宴
会
に
お
も
む
く　
盛
会
な
り　
岡
本
太
郎
藤
川
栄
子
徳
田
雅
彦
其

他
列
席
す
、
帰
途
徳
田
と
と
も
に
エ
ス
ポ
ア
ル
に
お
も
む
く　
徳
田
及
み
な
子
高

輪
に
来
り
て
濱
田
に
泊
る

　
上
段
：
首
尾
十
八
枚

 

＊ 

觴
政　

明
代
後
期
の
詩
人
・
袁
宏
道
が
著
し
た
飲
酒
指
南
書
『
觴
政
』
の
こ
と

〇
一
月
十
七
日
（
木
）
晴
。
群
像
川
島
勝
来
、
首
尾
の
草
稾
を
わ
た
す
、
徳
田
雅
彦

と
三
人
に
て
濱
田
に
て
語
る

〇
一
月
二
十
一
日
（
月
）
晴
。
午
後
一
時
よ
り M

arcel Carné  

製
作 Les enfants 

du parad
i マ

マ* 

の
試
写
を
読
売
ホ
ー
ル
に
て
観
る
、
フ
ラ
ン
ス
風
の
世
話
狂
言
に

て
ジ
ャ
ン
・
ル
イ
・
バ
ロ
オ
の
演
技
よ
し
但
マ
リ
ヤ
・
カ
ザ
レ
ス
は
ミ
ス
キ
ヤ
ス

ト
に
て
お
も
し
ろ
か
ら
ず　
帰
途
川
島
勝
と
吉
田
及
若
竹
に
て
小
酌

 

＊ Les enfants du paradi　

正
し
く
は  Les enfants du paradis  『
天
井
桟
敷
の
人
々
』

マ
ル
セ
ル
・
カ
ル
ネ
監
督
の
フ
ラ
ン
ス
映
画

〇
一
月
二
十
六
日
（
土
）
晴
、
夜
来
エ
セ
エ
藝
術
家
の
永
遠
の
敵
を
草
し
こ
れ
を
文

学
界
に
わ
た
す
（
二
十
八
枚
）
東
京
温
泉
にマ
マ
ト
ル
コ
風
呂
に
浴
す　
夜
花
房
満
三　

郎*

と
新
は
し
に
て
の
む

　
上
段
：
藝
術
家
の
永
遠
の
敵　
二
十
八
枚

 

＊ 

花
房
満
三
郎　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者

〇
一
月
二
十
八
日
（
月
）
曇
小
雨
、
丸
善
に
お
も
む
き
て Jean Cocteau : Le 

Rappel à l'ordre 

を
あ
が
な
ふ
、
こ
の
店
建
物
は
新
築
し
た
れ
ど
も
内
容
貧
弱

に
て
昔
日
の
お
も
か
げ
無
し
、
窪
田
啓
作
を
東
京
銀
行
に
訪
ひ
近
く
の
喫
茶
店
に

て
閑
談
、
帰
途
銀
座
吉
田
及
烏
森
若
竹
に
て
小
酌　
よ
ね
に
す
し
を
み
や
げ
に
も

ち
て
帰
る

〇
一
月
二
十
九
日
（
火
）
曇
小
雨
、
ブ
リ
ッ
ヂ
ス
ト
ー
ン
館
に
お
も
む
き
石
橋
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
展
覧
を
見
る
、
帰
途
は
せ
川
に
て
城
左
門
に
逢
ひ
と
も
に
神
楽
坂
の

待
合
に
お
も
む
き
て
小
酌　
城
芸
者
を
と
も
な
ひ
て
仮
寓
に
来
り
深
更
に
か
へ
る　

芸
者
は
城
の
な
じ
み
の
も
の
と
見
え
た
り
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を
と
ゞ
け
る
、
文
藝
春
秋
社
に
お
も
む
き
て
鈴
木
貢
と
ブ
ル
ド
ツ
グ
に
て
昼
食
、

日
本
ば
し
壺
中
居*

に
て
青
山
二
郎
の
装
釘
展
を
観
る
、
久マ

マ保
田
啓
作
を
東
京
銀

行
に
訪
ひ
て
喫
茶
店
に
て
小
憩
帰
宅
、
夜
窪
田
来
話　
ロ
ー
マ
イ
ヤ
の
ミ
ー
ト
パ

イ
を
贈
ら
る

 

＊ 

壺
中
居　

古
美
術
商

〇
三
月
十
七
日
（
月
）
晴
。
角
川
書
店
に
お
も
む
き
て
近
江
屋
に
て
小
酌　
石
田
波

郷*

に
逢
ふ
、
句
あ
り*

　
　
春
浅
き
ス
ト
ー
フマ
マ

黒
し
明
治
軒　
　
近
江
や
に

　
　
売
れ
て
困
る
文
庫
本
水
温
む
な
り　
角
川
に

　
　
雛
白
酒
の
色
に
出
で
た
り
矢
大
臣　
桂
郎*

に

　
　
く
れ
な
ゐ
の
花
に
は
季
無
し
枕
も
と　
波
郷
子
に

 

＊ 

石
田
波
郷　

俳
人

 

＊ 

こ
の
時
の
句
作
を
も
と
に
随
筆
「
歌
仙
」（「
群
像
」
同
年
6
月
号
、7
月
号
初
出
、『
夷
齋
俚
言
』

収
録
）
が
起
稿
さ
れ
た
（
五
月
十
七
日
の
項
に
脱
稿
記
録
あ
り
）

 

＊ 

桂
郎　

俳
人
で
波
郷
門
下
の
石
川
桂
郎
の
こ
と
か　
　

〇
三
月
十
八
日
（
火
）
曇
、
夜
小
雨
、
川
島
勝
来
話
、
群
像
へ
ノ
約
束
の
寄
稾
を
来

月
に
の
ば
す
、
新
潮
社
大
田
美
和
夷
齋
筆
談
の
扉
五
百
十
五
枚
と
ど
け
来
る
、
昨

夜
角
川
書
店
よ
り
取
り
戻
し
た
る
窪
田
啓
作
短
篇
集
の
原
稾
を
酔
余
省
線
電
車
中

に
置
き
わ
す
れ
た
れ
ば
今
日
東
京
駅
遺
失
物
係
に
問
合
せ
に
お
も
む
か
ん
と
し
た

る
を
り
窪
田
よ
り
電
話
あ
り　
無
名
氏
窪
田
に
電
話
し
て
そ
の
原
稾
を
拾
得
し
た

れ
ば
今
夕
七
時
半
品
川
駅
に
て
そ
れ
を
渡
す
べ
し
と
い
ひ
来
り
た
り
と
な
ん
、
け

だ
し
原
稾
入
封
筒
に
東
京
銀
行
の
電
話
番
号
記
し
お
き
た
れ
ば
な
り　
夜
窪
田
角

川
書
店
の
鎗
田
を
と
も
な
ひ
て
来
る
、
原
稾
つ
ゝ
が
な
く
入
手
し
た
り
と
語
る

〇
三
月
十
九
日
（
水
）
暴
風
雨
、
銀
座
よ
し
田
に
お
も
む
き
て
小
酌
、
河
上
徹
太
郎

に
逢
ふ
、
そ
れ
よ
り
若
竹
に
お
も
む
き
た
る
に
青
山
二
郎
に
逢
ひ
と
も
に
ウ
ー

ピ
ー
に
転
じ
て
博
奕
す
、
プ
ー
サ
ン
に
立
寄
り
て
帰
る

〇
三
月
二
十
日（
木
）晴
。
風
強
し
、文
藝
春
秋
社
に
お
も
む
く
、硲
伊
之
助*

に
逢
ふ
、

徳
田
雅
彦
鈴
木
貢
と
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
に
て
閑
談
、
よ
し
田
に
お
も
む
き
て
プ
ー
サ
ン

の
カ
ズ
子
を
呼
ぶ
、
菅
原
国
隆
に
逢
ふ
、
林
せ
い
子
の
勤
め
る
バ
ー
に
行
く
、
菅

原
と
別
れ
て
ひ
と
り
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
小
酌　
深
更
に
帰
る

 

＊ 

硲
伊
之
助　

洋
画
家

〇
三
月
二
十
二
日
（
土
）
晴
。
新
潮
社
に
夷
齋
筆
談
の
署
名
扉
を
届
け
る
、
東
京
温

泉
に
浴
す
、
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌
、
吉
田
健
一
に
逢
ふ
、
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
試
写
室

に
て
カ
ル
メ
ン*

を
観
る
、
愚
劣
に
が
に
が
し
き
も
の
な
り

 

＊ 

カ
ル
メ
ン　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヴ
ィ
ダ
ー
監
督
の
ア
メ
リ
カ
映
画

〇
三
月
二
十
五
日
（
火
）
晴
、
風
つ
よ
し
、
岩
波
書
店
発
行
文
学*

の
編
集
者
来
話
、

原
藁
依
頼
を
こ
と
わ
る
、
わ
か
宿
は
う
つ
ゝ
か
夢
の
花
蓋　
か
き
寄
せ
る
へ
き
言

の
葉
も
な
し

 

＊ 

文
学　

文
芸
誌

〇
三
月
二
十
六
日
（
水
）
晴
。
東
和
商
事
試
写
室
に
て Sous le ciel de Paris, coule 

la seine*

を
観
る
、
佐
藤
美
子
に
逢
ふ
、
敬*

と
三
人
に
て
三
笠
会
館
に
て
小
酌
、

東
京
画
廊
に
お
も
む
き
て
ピ
カ
ソ*

の
版
画
を
観
る
、
鳩
の
図
み
ご
と
な
り
、
帰
途

ひ
と
り
若
竹
に
お
も
む
く
、
小
林
秀
雄
今
日
出
海
青
山
二
郎
堀
口
大
学
に
逢
ふ　

 

＊ Sous le ciel de Paris coule la seine　
『
巴
里
の
空
の
下
セ
ー
ヌ
は
な
が
れ
る
』　

ジ
ュ

リ
ア
ン
・
デ
ュ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
監
督
の
フ
ラ
ン
ス
映
画

 

＊ 

敬　

洋
画
家
で
佐
藤
美
子
の
夫
・
佐
藤
敬
の
こ
と
か

 

＊ 

ピ
カ
ソ　

パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
。
ス
ペ
イ
ン
の
画
家

〇
三
月
二
十
八
日
（
金
）
晴
。
小
山
清
来
話
、
太
宰
未
亡
人
の
た
め
に
書
き
た
る

夷
齋
狂
歌
箱
書
を
わ
た
す
、
新
宿
紀
伊
国
や
に
て Paul Valéry : Souvenirs 

poétiques, Stalin, La linguistique et l'im
périalism

e russe. Par Lucien 

 
＊ 

ト
ト
ヤ　

他
に
「
と
と
や
」「
と
ゝ
や
」
の
表
記
あ
り

〇
二
月
二
十
五
日
（
月
）
く
も
り
。
夕
東
中
野
モ
ナ
ミ
に
て
堀
田
善
衞*

芥
川
賞
受

賞
の
会
合
に
列
す
、
帰
途
安
部
公
房
と
と
も
に
新
宿
と
と
や
に
て
小
酌
、
深
更
雪

ふ
る
、
雪
中
車
に
て
帰
宅

 

＊ 

堀
田
善
衞　

小
説
家
、
評
論
家

〇
二
月
二
十
七
日
（
水
）
晴
。
午
後
新
潮
社
に
お
も
む
き
て
夷
齋
筆
談
の
装
釘
を
見

る
。
文
藝
春
秋
社
に
て
高
田
保*

の
告
別
式
に
列
す
、
銀
座
吉
田
に
て
小
酌
、
尾

崎
士
郎*

に
逢
ふ　
鈴
木
貢
と
新
宿
ト
ト
ヤ
に
転
じ
て
ま
た
の
む

 

＊ 

高
田
保　

劇
作
家
、
随
筆
家

 

＊ 

尾
崎
士
郎　

小
説
家

〇
二
月
二
十
八
日
（
木
）
新
宿
に
お
も
む
き
て
靴
を
購
ふ
、
銀
座
に
て
東
京
温
泉
に

浴
す
、
よ
し
田
に
て
小
酌
、
ま
た
烏
森
若
竹
に
て
ひ
と
り
の
む　
堀
口
大
学*

に

逢
ふ
、
昼
晴
夜
曇
深
更
雪
と
な
る

 

＊ 

堀
口
大
学　

詩
人
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者

〇
二
月
二
十
九
日
（
金
）
雪
の
ち
曇
。
夜
三
越
劇
場
に
て
文
学
座
五
十
回
公
演
マ
リ

ウ
ス
を
観
る
、
佐
藤
美
子
に
逢
ふ　
帰
途
銀
座
数
軒
に
の
み
泥
酔
深
夜
に
帰
る

〇
三
月
二
日
（
日
）
晴
あ
た
た
か
し
、
終
日
家
居
、
さ
き
ご
ろ
山
田
有
勝
よ
り
沢
渡

恒
遺
稾
集
四
月
刊
行
予
定
の
た
め
に
序
を
も
と
め
ら
れ
た
る
に
つ
き
す
な
は
ち
序

三
枚
半
を
草
す　

J-P.Sartres : L'existentialism
e est un hum

anism
e 

を
読

む
、
考
ふ
べ
き
こ
と
多
く
に
は
か
に
所
感
を
記
し
が
た
し

〇
三
月
五
日
（
水
）Aragon*

：L’hom
m

e com
m

uniste 

を
読
む
、
大
丈
夫
は

よ
ろ
し
く
慟
哭
し
て
こ
れ
を
読
む
べ
し　
西
欧
の
雄
弁
と
は
け
だ
し
か
く
の
ご
と

き
ス
タ
イ
ル
を
い
ふ
な
ら
む
、
こ
の
日
曇
夜
に
入
つ
て
雪
、
エ
セ
エ
の
稾
を
起
す

 

＊ Aragon　

ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
詩
人
、
評
論
家

〇
三
月
七
日
（
金
）
小
雪
夜
に
入
つ
て
大
雪
と
な
る
、
新
潮
社
大
田
美
和
来　
夷
齋

筆
談
扉
千
五
百
枚
届
け
来
る
、
大
田
と
銀
座
に
お
も
む
き
て
吉
田
に
て
小
酌
、
夕

松
竹
試
写
室
に
て
イ
タ
リ
ヤ
映
画
に
が
い
米*

を
観
る
、
帰
途
福
田
恆
存
豊
田
三

郎*

と
有
楽
町
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む
、
ま
た
烏
森
若
竹
に
て
ひ
と
り
小
酌
、
ウ
ヅ

ラ
焼
太
だ
美
也　
け
ふ
は
余
の
誕
生
日
也

 

＊ 

に
が
い
米　

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
デ
・
サ
ン
テ
ィ
ス
監
督
作
品

 

＊ 

豊
田
三
郎　

小
説
家

〇
三
月
九
日
（
日
）
晴
、
夜
に
入
つ
て
雨
。
昼
銀
座
に
お
も
む
き
て
東
京
温
泉
に
浴

し
吉
田
に
て
小
憩
、
夜
文
学
界
の
た
め
に
エ
セ
エ
歌
ふ
明
日
の
た
め
に
二
十
八
枚

を
草
す　
暁
に
お
よ
ん
で
雨
声
の
は
げ
し
き
を
聴
く

　
上
段
：
歌
ふ
明
日
の
た
め
に　
二
十
八
枚

〇
三
月
十
日
（
月
）
晴
、
文
学
界
に
昨
日
の
草
稾
を
と
ゞ
け
る　
鈴
木
貢
と
吉
田
に

て
小
酌
、山
田
有
勝
を
丸
ビ
ル
の
事
務
所
に
訪
ひ
沢
渡
恒
遺
作マ
マ

集
の
序
を
わ
た
す
、

夜
若
竹
に
お
も
む
く
に
小
林
秀
雄
三
好
達
治
青
山
二
郎
と
逢
ふ
、
青
山
と
ウ
ー

ピ
ー
及
プ
ー
サ
ン
に
て
の
む
、
ま
た
と
も
に
麻
布
一
ノ
橋
に
お
も
む
き
て
小
料
理

屋
に
て
小
酌　
深
更
女
ど
も
を
し
た
が
へ
て
帰
宅

〇
三
月
十
一
日
（
火
）
曇
小
雨
、
島
尾
敏
雄
来
話
、
小
岩
の
新
居
に
お
ち
つ
き
た
り

と
い
ふ
、
島
尾
を
と
も
な
ひ
て
文
藝
春
秋
社
に
お
も
む
き
ま
た
松
坂
や
に
て
二
科

展
を
観
る
、
画
の
観
る
べ
き
も
の
無
し
、
吉
田
に
て
小
酌
、
の
ち
ひ
と
り
に
て
東

京
温
泉
に
浴
す
、
夜
は
せ
川
に
お
も
む
く　
城
左
門
山
田
有
勝
に
逢
ふ
、
城
と
他

の
バ
ー
に
お
も
む
き
て
深
更
に
帰
る
、
は
せ
川
に
て
句
を
書
く　
石
竹
は
淡
紅
水

は
温
む
へ
し

〇
三
月
十
三
日
（
木
）
晴
。
安
部
公
房
来
話
、
安
部
母
の
手
作
り
な
る
ネ
ク
タ
イ
二

本
贈
ら
る
。
と
も
に
銀
座
に
お
も
む
き
て
ビマ
マ
ル
ゼ
ン*

に
て
ビ
ー
ル
を
の
む

 

＊ 

ビ
ル
ゼ
ン　

ビ
ア
ホ
ー
ル
「
ピ
ル
ゼ
ン
」
の
こ
と
。
以
降
も
し
ば
し
ば
ビ
ル
ゼ
ン
と
表
記

〇
三
月
十
五
日
（
土
）
晴
。
春
暖
。
新
潮
社
に
夷
齋
筆
談
の
署
名
扉
五
百
九
十
七
枚
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〇
四
月
十
一
日
（
金
）
く
も
り
、海
老
名
雄
二
来
話
、東
海
汽
船
に
復
職
す
る
よ
し
、

夜
東
京
画
廊
に
て
佐
藤
美
子
佐
藤
敬
に
逢
ひ
大
和
田
及
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
少
酌

〇
四
月
十
四
日
（
火
）*

雨
。
夕
東
京
温
泉
に
浴
し
若
竹
に
お
も
む
く
に
白
州マ
マ
正
子*

青
山
二
郎
す
で
に
あ
り　
青
山
及
壺
中
居
主
人
に
誘
は
れ
て
築
地
北
原
武
夫
宅
に

お
も
む
き
て
麻
雀
を
も
て
あ
そ
ぶ　
麻
雀
は
じ
つ
に
十
数
年
ぶ
り
な
り

 

＊ 

こ
の
年
の
四
月
十
四
日
は
月
曜
な
の
で
、
日
付
か
曜
日
か
の
ど
ち
ら
か
が
誤
記
と
思
わ
れ
る

 

＊ 

白
州
正
子　

白
洲
正
子
。
随
筆
家

〇
四
月
十
六
日
（
水
）
晴
。
午
刻
安
部
公
房
来
話
、
安
部
と
と
も
に
東
中
野
モ
ナ
ミ

に
お
も
む
き
て
野
間
宏
真
空
地
帯
出
版
記
念
会
に
列
す　
帰
途
安
部
及
岡
本
太
郎

と
新
宿
を
の
み
あ
る
き
某
バ
ー
に
て
ス
ト
リ
ッ
プ
を
観
る

〇
四
月
十
八
日（
金
）晴
。
夜
来「
歌
仙
」の
稾
を
書
き
つ
ぎ
て
暁
に
成
る
、二
十
九
枚
、

但
上

　
　
　
く
れ
な
ゐ
の
花
に
は
季
無
し
枕
も
と

　
　
　
　
ま
だ
き
に
起
き
て
初
霜
を
履
む

　
　
　
く
も
り
日
の
枝
に
残
れ
る
柿
い
く
つ

　
　
　
　
ま
た
の
み
直
す
ど
ぶ
ろ
く
の
酔

　
　
　
失
せ
も
の
を
た
づ
ぬ
る
方
に
月
あ
は
し

　
　
　
　
ひ
と
の
苦
労
を
茶
は
な
し
に
す
る

　
　
　
む
つ
か
し
や
梅
に
も
露
は
置
く
も
の
を

　
　
　
　
木
の
芽
ど
き
に
は
つ
の
る
癇
癖

　
　
　
ネ
ク
タ
イ
の
サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
春
浅
し

　
　
　
　
蝶
飛
び
か
ふ
は
誰
か
家
の
窓

　
　
　
う
す
も
の
に
透
き
た
る
肌
は
夢
な
ら
じ

　
　
　
　
か
ぶ
り
つ
き
に
は
利
い
た
顔
な
り

　
　
　
つ
れ
な
く
も
木
戸
に
入
る
さ
の
月
の
影

　
　
　
　
虫
の
音
聴
い
て
か
へ
る
横
町

　
　
　
や
や
寒
の
な
ま
物
識
と
笑
は
れ
て

　
　
　
　
客
を
迎
へ
て
酒
徳
孤
な
ら
ず

　
　
　
わ
が
宿
は
隣
の
花
の
さ
か
り
に
て

　
　
　
　
春
追
ふ
旅
の
わ
ら
ん
じ
を
編
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

　
右
群
像
川
島
勝
の
来
れ
る
に
与
ふ
、
河
出
書
房
竹
田
博
来
話
、
と
も
に
銀
座
よ
し

田
に
て
小
酌　
そ
れ
よ
り
ひ
と
り
数
軒
に
転
じ
深
更
帰

　
上
段
：
歌
仙
上　
二
十
九
枚

〇
四
月
二
十
日
（
日
）
晴
、
風
強
し
、
終
日
家
居
、
山
川
朝
子
の
た
め
に
色
紙
を
書

く　
別
れ
来
て
な
ほ
目
に
し
み
る
若
葉
か
な

〇
四
月
二
十
三
日
（
水
）
晴
。
夕
窪
田
啓
作
鈴
木
貢
を
銀
座
吉
田
に
招
き
て
加
藤
周

一
の
原
稾
の
こ
と
に
つ
き
て
話
す
、
昨
日
パ
リ
な
る
加
藤
よ
り
航
空
郵
便
に
て

文
学
界
に
寄
稾
す
べ
き
こ
と
を
い
ひ
寄
こ
し
た
れ
ば
な
り
、
窪
田
を
伴
ひ
て
帰
宅　

ス
キ
ヤ
キ
を
食
ふ
、
た
ま
〳
〵
伊
藤
濱
子
来
り
会
す

〇
四
月
二
十
七
日
（
日
）
晴
。
山
田
有
勝
、三
木
偵
、今
官
一*

来
話
、酒
を
贈
ら
る
、

と
も
に
の
む

 

＊ 

今
官
一　

小
説
家

〇
四
月
二
十
八
日
（
月
）
晴
。
夜
来
フ
ィ
ル
ム
あ
れ
こ
れ
二
十
三
枚
を
早マ
マ

し
暁
に
成

る
、
安
部
公
房
来
話
、
安
部
二
名
の
紳
士
を
伴
ひ
来
り
て
と
もマ

マ語
る
、
夜
鈴
木
貢

と
新
宿
に
の
む
、
紀
伊
国
や
に
て L'heure d

e マ
マ choix 

を
あ
が
な
ふ

　
上
段
：
フ
ィ
ル
ム
あ
れ
こ
れ　
二
十
三
枚

〇
四
月
二
十
九
日
（
火
）
曇
、
夜
日
比
谷
公
会
堂
に
て H

elen Traubel* 

の
ソ
ロ

を
聴
く
、
帰
途
若
竹
に
て
小
酌

 

＊ H
elen Traubel　

ヘ
レ
ン
・
ト
ロ
ー
ベ
ル
。
ア
メ
リ
カ
の
オ
ペ
ラ
歌
手
。
ソ
プ
ラ
ノ

Laurat.* 

を
あ
が
な
ふ
、
そ
の
書
庫
の
中
に
て
た
ま
た
ま
山
内
義
雄*

に
逢
ふ
、

じ
つ
に
十
数
年
ぶ
り
な
り
、
ま
た
河
盛
好
蔵
に
逢
ひ
と
も
に
銀
座
に
出
て
吉
田
に

て
小
酌　
夕
五
時
よ
り
歌
舞
伎
座
に
て
文
藝
春
秋
三
十
年
記
念
祭
を
観
る
、
佐
藤

美
子
に
逢
ふ
、
帰
途
川
端
康
成
に
逢
ひ
ふ
た
ゝ
び
吉
田
に
て
小
酌

 

＊ Lucien Laurat　

リ
ュ
シ
ア
ン
・
ロ
ー
ラ
。
本
名
オ
ッ
ト
ー
・
マ
シ
ュ
ル
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
作
家
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者　
　
　

 

＊ 

山
内
義
雄　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者

〇
三
月
三
十
日
（
日
）
晴
。
神
田
古
書
会
館
に
琳
琅
閣
古
書
売
立
の
下
見
に
お
も
む

く
、
ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
無
し
、
帰
途
連
雀
町
や
ぶ
そ
ば
に
て
少
酌

〇
四
月
一
日
（
火
）
く
も
り
小
雨
、
夕
方
東
京
温
泉
に
浴
し
吉
田
に
て
小
酌
を
こ
こ

ろ
み
た
る
に
今
日
出
海
来
、
す
な
は
ち
と
も
に
マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
、
ル
ー
ベ
ン
ス
、

若
竹
と
の
み
あ
る
く
、帰
途
深
更
に
お
よ
ん
で
徳
田
雅
彦
丸
岡
明*

英
国
人
ス
コ
ッ

ト
と
い
ふ
も
の
を
伴
ひ
て
訪
れ
来
る
、
こ
れ
を
濱
田
に
つ
れ
行
き
て
歓
談
す

 

＊ 

丸
岡
明　

小
説
家

〇
四
月
二
日
（
水
）
曇
小
雨
、
寒
し
、
神
田
村
口
に
お
も
む
き
て
蜀
山
手
写
水
戸
義

公
行
実*

一
冊
を
購
ふ
、
帰
途
若
竹
に
て
少
酌

 

＊ 

水
戸
義
公
行
実　

徳
川
光
圀
の
正
伝

〇
四
月
四
日
（
金
）
晴
。
早
朝
井
澤
義
雄
御
影
よ
り
上
京
し
来
る
、
白
鶴
一
升
蒲
鉾

一
籠
を
贈
ら
る
、
夕
方
町
を
あ
る
き
若
竹
に
て
小
酌
、
若
竹
所
在
の
地
を
さ
く
ら

小
路
と
命
名
す
、
け
だ
し
烏
森
神
社
は
古
く
桜
田
社
な
る
に
因
め
る
な
り
、
留
守

中
沢
渡
未
亡
人
山
形
よ
り
訪
ね
来
り
ビ
ス
ケ
ッ
ト
一
缶
所マ
マ
贈

〇
四
月
五
日
（
土
）
晴
。
昼
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
に
お
も
む
き
て
画
を
観
る
。
帰

途
銀
座
ビ
ル
ゼ
ン
に
て
ビ
ー
ル
を
の
み
て
帰
宅
、
井
澤
義
雄
雑
誌
現
在*

発
刊
の

相
談
会
に
出
席
し
て
帰
来　
そ
の
会
合
の
や
う
す
を
報
告
す
、
安
部
公
房
弁
論
大

い
に
つ
と
め
た
る
よ
し

 

＊ 

現
在　

同
年
6
月
発
刊
の
文
芸
誌
（
発
行
元
：
書
肆
ユ
リ
イ
カ
↓
現
在
の
会
、
発
売
元
：
月

曜
書
房
）

〇
四
月
六
日
（
日
）
晴
、
あ
た
ゝ
か
な
り
、
島
尾
敏
雄
来
話
、
島
尾
と
と
も
に
井
澤

浅
草
に
行
く
、
ス
ト
リ
ツ
プ
を
見
物
し
た
る
よ
し

〇
四
月
七
日
（
月
）
晴
。
夜
来
小
説
他
人
の
自
由
の
稾
を
つ
い
で
暁
に
成
る
、

五
十
七
枚
、
別
冊
文
藝
春
秋
に
寄
せ
む
が
た
め
な
り
、
こ
と
し
小
説
を
草
し
た
る

は
こ
れ
を
以
て
は
じ
め
と
す　
午
後
文
藝
春
秋
社
に
草
稾
を
わ
た
し
吉
田
に
お
も

む
き
て
吉
田
健
一
と
小
酌
、
井
澤
義
雄
現
在
の
会
に
出
席
し
た
る
に
発
刊
の
議
い

ま
だ
ま
と
ま
ら
ず
と
い
ふ

　
上
段
：
他
人
の
自
由　
五
十
七
枚

〇
四
月
八
日
（
火
）
晴
、
井
澤
義
雄
神
戸
に
か
へ
る
、
新
宿
紀
伊
国
屋
に
お
も
む
き

て
本
を
購
ふ
。G

abriel M
arcel* : Journal m

étaphysique , Albert Cam
us 

: L'hom
m

e révolté, Paul Valéry : D
egas D

anse D
essin, René Clair* : 

Réflexion faite.　
帰
途
吉
田
に
て
小
酌
、
ま
た
若
竹
に
お
も
む
く
、
梅
茶
屋
主

人*

三
好
達
治
に
逢
ふ

 

＊ G
abriel M

arcel　

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
マ
ル
セ
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
劇
作
家

 

＊ R
ené C

lair　

ル
ネ
・
ク
レ
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
監
督

 

＊ 

梅
茶
屋
主
人　

美
術
評
論
家
、
古
美
術
収
集
家
の
秦
秀
雄

〇
四
月
九
日
（
水
）
晴
。
夕
東
京
温
泉
に
浴
し
ビ
ル
ゼ
ン
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む　
東

京
画
廊
に
佐
藤
敬
の
展
覧
会
を
観
る
、
敬
美
子
富
永
惣
一*

と
吉
田
に
て
小
酌
、

帰
途
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
て
島
中
鵬
二
今
日
出
海
と
会
し
て
の
む
、
エ
ス
ポ
ア
ル
に

立
寄
り
て
帰
る
甚
だ
酔
ふ　
酣
中
歌
仙
表
六
句
を
え
た
り

 

＊ 

富
永
惣
一　

美
術
史
家
、
美
術
評
論
家

〇
四
月
十
日
（
木
）
く
も
り
、
夕
吉
田
に
て
今
日
出
海
と
逢
ひ
マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
及
若

竹
に
転
じ
て
の
む　
帰
途
エ
ス
ポ
ア
ル
に
立
寄
る
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山
東
の
郷
談
月
に
こ
こ
ろ
よ
く

　
　
　
手
妻
の
た
ね
も
売
れ
る
祭
礼

　
　
国
越
の
峠
な
か
ば
に
し
ぐ
れ
け
り

　
　
　
は
き
な
ら
し
た
る
海
軍
の
靴

　
　
穴
子
ず
し
ま
た
染
め
か
へ
す
暖
簾
に
て

　
　
　
初
雷
の
江
戸
の
青
空

　
　
花
吹
雪
橋
に
は
獅
子
の
舞
ひ
つ
れ
て

　
　
　
善
隣
を
訪
ふ
舩
の
春
風

　
　
　
　
　
春
は
め
ぐ
る
舩
旅

　
上
段
：
歌
仙　
承
前　
三
十
枚

 

＊ 

こ
の
年
の
五
月
十
七
日
は
土
曜
な
の
で
、
日
付
か
曜
日
ど
ち
ら
か
が
誤
記
と
思
わ
れ
る

〇
五
月
二
十
二
日
（
木
）
晴
。
文
藝
春
秋
招
待
に
て
鈴
木
貢
と
と
も
に
蔵
前
角
力
小

屋
に
お
も
む
き
て
夏
場
所
十
二
日
目
を
見
る
。
角
力
見
物
じ
つ
に
久
し
ぶ
り
也
、

吉
葉
山
栃
錦*

よ
き
角
力
取
な
り
、
帰
途
深
川
宮
川
に
て
小
酌
し
て
か
へ
る
。
留

守
中
窪
田
啓
作
安
部
公
房
来
れ
る
よ
し
、
窪
田
は
そ
の
訳
著
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
詩
集

を
ま
た
安
部
は
そ
の
書
下
し
原
稾
を
置
い
て
去
れ
り

 

＊ 

吉
葉
山
栃
錦　

吉
葉
山
は
の
ち
の
第
43
代
横
綱
、
栃
錦
は
の
ち
の
第
44
代
横
綱

〇
五
月
二
十
七
日
（
火
）
雨
、
河
出
書
房
竹
田
博
来
話
、
新
宿
紀
伊
国
屋
に
お
も
む

き
て
フ
ラ
ン
ス
書
七
冊
を
あ
が
な
ふ
、
帰
途
秋
田
に
て
小
酌
、
ま
た
銀
座
吉
田
に

転
じ
て
の
む
、
パ
リ
な
る
加
藤
周
一
よ
り
来
信

〇
五
月
三
十
日
（
金
）
小
雨
、
日
活
会
館
六
階
に
て
川
端
康
成
ほ
か
五
名
の
会
に
列

す
、
こ
の
建
物
新
築
な
れ
ど
も
小
ぎ
た
な
き
も
の
也　
帰
途
日
本
ば
し
す
し
春
に

て
会
の
く
づ
れ
の
多
勢
に
て
小
酌
閑
談

〇
六
月
二
日
（
月
）
小
雨
、
後
晴
曇
相
交
は
る
、
白
水
社
泉
川
某
来
話　
山
内
義
雄

訳
窄
き
門*

の
新
板マ
マ

を
出
す
に
つ
き
そ
の
新
潮
社
刊
の
初
板マ
マ

に
付
し
た
る
余
の
跋

を
再
録
せ
ん
こ
と
を
乞
ふ　
お
も
へ
ば
余
が
こ
の
跋
文
を
撰
し
た
る
は
関
東
大
地

震
の
年
の
五
月
に
係
る
、
す
で
に
三
十
年
の
む
か
し
也　
余
か
か
る
若
年
の
述
作

を
ふ
た
ゝ
び
出
す
こ
と
を
好
ま
ざ
れ
ど
も
山
内
と
の
旧
誼
を
お
も
ひ
こ
れ
を
承
諾

す
、
但
原
形
の
ま
ゝ
に
て
一
字
一
句
を
も
改
め
ず
、
山
内
に
は
が
き
を
書
き
句
を

添
へ
て
や
る　
さ
み
た
れ
や
ふ
と
見
つ
け
た
る
古
日
記

 

＊ 

窄
き
門　

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
著
、
山
内
義
雄
訳
。
一
九
二
三
年
、
新
潮
社
刊

〇
六
月
三
日
（
火
）
く
も
り
、
夜
来
エ
セ
エ
の
稾
を
書
き
つ
ぎ
て
今
朝
成
る
、
ニ
ヒ

ル
と
政
治
二
十
八
枚　
こ
れ
を
文
学
界
に
わ
た
す　
鈴
木
貢
と
コ
ッ
ク
ド
ー
ル
に

て
小
酌　
窪
田
啓
作
に
逢
ふ　
こ
れ
を
家
に
と
も
な
ひ
帰
り
て
閑
談

　
上
段
：
ニ
ヒ
ル
と
政
治　
二
十
八
枚

〇
六
月
五
日
（
木
）
晴
。
鎌
倉
に
お
も
む
き
て
美
術
館
に
て
古
陶
展
を
観
る
、
そ
れ

よ
り
錦
屏
山
瑞
泉
寺
に
詣
る
、
さ
ら
に
由マ

マ
井
浜
に
お
も
む
き
帰
途
駅
前
ボ
ル
ド
ー

に
て
ひ
と
り
小
酌　
瑞
泉
寺
に
て　
青
梅
の
青
き
か
な
た
に
日
晴
れ
た
り

〇
六
月
六
日
（
金
）
晴
。
夕
深
川
高
橋
に
お
も
む
き
て
とマ
マ

ぜ
う
屋
に
て
ひ
と
り
小
酌

こ
の
店
旧
に
依
つ
て
よ
し　
帰
途
銀
座
に
て
よ
ね
の
た
め
に
空
也
の
最
中
を
買
ふ

〇
六
月
八
日
（
日
）
雨
、
す
で
に
梅
雨
の
配
置
也
、
大
内
則
子
来
、
小
説
草
藁
を
示

し
た
る
を
批
評
し
て
返
す
、
夜
浅
草
に
お
も
む
き
て
飯
田
屋
に
て
小
酌
、
合
羽
橋

通
の
ど
ぜ
う
屋
な
り　
こ
れ
を
高
橋
に
比
す
れ
ば
品
落
ち
た
り

〇
六
月
十
日
（
火
）
陰
晴
定
ま
ら
ず
。
夕
神
田
村
口
に
お
も
む
き
て
松
浦
竹マ
マ

四
郎
蝦

夷
日
誌*

ほ
か
数
冊
の
本
を
註
文
し
お
く
、
昨
日
吉
川
幸
次
郎
よ
り
来
信　
読
書

新
聞
に
夷
齋
筆
談
の
評
を
寄
せ
た
る
旨
知
ら
せ
あ
り
た
れ
ば
神
田
通
に
て
そ
の
新

聞
を
購
ひ
て
キ
ヤ
ン
ド
ル
に
小
憩
し
て
こ
れ
を
覧
る
、帰
途
銀
座
吉
田
に
て
小
酌
、

夜 Alan : Lettres sur la philosophie de Kant*. 

を
読
む
、
小
冊
な
れ
ど
も

は
な
は
だ
有
益
の
書
な
り

 

＊ 

蝦
夷
日
誌　

幕
末
明
治
期
の
探
検
家
・
松
浦
武
四
郎
の
著
作
。『
夷
齋
清
言
』
参
照

〇
四
月
三
十
日
（
水
）
晴
。
夜
少
雨
、
昼
東
宝
試
写
室
に
て
イ
ギ
リ
ス
写
真 The 

life and death of Colonel Blim
p* 

を
見
る
、
帰
途
吉
田
に
て
小
酌
、
留
守
中

新
潮
社
大
田
美
和
来　
夷
齋
筆
談
見
本
十
部
届
け
来
る

 

＊ The life and death of C
olonel B

lim
p　

『
老
兵
は
死
な
ず
』
マ
イ
ケ
ル
・
パ
ウ
エ
ル
、

エ
メ
リ
ッ
ク
・
プ
レ
ス
バ
ー
ガ
ー
監
督

〇
五
月
二
日
（
金
）
晴
。
昨
日
の
メ
ー
デ
ー
は
一
部
暴
動
化
せ
り
と
伝
ふ
。
大
田
美

和
来
、
夷
齋
筆
談
二
部
届
け
ら
る
、
こ
の
本
は
発
売
と
と
も
に
板マ
マ
元
に
て
は
売
切

の
よ
し
、
大
田
と
吉
田
に
て
小
酌
、
吉
田
健
一
に
逢
ふ
。

〇
五
月
六
日
（
火
）
晴
。
本
多
秋
五*
来
話
。
埴
谷
雄
高
の
病
気
見
舞
の
た
め
二
千

円
わ
た
す
、
安
部
公
房
草
月
流
の
佐
藤
某
女
を
と
も
な
ひ
て
来
話
、
安
部
佐
藤
を

つ
れ
て
銀
座
ピ
ル
ゼ
ン
及
吉
田
に
て
小
酌
、
の
ち
徳
田
雅
彦
に
逢
ひ
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
エ
ス
ポ
ア
ル
小
笹
す
し
に
て
の
む　
徳
田
濱
田
に
泊

 

＊ 

本
多
秋
五　

文
芸
評
論
家

〇
五
月
七
日
（
水
）
晴
、
夕
日
本
橋
す
し
春
に
て
小
酌
、
こ
れ
は
壺
中
居
が
ひ
ら
き

た
る
新
店
也
、
す
し
春
の
か
つ
を
の
た
ゝ
き
衣
更　
の
句
を
色
紙
に
書
く

〇
五
月
八
日
（
木
）
晴
。
二
本
榎
上
行
寺
に
榎
本
其
角*

そ
の
父
東
順
、
桂
川
氏
、

大
橋
氏*

の
墓
を
見
る
、
其
角
は
榎
本
氏
と
伝
へ
ら
る
れ
ど
も
東
順
の
墓
に
は
榎

下
と
あ
り　
い
づ
れ
に
従
ふ
べ
き
に
や　
町
を
あ
る
き
て
疲
れ
た
り

 

＊ 

榎
本
其
角　

宝
井
其
角
。
江
戸
中
期
の
俳
人
。
そ
の
父
・
竹
下
東
順
は
医
師

 

＊ 

桂
川
氏
、
大
橋
氏
の
墓　

蘭
学
者
・
桂
川
甫
周
並
び
に
桂
川
家
、
将
棋
名
人
・
大
橋
宗
桂
並

び
に
大
橋
家
の
墓　

〇
五
月
十
一
日（
日
）晴
。
銀
座
ビ
ル
ゼ
ン
に
て
岡
本
太
郎
の
会
に
列
す
、帰
途
コ
ー

ヒ
ー
店
ア
ン
ブ
ル
に
て
三
島
由
紀
夫
に
逢
ふ
、
帰
来
パ
リ
な
る
加
藤
周
一
に
送
る

た
め
書
を
裁
す
、
三
島
は
昨
朝
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
よ
り
帰
れ
る
也
、
加
藤
宛
書
簡
の
末

に
一
句　
さ
み
だ
れ
の
晴
間
を
保
つ
い
の
ち
か
な　
し
ば
ら
く
し
て
こ
れ
を
改
め

て　
た
を
や
め
の
馬
車
に
乗
り
行
く
若
葉
か
な 

と
す　
パ
リ
の
空
の
下
に
セ
ー

ヌ
は
流
れ
る
と
いマ
マ
カ
ツ
ド
ー
写
真
を
見
た
る
と
き
詠
め
る
な
り

〇
五
月
十
三
日
（
火
）
晴
。
本
郷
大
学
赤
門
内
学
士
会
館
談
話
室
に
近
代
文
学
同
人

と
会
し
て
近
代
文
学
へ
の
寄
附
金
な
ら
び
に
て
埴
谷
雄
高
病
気
見
舞
金
を
手
交
す　

帰
途
連
雀
町
や
ぶ
そ
ば
に
て
小
酌

〇
五
月
十
四
日
（
水
）
晴
。
夜
文
学
座
公
演
を
三
越
劇
場
に
観
る
、
出
し
物
は
堀
田

善
衞
原
作
祖
国
喪
失
也
、
帰
途
河
盛
好
蔵
と
日
本
橋
す
し
春
に
て
の
む
、
青
山
二

郎
に
逢
ふ　
宇
野
千
代
来
り
会
し
築
地
宇
野
邸
に
お
も
む
き
て
泊
る

〇
五
月
十
五
日
（
金
）*

晴
。
週
刊
朝
日
黒
川
来
話
、
写
真
を
う
つ
さ
る
、
夷
齋
筆

談
の
書
評
に
使
ふ
よ
し
な
り
、
柳
原
徳
子
来
話
、
山
川
朝
子
来
話
、
朝
子
と
と
も

に
銀
座
に
お
も
む
き
て
吉
田
に
て
小
酌
、
朝
子
に
夷
齋
筆
談
を
贈
る

　

＊ 

こ
の
年
の
五
月
十
五
日
は
木
曜
な
の
で
、
日
付
か
曜
日
ど
ち
ら
か
が
誤
記
と
思
わ
れ
る

〇
五
月
十
七
日
（
日
）*

晴
。
昨
夜
伊
皿
子
志
保
原
に
し
て
三
島
由
紀
夫
の
歓
迎
会

に
列
す　
前
後
不
覚
に
酔
ふ
、
今
日
さ
き
ご
ろ
よ
り
書
き
つ
ゞ
け
た
る
歌
仙
続
稾

三
十
枚
を
脱
稾
す　
右
後
半
の
十
八
句
左
の
ご
と
し

　
　
飛
行
機
の
影
よ
り
霞
み
わ
た
り
け
り

　
　
　
ほ
の
か
に
低
し
先
哲
の
墓

　
　
つ
づ
め
た
る
思
想
は
思
想
に
非
ず
か
し

　
　
　
雲
の
中
な
る
神
霊
は
何

　
　
五
月
朔
明
け
な
ば
旗
の
揚
が
る
ら
む

　
　
　
女
ま
じ
り
に
押
出
す
勢

　
　
水
清
し
地
は
解
放
を
名
に
負
ひ
て

　
　
　
稲
穂
の
波
に
歌
の
た
か
ま
る

　
　
草
花
を
か
ざ
し
に
挿
し
て
を
ど
る
輪
に

　
　
　
雁
の
た
よ
り
の
一
人
を
欠
く
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夜
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
井
伏
鱒
二
河
盛
好
蔵
に
逢
ひ
と

も
に
す
し
春
に
お
も
む
き
て
小
酌　
小
林
秀
雄
よ
り
そ
の
著
ゴ
ッ
ホ
の
手
紙
を
贈

ら
る　
は
が
き
に
句
を
書
き
て
遣
る
、
ひ
ら
く
よ
り
に
ほ
ふ
紙
の
香
青
嵐

 

＊ Arm
and H

oog　

ア
ル
マ
ン
・
ホ
ー
グ
。
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、
文
芸
評
論
家

〇
七
月
十
九
日
（
土
）
小
雨
を
り
を
り
晴
。
芝
本
善
彦*

来
話
、
染
付
の
水
滴
を
贈

ら
る
、
芝
本
と
と
も
に
文
春
ク
ラ
ブ
及
す
し
春
に
て
の
む
、
帰
途
銀
座
の
某
バ
ー

に
立
寄
り
女
ど
も
に
送
ら
れ
て
帰
宅
、
は
な
は
だ
酔
ふ　
芝
本
宿
酔
の
薬
あ
り
と

てAlka-Seltzer*

を
買
ひ
来
る

 

＊ 

芝
本
善
彦　
「
文
学
界
」
編
集
者

 

＊ Alka-Seltzer　

ア
ル
カ
セ
ル
ツ
ァ
ー
（
解
熱
鎮
痛
剤
）

〇
七
月
二
十
一
日（
月
）晴
。
山
川
朝
子
来
話
。
と
も
に
文
春
ク
ラ
ブ
に
お
も
む
く
。

夜
日
比
谷
公
会
堂
に
て
貝
谷
八
百
子*

の
バ
レ
エ
を
観
る
。
展
覧
会
の
絵
、
三
角

帽
子

 

＊ 

貝
谷
八
百
子　

バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー

〇
七
月
二
十
四
日
（
木
）
晴
。
午
後
白
水
社
瀬
尾
正
明
来
話
、
山
内
義
雄
使
と
し
て

窄
き
門
並
に
コ
ニ
ヤ
ツ
ク
二
本
届
け
来
る
、
日
本
文
化
放
送
Ｎ
Ｃ
Ｂ
水
野
繁
及
北

田
正
武
来
話　
講
演
放
送
依
頼
也
、
山
内
に
は
が
き
に
句
を
書
き
て
遣
る
、
め
ぐ

り
来
て
二
十
九
年
の
涼
し
さ
よ　
註　
新
板マ
マ

窄
き
門
は
初
板マ
マ

の
時
よ
り
二
十
九
年

目
に
て
初
板マ
マ

に
寄
せ
た
る
余
が
跋
文
も
こ
こ
に
再
び
剞
劂
に
附
さ
れ
た
り

〇
七
月
二
十
五
日
（
金
）
晴
。
夜
Ｎ
Ｃ
Ｂ
の
迎
へ
に
依
り
て
そ
の
社
の
録
音
室
に
お

も
む
き
は
じ
め
て
放
送
を
ぶ
つ
、
講
演
と
い
ふ
こ
と
も
ま
た
初
め
て
也
、
漫
然
た

る
随
想
を
語
る
。

〇
七
月
二
十
六
日
（
土
）
晴
。
Ｎ
Ｃ
Ｂ
よ
り
薄
謝
を
受
く
。
菅
原
国
隆
来
話
。
夕
文

春
サ
ロ
ン*

に
お
も
む
き
三
好
達
治
に
逢
ひ
と
も
に
す
し
春
に
行
き
て
小
酌
、
帰

途
三
好
を
車
に
て
わ
が
家
の
門
前
ま
で
伴
な
ひ
こ
れ
に
萩
原
朔
太
郎*

の
色
紙
を

贈
る
。

 

＊ 

文
春
サ
ロ
ン　

文
藝
春
秋
ク
ラ
ブ
の
こ
と
か
。
以
降
、
こ
の
表
記
続
く

 

＊ 

萩
原
朔
太
郎　

詩
人

〇
七
月
二
十
八
日
（
月
）
晴
。
山
川
朝
子
来
話
、
文
芸
に
鷗
外
の
追
儺
を
載
せ
る
よ

し
に
て
そ
の
解
説
原
稾
一
枚
を
書
き
て
わ
た
す
、
朝
子
と
文
春
サ
ロ
ン
に
お
も
む

く
、
今
日
出
海
に
逢
ひ
と
も
に
銀
座
を
の
み
あ
る
く

〇
七
月
三
十
一
日
（
木
）
曇
。
夜
来
松
浦
竹マ
マ
四
郎
が
蝦
夷
日
誌
に
つ
き
て
二
十
五
枚

草
す　
夷
齋
清
言
一
と
し
て
文
学
界
に
寄
せ
ん
が
た
め
な
り
、
こ
の
夜
乱
酔

　
上
段
：
蝦
夷
日
誌　
二
十
五
枚　
夷
齋
清
言
一

〇
八
月
五
日
（
火
）
晴
。
福
永
武
彦
よ
り
来
信
そ
の
書
下
し
長
編
風
土
の
板マ
マ
成
れ
る

こ
と
を
告
ぐ
、
午
後
日
本
橋
高
島
屋
に
て
東
大
寺
展
覧
会
を
観
る
、
ま
た
丸
善
に

お
も
む
き
て
ｎ
ｒ
ｆ*

の
ジ
イ
ド
紀マ
マ

念
号
を
あ
が
な
ふ
、
帰
途
文
春
サ
ロ
ン
に
て

小
酌

 

＊ 

ｎ
ｒ
ｆ　

フ
ラ
ン
ス
の
文
芸
誌
「
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
」（La N

ouvelle Revue Française

）。

ほ
か
にN

RF

の
表
記
あ
り

〇
八
月
八
日
（
金
）
晴
。
社
会
タ
イ
ム
ス
記
者
藤
池
雅
子
来
話　
菅
原
国
隆
来
話
。

夜
窪
田
啓
作
来
話
、
そ
の
訳
著 noces 

（Cam
us

）
と
ロ
ー
マ
イ
ヤ
の
ミ
ー
ト
パ

イ
を
贈
ら
る
、
福
永
武
彦
に
風
土
読
後
感
を
書
き
て
遣
る

〇
八
月
十
三
日
（
水
）
晴
。
午
後
安
部
公
房
来
話
、
新
宿
紀
伊
国
屋
に
お
も
む
き

て François M
auriac* : M

es grands hom
m

es, Paul Valéry : M
auvaises 

pensées &
 da̓utres 

を
購
ふ
。
帰
途
文
春
サ
ロ
ン
に
て
小
酌

 

＊ François M
auriac　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
文
芸
評
論
家　

〇
八
月
十
八
日
（
月
）
晴
。
む
し
暑
し
。
深
更
に
お
よ
び
先
日
よ
り
書
き
つ
づ
け
た

る
狂
歌
百
鬼
夜
狂
二
十
八
枚
脱
稾
、
文
学
界
十
月
号
に
寄
せ
ん
が
た
め
也

　
上
段
：
狂
歌
百
鬼
夜
狂　
二
十
八
枚　
夷
齋
清
言
二

 
＊ Lettres sur la philosophie de K

ant　

お
そ
ら
く
正
式
タ
イ
ト
ル“

Lettres à Sergio 

Solm
i sur la philosophie de K

ant ”

の
こ
と

〇
六
月
十
二
日
（
木
）
晴
。
小
山
清
来
話
。
そ
の
編
纂
す
る
と
こ
ろ
の
「
太
宰
治
の

手
紙
」
を
贈
ら
る
。
小
山
妻
を
迎
へ
た
る
よ
し

〇
六
月
十
三
日
（
金
）
晴
。
文
藝
春
秋
ク
ラ
ブ
に
入
会
す
、
富
士
見
町
近
江
や
に
て

角
川
源
義
と
語
る
、
帰
途
日
本
橋
鮒
佐
に
て
う
な
ぎ
の
佃
煮
を
購
ふ

〇
六
月
十
四
日
（
土
）
曇
夜
に
入
つ
て
小
雨
、
安
部
公
房
来
話
、
と
も
に
春
日
町
火

の
車
に
お
も
む
き
て
小
酌
、
こ
れ
草
野
心
平
い
と
な
む
と
こ
ろ
の
酒
場
也
、
火
の

車
涼
し
き
ほ
ど
に
廻
り
け
り

〇
六
月
十
六
日
（
月
）
曇
。
夜
来
乞
食
王
子
十
三
枚
を
草
す　
山
川
朝
子
の
来
れ
る

に
こ
れ
を
与
ふ
、
朝
子
と
日
本
橋
す
し
春
に
て
小
酌　
昨
日
信
州
追
分
よ
り
堀
辰

雄
病
中
寸
楮
を
裁
し
て
寄
せ
来
る　
こ
れ
に
応
へ
て
句
あ
り

　
　
葉
桜
や
年
々
か
は
る
池
の
さ
ま

　
　
葉
桜
や
埃
し
づ
ま
る
雨
の
あ
し

　
上
段
：
乞
食
王
子　
十
三
枚　

〇
六
月
十
七
日
（
火
）
晴
。
神
田
村
口
に
お
も
む
き
て
蝦
夷
日
誌
十
七
冊
畸
人
十
篇*

鉄
斎
図
入
を
あ
が
な
ふ
、
夕
三
越
劇
場
に
て
俳
優
座
公
演
福
田
恆
存
作
現
代
の
英

雄
を
観
る
、
帰
途
文
藝
春
秋
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌　
こ
の
日
ク
ラ
ブ
開
場
初
日
也

 

＊ 

畸
人
十
篇　

中
国
明
代
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
利
瑪
竇
）
の
著
作
。
鉄

斎
図
入
と
あ
る
の
で
江
戸
寛
政
期
に
伴
蒿
蹊
が
著
し
た
『
近
世
畸
人
伝
』『
続
近
世
畸
人
伝
』

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
畸
人
」（『
夷
齋
清
言
』）
に
は
鉄
斎
旧
蔵
書
と
あ
る

〇
六
月
二
十
四
日
（
火
）
今
暁
台
風
九
州
を
過
ぎ
夜
来
の
雨
午
後
に
至
つ
て
已
む
、

東
京
新
聞
社
頼
尊
国
隆
写
真
師
を
伴
ひ
て
来
り
写
真
イ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ユ
と
い
ふ
も

の
を
求
め
ら
る
、
し
ば
ら
く
閑
談
す

〇
六
月
二
十
五
日
（
水
）
曇
、
菅
原
国
隆
来
話
、
原
稾
依
頼
さ
れ
た
れ
ど
も
確
約
せ

ず
、
夜
文
学
界
に
寄
せ
る
た
め
に
エ
セ
エ
革
命
と
は
何
か
二
十
八
枚
脱
稾
、
エ
セ

エ
の
政
治
談
に
わ
た
る
も
の
は
こ
れ
に
て
打
切
と
し
来
月
よ
り
は
ま
た
新
た
な
る

ス
タ
イ
ル
を
発
見
す
る
つ
も
り
な
り

　
上
段
：
革
命
と
は
何
か　
二
十
八
枚

〇
六
月
二
十
七
日
（
金
）
晴
曇
さ
だ
め
が
た
く
夜
に
入
つ
て
驟
雨
あ
り
、
中
野
重
治

よ
り
近
著
鷗
外
そ
の
側
面
を
贈
ら
る　
河
出
書
房
竹
田
博
来
話
、
夕
文
春
ク
ラ
ブ

に
お
も
む
き
て
谷
崎
終
平
と
将
棊マ
マ
を
さ
す　
そ
れ
よ
り
日
本
橋
す
し
春
に
行
く
、

中
野
好
夫
中
村
光
夫
と
逢
ふ

〇
六
月
二
十
八
日
（
土
）
晴
、
谷
川
俊
太
郎*

よ
り
詩
集
二
十
億
光
年
の
孤
独
を
贈

ら
る

 

＊ 

谷
川
俊
太
郎　

詩
人

〇
七
月
三
日
（
水
）
晴
。
昨
夜
川
島
勝
の
迎
へ
に
依
り
て
佐
藤
美
子
を
鶴
見
の
そ
の

家
に
訪
ひ
小
宴
を
設
け
ら
る
、
つ
ひ
に
泊
る
、
八
木
義
徳
来
り
会
す
、
今
日
夕
刻

読
売
新
聞
社
員
来
り
て
写
真
を
う
つ
さ
る

〇
七
月
七
日
（
月
）
晴
。
午
後
文
春
サ
ロ
ン
に
お
も
む
き
出
版
部
安
藤
直
正
に
夷
齋

俚
言
原
稾
四
百
五
十
枚
を
手
交
す　
こ
れ
を
梓
行
せ
し
め
ん
が
た
め
也　
久
保
田

万
太
郎
夫
妻
に
逢
ふ

〇
七
月
八
日
（
火
）
晴
。
安
部
公
房
来
話
。
閑
談
夕
刻
に
お
よ
び
と
も
に
文
藝
春
秋

ク
ラ
ブ
に
お
も
む
く
。
永
井
龍
夫マ
マ
と
将
棋
を
さ
す
。

〇
七
月
十
二
日
（
土
）
晴
。
夕
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
林
達
夫*

に
逢
ふ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
て
朝
吹
三
吉*

に
逢
ふ
。

 

＊ 
林
達
夫　

思
想
家
、
評
論
家

 

＊ 

朝
吹
三
吉　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者

〇
七
月
十
五
日
（
火
）
晴
。
午
後
新
宿
紀
伊
国
屋
に
お
も
む
き
フ
ラ
ン
ス
の
本
を
購

ふ
、Paul Valéry : Ecrits divers sur Stéphane M

allarm
é, Arm

and H
oog* 
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〇
九
月
二
十
八
日
（
日
）
く
も
り
夜
小
雨
、
文
化
放
送
水
野
来
話　
ア
ベ
某
女
を
伴

ひ
来
る
、
夕
新
宿
紀
伊
国
屋
に
て
フ
ラ
ン
ス
書
を
購
ふ　

François M
auriac : 

Le rom
ancier et ses personnages, J-P.Sartre : L'Im

agination.

〇
十
月
一
日
（
水
）
晴
。
午
後
神
田
村
口
に
て
太
田
南
畝
手
写
本
四
冊
（
南
朝
紹

運
図*

続
神
皇
正
統
記*

嵯
峨
野
物
語*

西
園
寺
鷹
百
首*

応
永
記*

長
禄
記*

）
及

寛
永
板マ
マ

草
人
木*

三
冊
を
購
ふ　
夜
帝
劇
に
てAlfred Cortot 

の
ピ
ヤ
ノ
演
奏

を
聴
く　

川
端
康
成
に
逢
ふ　

帰
途
佐
藤
美
子
徳
田
雅
彦
と
す
し
春
及
エ
ス

ポ
ー
ル
に
て
少
酌

 

＊ 

南
朝
紹
運
図　

後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
か
ら
南
朝
の
皇
統
系
図

 

＊ 

続
神
皇
正
統
記　

室
町
後
期
の
小
槻
晴
富
に
よ
る
史
論
書
。
北
畠
親
房
の
『
神
皇
正
統
記
』

の
続
編
の
体
裁
を
採
り
な
が
ら
、
同
書
は
批
判
す
る
目
的
で
書
か
れ
た

 

＊ 

嵯
峨
野
物
語　

歌
人
で
南
北
朝
時
代
に
摂
政
・
関
白
・
太
政
大
臣
を
務
め
た
二
条
良
基
の
著

と
さ
れ
て
い
る

 

＊ 

鷹
百
首　

鷹
狩
に
ま
つ
わ
る
歌
を
集
め
た
も
の
室
町
後
期
、
西
園
寺
公
経
の
詠
歌
と
さ
れ
る

 

＊ 

応
永
記　

応
永
の
乱
に
つ
い
て
書
か
れ
た
軍
記
物
。
15
世
紀
初
に
は
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る

 

＊ 

長
禄
記　

室
町
期
の
長
禄
年
間
に
つ
い
て
記
し
た
軍
記
物

 

＊ 

草
人
木　

江
戸
初
期
に
出
た
最
初
の
刊
本
に
よ
る
茶
書
。「
ワ
ビ
」（『
夷
齋
清
言
』）
参
照

〇
十
月
二
日
（
木
）
晴
。
夜
帝
劇
に
て Cortot 

を
聴
く
、
帰
途
佐
藤
美
子
徳
田
雅

彦
と
帝
国
ホ
テ
ル
バ
ー
吉
田
そ
ば
や
及
び
ル
ビ
コ
ン
に
て
小
酌　
有
楽
町
ア
マ
ン

ド
に
て
よ
ね
に
ケ
ー
キ
を
買
ひ
て
か
へ
る

〇
十
月
七
日
（
火
）
晴
後
曇
、
朝
井
澤
義
雄
神
戸
よ
り
来
、
松
茸
サ
ハ
ラ
白
味
噌
漬

及
ウ
イ
ス
キ
ー
を
贈
ら
る　
昼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
所
員
某
来
、
鴎
外
に
つ
い
て
の
放
送
を

依
頼
さ
る　
夜
日
比
谷
公
会
堂
に
し
て G

ala de ballet de Serge Lifar* avec 
Liane D

aydé*

を
観
る　
帰
途
小
雨　
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌　
川
端
康
成
夫
人

及
娘
に
逢
ふ　
井
澤
泊
、
夜
小
雨

 

＊ Serge Lifar　

 Liane D
aydé　

リ
フ
ァ
ー
ル
、
ダ
イ
デ
は
と
も
に
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
バ

レ
エ
団
で
活
躍
し
た
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー

〇
十
月
八
日
（
水
）
曇
小
雨
、
河
出
書
房
竹
田
博
来
話
、
印
税
（
小
説
大
系
普
賢
）

の
一
部
を
持
参
す
、
島
尾
敏
雄
来
、
ち
か
ご
ろ
肺
を
病
め
る
よ
し
、
島
尾
と
井
澤

と
を
伴
ひ
て
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌
、
井
澤
泊

〇
十
月
九
日
（
木
）
晴
、
筑
摩
書
房
古
田
晁
来
話
、
夜
窪
田
啓
作
来
話
、
加
藤
周
一

の
イ
タ
リ
ヤ
に
遊
べ
る
よ
し
を
聴
く

〇
十
月
十
日
（
金
）
晴
。
加
藤
周
一
に
飛
行
便
に
て
尺
牘
を
遣
る　
新
宿
紀
伊
国

や
に
て Roger M

artin du G
ard* : N

otes sur André G
ide, Paul Valéry 

: Lettres à quelques-uns 

を
購
ふ
、
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌
、
井
澤
辞

去
す

 

＊ R
oger M

artin du G
ard　

ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
タ
ン
・
デ
ュ
・
ガ
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家

〇
十
月
十
二
日
（
日
）
晴
、
午
後
一
時
よ
り
四
谷
文
化
放
送
に
て
講
演　
虚
構
と
感

覚
第
三
回
を
こ
こ
ろ
む

〇
十
月
十
四
日
（
火
）
晴
。
午
後
二
時
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
お
も
む
き
て
鷗
外
ぢ
い
さ
ん

ば
あ
さ
ん
に
つ
き
八
分
間
録
音
放
送
す　
夜
蜘
蟵
三
十
枚
草
し
畢
る
、
別
冊
文
藝

春
秋
に
寄
せ
む
が
た
め
也

　
上
段
：
蜘
蟵　
三
十
枚

〇
十
月
十
五
日
（
水
）
く
も
り
後
雨
、
蜘
蟵
草
稾
を
別
冊
文
藝
春
秋
に
わ
た
す　
夕

松
竹
本
社
に
て
伊
太
利
亜
活
動
写
真
デ
・
シ
イ
カ
作
ミ
ラ
ノ
の
奇
蹟
を
観
る　
こ

の
日
夷
齋
俚
言
刊
行

〇
十
月
十
七
日
（
金
）
晴
。
ブ
ー
チ
ャ
ンマ

マ映
画
を
観
る
、
夜
佐
々
木
基
一
来
話
、
ビマ
マ

ス
キ
を
の
む

〇
十
月
十
九
日
（
日
）
晴
。
午
後
文
化
放
送
に
て
虚
構
と
感
覚
第
四
回
及
第
五
回
を

ぶ
つ
、
夜
八
十
岡
英
治
来
話　
将
棊
を
さ
す

〇
八
月
二
十
日
（
水
）
晴
。
酷
暑
ほ
と
ん
ど
食
欲
を
う
し
な
ふ　
夜
千
駄
ヶ
谷
梅
茶

屋
に
て
小
林
秀
雄
と
対
談
す　
群
像
十
月
号
の
企
画
な
り　
余
対
談
の
席
に
出
づ

る
こ
と
戦
後
は
じ
め
て
也

〇
八
月
二
十
一
日
（
木
）
晴
。
午
後
松
竹
試
写
室
に
て
チ
ャ
プ
リ
ン M

onsieur 
Verdoux*

を
観
る
。
林
達
夫
に
逢
ふ
、
と
も
に
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌

 

＊ M
onsieur Verdoux　

『
殺
人
狂
時
代
』　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
監
督
の
ア
メ
リ

カ
映
画

〇
九
月
七
日
（
日
）
曇
。
暑
さ
や
う
や
く
う
す
ら
ぐ
。
小
山
清
来
話
、
こ
れ
を
伴
ひ

て
今
戸
に
お
も
む
き
真
宗
称
福
寺
に
松
浦
竹マ
マ
四
郎
の
墓
を
た
づ
ね
た
る
に
松
浦
氏

の
墓
は
先
年
す
で
に
無
縁
に
て
湮
滅
せ
り
と
寺
僧
咄
、
な
ほ
こ
の
寺
に
は
亀
田
鵬

斎*

墓
あ
り
、
称
福
寺
を
出
で
ゝ
橋
場
長
昌
寺
を
訪
ふ
、
法
華
也
、
鐘
楼
に
銅
鐘

あ
り
、
享
保
七
年
庚
子
神
田
錫
町
小
幡
内
匠
作
と
あ
り
、
帰
途
向
島
三
め
ぐ
り
社

お
よ
び
長
命
寺
に
お
も
む
く　
長
命
寺
に
て
さ
く
ら
餅
を
小
山
に
供
す
、
そ
れ
よ

り
鳩
の
町
の
あ
た
り
を
あ
る
き
雷
門
に
も
ど
り
て
並
木
や
ぶ
そ
ば
に
て
小
酌

 

＊ 

亀
田
鵬
斎　

江
戸
後
期
の
儒
学
者
、
文
人

〇
九
月
九
日
（
火
）
曇
小
雨
、
朝
林
達
夫
二
男
果
之
介
来
話
、
鵠
沼
の
土
地
を
林
に

贈
与
す
、山
川
朝
子
安
部
公
房
来
話
、と
も
に
文
春
ク
ラ
ブ
に
お
も
む
き
て
小
酌
、

文
学
界
の
需
め
に
依
り
て
近
藤
日
出
造*

と
逢
ふ　
漫
画
を
描
か
し
む
る
が
た
め

な
り

 

＊ 

近
藤
日
出
造　

漫
画
家

〇
九
月
十
一
日
（
木
）
晴
と
き
ぐ
曇
、
午
後
銀
座
は
せ
川
に
て
写
真
を
う
つ
す
、

撮
影
土
門
拳*

、
山
川
朝
子
の
た
め
に
文
藝
に
載
せ
ん
が
た
め
也　
帰
途
文
春
ク

ラ
ブ
お
よ
び
す
し
春
に
て
小
酌

 

＊ 

土
門
拳　

写
真
家

〇
九
月
十
六
日
（
火
）
曇
小
雨
、
午
後
田
村
町
兼
坂
ビ
ル
に
て
ア
メ
リ
カ
写
真
セ
ー

ル
ス
マ
ン
の
死*

を
観
る
。
帰
途
烏
森
若
竹
の
直
の
急
逝
を
聞
き
そ
の
店
に
お
も

む
き
て
弔
問
す
、
河
盛
好
蔵
と
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌

 

＊ 

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
死　

ラ
ズ
ロ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
監
督

〇
九
月
十
八
日
（
木
）
晴
。
窪
田
啓
作
妻
大
磯
よ
り
来
話
、
黒
鯛
一
尾
を
贈
ら
る
、

夜
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌

〇
九
月
廿
日
（
土
）
彼
岸
入
、
く
も
り
小
雨
、
上
野
博
物
館
に
し
て
ブ
ラ
ツ
ク*

展

覧
会
を
観
る　
藤
川
栄
子
に
逢
ふ
、
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
少
酌

 

＊ 

ブ
ラ
ッ
ク　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ラ
ッ
ク
。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家

〇
九
月
二
十
四
日
（
水
）
晴
。
夜
ア
ル
プ
ス
の
少
女
十
四
枚
書
く　
山
川
朝
子
の
た

め
に
文
藝
十
一
月
号
に
寄
せ
ん
と
す

　
上
段
：
ア
ル
プ
ス
の
少
女　
十
四
枚

〇
九
月
二
十
五
日
（
木
）
晴
。
山
川
朝
子
来
話
、
ア
ル
プ
ス
の
少
女
の
草
稾
を
わ
た

す　
と
も
に
文
春
ク
ラ
ブ
に
お
も
む
く　
朝
日
新
聞
に
五
十
嵐
清
江
を
訪
ひ
て
コ

ル
ト
ー*

の
切
符
四
枚
の
代
金
を
支
払
ふ
、
け
ふ
コ
ル
ト
ー
飛
行
機
に
て
来
朝
せ

る
よ
し
也

 

＊ 

コ
ル
ト
ー　

Alfred C
ortot  

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ル
ト
ー
。
ピ
ア
ニ
ス
ト

〇
九
月
二
十
六
日
（
金
）
晴
と
き
ど
き
雨
、
午
後
一
時
よ
り
日
本
文
化
放
送
に
て
講

演
す　
来
月
中
の
水
曜
は
五
回
連
続
に
て
そ
の
一
と
二
と
を
録
音
す　
仮
題
虚
構

と
感
覚
、
筑
摩
書
房
主
人
古
田
晁
留
守
に
高
輪
に
来
り
そ
れ
よ
り
文
化
放
送
ま
で

追
ひ
来
る　
叢
書
出
版
に
つ
き
話
を
聴
く
、
帰
途
神
田
村
口
に
て
鉄
斎
の
画
帖
を

観
る
、
文
春
ク
ラ
ブ
に
小
憩
し
て
帰
る

〇
九
月
二
十
七
日
（
土
）
晴
、
夜
来
畸
人
二
十
八
枚
を
草
す
、
夷
齋
清
言
三
也　
こ

れ
を
文
学
界
に
わ
た
す　
川
端
康
成
よ
り
来
信　
石
濤
の
画
巻
に
つ
い
て
の
消
息

也
　
上
段
：
畸
人
二
十
八
枚　
夷
齋
清
言
三
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〇
十
一
月
十
四
日
（
金
）
晴
。
文
藝
春
秋
社
に
し
て
鷲
尾
洋
三
よ
り
余
の
小
照
を
贈

ら
る　
す
し
春
に
し
て
三
好
達
治
よ
り
亀
田
鵬
斎
の
書
幅
を
贈
ら
る　
烟
霞
堆
裏

發
高
興* 

一
行
書
也

 

＊ 

發
高
興　
「
三
好
達
治
」（『
夷
齋
小
識
』
所
収
）
で
は
「
烟
花
堆
裏
發
高
興
」
と
記
さ
れ
て

い
る

〇
十
一
月
十
七
日
（
月
）
晴
。
あ
た
ゝ
か
し
、
午
後
中
央
公
論
画
廊
に
て
高
村
光
太

郎*

の
小
品
展
を
観
る
、
島
中
鵬
二
中
山
義
秀
に
逢
ふ
、
そ
れ
よ
り
新
宿
紀
伊
国

や
に
お
も
む
き
て
書
を
あ
が
な
ふ　

Pierre de Boisdeffre* : M
étam

orphose 
de la littérature, 2 volum

es, H
enry M

iller* : Printem
ps noir, (traduit 

de l’anglais par Paul Rivert)　
帰
途
と
と
や
に
立
寄
り
た
る
に
井
伏
鱒
二
の

来
れ
る
に
逢
ひ
乱
酔

 

＊ 

高
村
光
太
郎　

彫
刻
家
、
画
家
、
詩
人

 

＊ Pierre de B
oisdeff

re　

ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ボ
ワ
デ
フ
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
官
、
小
説
家
、

評
論
家

 

＊ H
enry M

iller　

ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
。
ア
メ
リ
カ
の
小
説
家

〇
十
一
月
十
九
日
（
水
）
晴
。
堀
口
大
学
よ
り
其
著
月
下
の
一
群
（
白
水
社
板マ
マ

）
を

贈
ら
る

〇
十
一
月
二
十
日
（
木
）
晴
。
安
部
公
房
来
話
。
夜
帝
国
劇
場
に
て
文
藝
春
秋
祭
に

お
も
む
く　
小
林
秀
雄
に
逢
ふ

〇
十
一
月
廿
一
日
（
金
）
雨
、
夜
一
ツ
橋
如
水
会
館
に
て
勅
使
河
原
蒼
風
の
招
宴
に

お
も
む
く　
岡
本
太
郎
に
逢
ふ　
岡
本
は
明
日
パ
リ
に
出
発
す
る
よ
し

〇
十
一
月
廿
二
日
（
土
）
晴
、
川
島
勝
来
話　
濱
田
女
主
人
来　
山
川
朝
子
来　
夕

山
川
と
ゝ
も
に
神
田
に
お
も
む
き
た
る
に
駿
河
台
に
て
安
部
公
房
に
逢
ふ　
帰
途

文
春
サ
ロ
ン
に
て
小
酌

〇
十
一
月
廿
四
日
（
月
）
雨
、
講
談
社
の
使
の
来
れ
る
に
小
説
鷹
前
半
の
原
稾
五
十

枚
を
わ
た
す
、
終
日
家
居

　
上
段
：
鷹
五
十
枚　
前
半

〇
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
曇
。
去
廿
六
日
よ
り
モ
ミ
ヂ
に
泊
り
て
文
学
界
の
た
め

に
花
二
十
四
枚
を
草
す　
夜
す
し
春
に
て
少
酌

　
上
段
：
花　
二
十
四
枚　
夷
齋
清
言
五

〇
十
一
月
二
十
九
日
（
土
）
晴
。
よ
し
来
話
、
文
春
ク
ラ
ブ
に
お
も
む
く
、
松
坂
やマ
マ

に
て
草
月
流
展
を
観
る
、
蒼
風
お
よ
び
土
門
拳
に
逢
ふ　
帰
途
よ
し
田
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
に
て
少
酌

〇
十
二
月
一
日
（
月
）
晴
。
神
田
村
口
に
お
も
む
き
て
三
部
の
書
を
あ
が
な
ふ
、
古

今
堪
忍
記*

七
冊
、
女
鏡
秘
伝
書*

三
冊　
龍
宝
山
大
徳
禅
寺
世
譜*

一
冊
、
帰
途

文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌

 

＊ 

古
今
堪
忍
記　

七
冊
本
の
『
古
今
堪
忍
記
』
は
江
戸
中
期
の
俳
人
・
浮
世
草
子
作
者
の
白
梅

園
（
青
木
）
鷺
水
の
著
書
と
推
定
。
堪
忍
記
と
は
堪
忍
を
人
間
生
活
の
基
調
を
な
す
も
の
と

し
て
、
和
漢
古
今
の
逸
話
や
巷
説
を
挙
げ
て
教
訓
を
記
し
た
も
の

 

＊ 

女
鏡
秘
伝
書　

江
戸
初
期
、
女
性
の
た
し
な
み
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
物
。「
髪
」（『
夷
齋
清

言
』）
参
照

 

＊ 

龍
宝
山
大
徳
禅
寺
世
譜　

京
の
臨
済
宗
大
徳
寺
派
総
本
山
大
徳
寺
開
山
か
ら
の
歴
代
住
持
の

詳
伝
及
び
崇
福
寺
・
真
珠
庵
・
酬
恩
庵
の
住
持
の
詳
伝
、
幕
末
に
出
版

〇
十
二
月
五
日
（
金
）
晴
。
室
を
掃
除
し
て
畳
に
茣
蓙
を
敷
く
。
古
書
の
埃
を
は
ら

つ
て
座
右
い
さ
ゝ
か
綺
麗
に
な
り
た
る
が
ご
と
く
錯
覚
す
、
文
春
ク
ラ
ブ
の
奥
沢

バ
ー
テ
ン
豆
腐
を
も
ち
て
来
る
、
夕
斯
波
武
来
、
晩
餐
を
と
も
に
す
、
夜
南
郭
先

生
燈
下
書*

を
読
む
、
作
詩
作
文
の
法
を
論
じ
て
と
こ
ろ
ぐ
聴
く
べ
き
の
言
あ

り
、
僻
韻
険
句
を
忌
む
べ
し
と
い
へ
る
は
詩
に
あ
つ
て
は
ま
さ
に
然
ら
む　
散
文

に
て
は
必
ず
し
も
深
く
忌
む
べ
か
ら
ざ
る
に
や

 

＊ 

南
郭
先
生
燈
下
書　

江
戸
中
期
の
儒
者
・
漢
詩
人
・
文
人
画
家
、
服
部
南
郭
の
著
作

〇
十
月
二
十
一
日
（
火
）
晴
。
安
部
公
房
菅
原
国
隆
来
話　
安
部
と
銀
座
に
お
も
む

き
吉
田
に
て
小
酌

〇
十
月
廿
五
日
（
土
）
く
も
り
、
辻
マ
コ
ト*

来
話　
図
書
新
聞
の
嘱
に
依
り
余
の

似
顔
を
か
き
に
来
れ
る
也
、
こ
れ
初
見
の
人
辻
潤
の
遺
児
也
と
い
ふ
、
し
ば
ら
く

往
時
を
語
る
、
ウ
ラ
テ
ツ*

の
死
せ
る
を
聞
く
、
堀
口
大
学
よ
り
新
潮
文
庫
板マ
マ
堀

口
大
学
詩
集
を
贈
ら
る
、
は
が
き
に
礼
を
か
き
て
遣
る
、「
十
月
の
言
葉
」
を
こ

こ
に
草
の
色

 

＊ 

辻
マ
コ
ト　

辻
ま
こ
と
。
画
家
・
詩
人

 

＊ 

ウ
ラ
テ
ツ　

辻
潤
の
高
弟
と
い
わ
れ
た
卜
部
哲
次
郎
の
こ
と
か

〇
十
月
廿
八
日
（
火
）
く
も
り　
徹
夜
ワ
ビ
二
十
七
枚
脱
稾　
此
夜
文
春
ク
ラ
ブ
に

て
美
子
レ
マ

マ

サ
リ
イ
タ
ル
あ
り　
帰
途
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
小
宴
（
二
十
七
日
安
藤
更

生*

来
話
）

　
上
段
：
ワ
ビ　
夷
齋
清
言
四　
二
十
七
枚

 

＊ 

安
藤
更
生　

美
術
史
家

〇
十
月
二
十
九
日
（
水
）
く
も
り
後
雨
。
夕
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
檀
一
雄
に
逢
ひ
と
も

に
ブ
ー
ル
バ
ー
ド
に
お
も
む
き
ま
た
草
野
心
平
の
酒
場
に
転
じ
さ
ら
に
双
葉
荘
に

て
ふ
ぐ
料
理
の
宴
に
終
る　
檀
胃
を
病
む
と
い
ふ　
町
に
て
カ
バ
ン
を
購
ふ

〇
十
月
三
十
日
（
木
）
く
も
り
、
三
笠
書
房
山
口
年
臣
来
話　
赤
い
百
合
訳
書
を
三

笠
文
庫
よ
り
刊
行
す
る
こ
と
を
い
ふ

〇
十
月
三
十
一
日
（
金
）
く
も
り
後
雨
、
夕
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌　
夜 Roger 

M
artin du G

ard : N
otes sur André G

ide　
読
了
。
ジ
イ
ド
と
コ
ンマ
マ
ミ
ュ
ニ

ス
ム
に
つ
い
て
記
し
た
る
と
こ
ろ
お
も
し
ろ
し
（

p.100
）
ジ
イ
ド
は
お
そ
ら
く
高
齢

に
は
い
さ
ゝ
か
の
盲
目
的
行
動
あ
り
て
も
さ
し
て
配
慮
す
べ
き
に
あ
ら
ず
と
考
へ

た
る
も
の
ゝ
如
し

〇
十
一
月
一
日
（
土
）
晴
、
風
つ
よ
し
、
終
日
家
居
、
夜
大
田
南
畝
手
写
本
嵯
峨
野

も
の
が
た
り
白
鷹
記*

、
鷹
百
首
を
読
む
、
こ
の
本
さ
し
た
る
も
の
に
非
ず　
鷹

は
一
連
犬
は
一
牙
を
も
つ
て
呼
ぶ
こ
と
を
知
れ
る
の
み

 

＊ 

白
鷹
記　
『
鷹
百
首
』
同
様
の
鷹
狩
に
関
す
る
文
献
。
十
月
一
日
の
註
参
照

〇
十
二マ
マ
月
二
日
（
日
）
晴
や
ゝ
寒
し
終
日
家
居
、
南
畝
手
写
本
長
禄
記
応
永
記
を
読

む　
金
閣
銀
閣
建
立
の
世
に
私
闘
の
殺
戮
絶
え
ず　
政
争
の
ご
と
き
も
の
か　
そ

の
規
模
の
小
な
る
こ
と
生
活
の
貧
困
を
語
る
に
似
た
り

〇
十
一
月
六
日
（
木
）
晴
。
台
風
南
海
を
過
ぎ
温
き
こ
と
冬
の
近
き
こ
と
を
忘
れ
し

む　
夜
文
春
サ
ロ
ン
に
て
牛
臓
物
料
理
の
会
あ
り　
会
す
る
も
の
久
保
田
万
太
郎

辰
野
隆*

高
峰
秀
子*

ら
盛
会
也

 

＊ 

辰
野
隆　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者

 

＊ 

高
峰
秀
子　

俳
優

〇
十
一
月
八
日
（
土
）
晴
。
夕
猿
町
般
若
苑
に
し
て
文
学
祭
の
園
遊
会
に
お
も
む
く

〇
十
一
月
九
日
（
日
）
晴
。
池
田
生
子
の
新
宅
に
お
も
む
き
て
入
浴
す

〇
十
一
月
十
一
日
（
火
）
晴
。
新
潮
社
よ
り
背
徳
者
（
文
庫
本
）
印
税
を
送
り
来
る
、

村
口
書
房
に
て
寛
永
写
本
抛
入
聞
書*

を
購
ふ　
夜
三
越
劇
場
に
て
福
田
恆
存
の

芝
居
を
観
る
、
三
越
食
堂
に
て
は
じ
め
て
越
路
吹
雪
に
逢
ふ
、
帰
途
徳
田
雅
彦
と

エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
小
酌

 

＊ 

抛
入
聞
書　

抛
入
と
は
桃
山
時
代
に
生
ま
れ
た
生
け
花
（
抛
入
花
）
の
こ
と
。「
花
」（『
夷
齋

清
言
』）
参
照　

〇
十
一
月
十
二
日
（
水
）
曇
後
雨
、
夕
日
比
谷
公
会
堂
に
て
コ
ル
トマ
マ
の
レ
サ
イ
タ
ル

を
聴
く
、
フ
ラ
ン
ク
、
フ
ォ
ー
レ
、
ラ
ヴ
ェ
ル
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
イ
、
帰
途
よ
ね
菅

原
国
隆
大
田
美
和
を
た
づ
さ
へ
て
文
春
サ
ロ
ン
に
て
小
酌
、
会
場
に
て
山
内
義
雄

に
逢
ふ

〇
十
一
月
十
三
日
（
木
）
晴
。
寒
風
に
は
か
に
至
つ
て
巷
は
冬
さ
れ
の
け
し
き
と
な

る
、
夜
窪
田
啓
作
来
話
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＊ 

貫
休
詩
集　

貫
休
は
中
国
唐
末
五
代
の
禅
僧
。
画
、
詩
、
書
に
優
れ
る

 

＊ 

獅
子
文
六　

小
説
家
。
本
名
の
岩
田
豊
雄
で
は
演
出
な
ど
演
劇
で
活
躍

〇
十
二
月
二
十
六
日
（
金
）
晴
。
寒
し
。
午
後
東
和
商
事
試
写
室
に
て Fanfan la 

Tulipe* 

を
観
る
、
佐
藤
美
子
に
逢
ふ
、
昨
夜
美
子
と
銀
座
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
の

小
宴
を
催
し
泥
酔
せ
る　
あ
と
に
て
美
子
今
夜
は
所
用
あ
り
匆
々
に
別
る
、
帰
途

文
春
ク
ラ
ブ
に
小
憩　
ビマ
マ

ス
キ
一
本
を
あ
が
な
ふ　
正
月
用
の
つ
も
り
也

 

＊ Fanfan la Tulipe　
『
花
咲
け
る
騎
士
道
』
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
監
督
の
フ
ラ
ン
ス　

映
画

〇
昨
夜
小
林
秀
雄
今
日
出
海
西
欧
に
お
も
む
く
を
送
る
会
あ
り
、
銀
座
鶴
の
家

〇
十
二
月
三
十
日
（
火
）
晴
。
昨
夜
銀
座
に
て
山
内
義
雄
と
会
飲
し
今
朝
昏
酣
た
り　

午
後
平
凡
社
に
佐
々
木
基
一
二
子
来
話　
と
も
に
銀
座
よ
し
田
に
お
も
む
き
て
小

酌　
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
玉
川
一
郎*

に
逢
ふ　
一
昨
年
は
せ
川
に
て
は
じ
め

て
逢
ひ
た
る
と
き
余
こ
れ
を
の
の
し
つ
て
泥
棒
と
呼
ん
だ
る
よ
し
玉
川
咄
な
り　

泥
棒
と
は
わ
れ
な
が
ら
天
晴
な
る
言
を
吐
い
た
る
も
の
か
な
と
て
大
笑
を
発
す

 

＊ 

玉
川
一
郎　

作
家

〇
十
二
月
卅
一
日
（
水　
晴
）
夕
東
京
温
泉
に
浴
す　
は
せ
川
に
て
河
盛
好
蔵
に

逢
ふ
、
な
ん
と
か
い
ふ
バ
ー
に
お
も
む
く　
よ
し
田
に
て
勅
使
河
原
蒼
風
に
逢
ふ

な
ん
と
か
い
ふ
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
に
お
も
む
く　
深
更
帰
宅　
う
ち
に
て
よ
し
田
の

（
よ
ね
と
）
そ
ば
を
食
ふ　
こ
れ
に
て
今
年
の
大
尾
也

　昭
和
廿
八
年
歳
次
癸
巳　
一
九
五
三
年

〇
一
月
一
日
（
木
）
晴
あ
た
た
か
し　
終
日
家
居　
筑
摩
書
房
よ
り
現
代
日
本
名
作

選
の
一
冊
と
し
て
余
の
作
普
賢
白
描
処
女
懐
胎
を
合
せ
て
刊
行
し
た
る
も
の
十
部

を
送
り
来
る　
福
永
武
彦
に
は
が
き
を
遣
る
、
出
板マ
マ

に
つ
い
て
の
用
談
あ
れ
ば
な

り　
夜
松
廬
秘
書*

四
冊
を
通
覧
す　
ま
た
座
右
の
フ
ラ
ン
ス
書
二
三
を
手
あ
た

り
に
読
む
、
新
旧
の
書
一
と
し
て
興
を
発
せ
し
む
る
も
の
無
し　
索
然
と
し
て
深

夜
ひ
と
り
起
き
て
生
す　
す
な
は
ち
ビマ
マ
ス
キ
を
嘗
め
て
三
ツ
物
を
つ
く
る

　
　
　
初
暦
柱
の
か
げ
に
の
ぞ
き
た
り

　
　
　
　
水
仙
挿
せ
る
百
円
の
瓶

　
　
　
西
洋
の
酒
い
さ
ゝ
か
に
春
め
き
て

　
　
　
　
後
考　
脇
の
百
円
の
瓶
は
俗
に
過
ぎ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
今
焼
の
瓶
と
改
む
べ
し

 

＊ 

松
廬
秘
書　

野
呂
松
廬
（
介
石
。
江
戸
期
の
漢
学
者
）
の
著
書
か
。
な
お
同
名
書
は
確
認
で

き
ず

〇
一
月
二
日
（
金
）
晴
。
奥
野
信
太
郎*

文
集
柘
榴
の
庭　
宮
崎
嶺
雄*

翻
訳
戒
厳
令

Cam
us : L'État de siège　

前
田
純
敬
小
説
の
著
を
贈
り
来
る
、
宮
崎
は
未
見

の
人
也　
奥
野
は
文
才
あ
れ
ど
も
そ
の
見
る
と
こ
ろ
の
高
か
ら
ざ
る
を
惜
し
む　

前
田
は
い
ま
だ
至
ら
ず　
今
日
も
さ
い
は
ひ
に
客
無
し　
家
居
し
て
旧
臘
よ
り
も

ち
こ
し
の
小
説
の
稾
を
継
ぐ

 

＊ 

奥
野
信
太
郎　

中
国
文
学
者
、
随
筆
家
、
歌
人

 

＊ 

宮
崎
嶺
雄　

翻
訳
家
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者

〇
一
月
五
日
（
月
）
晴
、
安
部
公
房
勅
使
河
原
宏
来
話　
宏
よ
り
蒼
風
著
い
け
ば
な

一
冊
、
Ｂl.
＆

Wh.
一
本　
ヱ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
二
缶
を
贈
ら
る
。
二
子
と
ゝ
も
に
文

春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌　
久
保
田
万
太
郎
に
逢
ふ
、帰
途
よ
し
田
に
て
ひ
と
り
小
憩
、

餅
一
包
を
贈
ら
る　
今
年
は
じ
め
て
の
外
出
に
て
帰
来
た
ゞ
ち
に
酔
臥
す　
山
内

義
雄
に
は
が
き
に
元
旦
の
三
ツ
物
を
書
き
て
や
る

〇
一
月
六
日
（
火
）
晴
。
寒
入
な
れ
ど
あ
た
ゝ
か
し
、
島
尾
敏
雄
来
話
、
臘
月
晦
草

〇
十
二
月
八
日
（
月
）
晴
。
よ
ね
を
伴
ひ
て
文
春
ク
ラ
ブ
に
か
き
料
理
を
く
ふ
。
夜

芝
本
善
彦
案
内
に
て
日
比
谷
公
会
堂
に
し
て
東
京
交
響
楽
団
の
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
、
エ
リ
ヤ
を
聴
く
、
帰
途
よ
し
田
に
て
小
酌

〇
十
二
月
九
日
（
火
）
初
雪
。
夕
銀
座
の
髪
床
に
お
も
む
き
た
る
に
街
頭
に
て
山
内

義
雄
に
逢
ふ
、
す
な
は
ち
と
も
に
酒
を
く
み
深
更
ま
で
数
軒
を
の
み
あ
る
く　
同

行
数
輩　
こ
の
と
こ
ろ
酒
に
疲
れ
た
り

〇
十
二
月
十
一
日
（
木
）
晴
。
安
部
公
房
来
そ
の
著
闖
入
者
の
成
れ
る
を
持
参
す
、

は
せ
川
女
主
人
来
ふ
ろ
し
き
と
蒲
鉾
と
を
贈
ら
る　
歳
暮
挨
拶
也　
安
部
を
と
も

な
ひ
て
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
少
酌

〇
十
二
月
十
二
日
（
金
）
晴
。
山
岸
外
史*
来
話　
竹
田
博
来
話
、
夜
文
春
ク
ラ
ブ

に
て
山
内
義
雄
と
逢
ふ　
と
も
に
プ
ル
ニ
エ
、
エ
ス
ポ
ア
ル
、
ア
ム
ー
ル
、
ア
カ

ン
サ
ス
に
お
も
む
き
て
酒
く
む
、
同
行
中
野
好
夫
徳
田
雅
彦
鈴
木
貢

 

＊ 

山
岸
外
史　

評
論
家

〇
十
二
月
十
四
日
（
日
）
晴
。
昨
日
文
藝
春
秋
忘
年
会
に
て
熱
海
（
伊
豆
山
）
樋
口

旅
館
に
お
も
む
き
て
今
日
帰
る　
一
行
百
数
十
名　
福
引
に
て
ホ
ワ
イ
ト
シ
ヤ
ツ

あ
た
る
、
干
魚
の
み
や
げ
を
も
ら
ふ

〇
十
二
月
十
九
日
（
金
）
晴　
夕
リ
ッ
ツ
に
し
て
中
村
真
一
郎
五
部
作*
出
版
記
念

会
に
列
す　
そ
れ
よ
り
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
山
く
じ
ら
の
宴
に
お
も
む
く　

　
席
上
詠

　
　
五
段
目　
山
く
しマ
マ
ら
ゆ
か
り
深
間
の
牡
丹
花　

　
　
　
　
　
の
い
ろ
に
は
そ
れ
る
二
ツ
玉
か
な

　
　
湯
に
酒
の
吉
奈
諱
山
く
じ
ら
か
な

　
　
　
　
註　
当
夜
の
猪
は
伊
豆
吉
奈
温
泉
（
東
府
や
）
よ
り
の
寄
贈
也

　
上
段
：
山
く
しマ
マ
ら
味
噌
煮
の
法

　
　
　
　
　
野
菜　
ね
ぎ　
大
根
厚
く
そ
ぐ
べ
し　
牛
蒡
同
前　

　
　
　
　
　
コ
ン
ニ
ヤ
ク
手
で
ひ
ね
る
べ
し　
焼
豆
腐　
大
切

　
　
　
　
味
を
こ
く
す
べ
し
（
醬
油
砂
糖
）

　
　
　
猪
の
毛
の
長
き
は
味
悪
し　

　
　
　
　
み
ぢ
か
き
が
よ
し

 

＊ 

中
村
真
一
郎
五
部
作　
『
死
の
影
の
下
に
』
第
五
部
『
長
い
旅
の
終
り
』
が
こ
の
年
に
刊
行
さ

れ
た

〇
十
二
月
二
十
日
（
土
）
晴
。
夜
来
珍
珠
舩
二
十
四
枚
を
草
し
文
学
界
に
わ
た
す
、

午
後
窪
田
啓
作
に
逢
ひ
新
宿
紀
伊
国
や
に
お
も
む
く　
原
田
義
人*

に
逢
ふ
、
窪

田
銀
座
に
て
中
華
料
理
を
饗
す

　
上
段
：
珍
珠
舩　
夷
齋
清
言
六　
二
十
四
枚

 

＊ 

原
田
義
人　

ド
イ
ツ
文
学
者
、
翻
訳
家

〇
十
二
月
二
十
二
日
（
月
）
晴
。
新
宿
紀
伊
国
や
に
て
フ
ラ
ン
ス
書
を
購
ふ
。

E

マ
マtiem

ble* : H
ygiène des Lettres 1ères notions, M

ax Brod* : Franz 
Kafka. 

夜
第
一
生
命
館
に
て
近
衛
楽
団*

の
演
奏
を
聴
く H

aydn : Le Reine, 
R.Strauss : Bourgeois G

entilhom
m

e. 

帰
途
徳
田
雅
彦
と
は
せ
川
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
に
て
小
酌　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
て
は
じ
め
て
永
井
荷
風
に
逢
ふ

 

＊ Etiem
ble　

ル
ネ
・
エ
チ
ヤ
ン
ブ
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
比
較
文
学
者

 

＊ M
ax B

rod　

マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ロ
ー
ト
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
評
論
家
、作
曲
家
。
カ
フ
カ
の
友
人
、

紹
介
者
と
し
て
著
名

 

＊ 

近
衛
楽
団　

近
衛
管
弦
楽
団
の
こ
と
か

〇
十
二
月
二
十
三
日
（
火
）
晴
。
筑
摩
書
房
に
検
印
を
わ
た
す　
な
ん
と
か
叢
書
の

一
な
り　
七
千
部

〇
十
二
月
二
十
四
日
（
水
）
晴
。
神
田
村
口
に
て
貫
休
詩
集*

二
冊
を
あ
が
な
ふ　

富
岡
鉄
斎
旧
蔵
也
、
夜
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
宴
あ
り　
は
じ
め
て
獅

子
文
六*

に
逢
ふ
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〇
一
月
二
十
一
日
（
水
）
晴
。
中
央
公
論
の
笹
原
来
話
。
山
内
義
雄
よ
り
来
信
。
早

稲
田
大
学
教
授
会
に
て
余
の
出
講
を
議
決
し
た
る
よ
し　
こ
れ
も
浮
世
の
義
理
な

る
べ
し　
山
内
に
承
諾
の
は
が
き
を
遣
る　
鴂
舌
を
あ
や
つ
る
芸
の
日
永
か
な

〇
一
月
二
十
三
日（
金
）晴
。
終
日
家
居
。
上
方
の
西
東
三
鬼*

よ
り
は
じ
め
て
来
信
、

こ
れ
未
見
の
俳
人
に
て
窪
田
啓
作
の
妻
の
伯
父
の
よ
し　
返
事
を
か
き
て
遣
る
、

春
近
き
た
よ
り
は
星
の
ま
ば
た
き
か

 

＊ 

西
東
三
鬼　

俳
人

〇
一
月
二
十
四
日
（
土
）
晴
。
終
日
家
居
。
窪
田
啓
作
鳥
井
な
に
が
し
来
話

〇
一
月
二
十
六
日
（
月
）
く
も
り
。
午
後
小
山
清
来
話
。
福
永
武
彦
来
話
。
福
永

と
ゝ
も
に
新
宿
紀
ノ
国
や
に
お
も
む
き
て
書
を
あ
が
な
ふ　

Angelloz* : Rilke.
H

om
m

age à Alain, N
RF.　

文
春
ク
ラ
ブ
に
て
福
永
を
鷲
尾
洋
三
に
紹
介
す　

翻
訳
の
件
也　
山
内
義
雄
よ
り
来
信　
出
講
（
早
大
）
の
件
也　
返
事
を
遣
る

 

＊ Angelloz　

ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
ス
。
フ
ラ
ン
ス
の
ド
イ
ツ
文
学
研
究

者
。
ゲ
ー
テ
、
リ
ル
ケ
の
研
究
で
知
ら
れ
る

〇
一
月
二
十
八
日
（
水
）
晴
。
夜
来
夷
齋
清
言
七
髪
二
十
四
枚
書
き
つ
ぎ
て
今
朝
成

る
、
文
学
界
に
わ
た
す
、
午
後
山
川
朝
子
案
内
に
て
荻
窪
に
片
岡
邸
を
訪
ふ　
貸

間
さ
が
し
な
り　
夜
銀
座
よ
し
田
楼
上
に
て
川マ
マ
上
徹
太
郎
の
そ
ば
の
会
あ
り　
招

か
れ
て
小
酌　
会
す
る
も
の
三
好
達
治
河
盛
好
蔵
井
伏
鱒
二　
こ
の
日
銀
座
に
火

事
あ
り

　
上
段
：
髪　
二
十
四
枚　
夷
齋
清
言
七

〇
一
月
二
十
九
日
（
木
）
晴
。
寒
し
。
午
後
東
宝
試
写
室
に
て
フ
ラ
ン
ス
映
画 Le 

plaisir*

を
観
る
、
よ
ね
及
五
十
嵐
清
江
同
伴
也　
五
十
嵐
に
シ
ゲ
ッ
テ
ィ*

の
切

符
二
枚
依
頼
し
お
く　
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
安
部
公
房
夫
妻
に
逢
ふ　
安
部
は

余
の
留
守
に
訪
ひ
来
り
て
そ
の
新
刊
の
小
説
集
を
留
守
番
に
托
し
お
け
る
よ
し
也　

ま
た
よ
し
田
に
て
群
像
川
島
勝
に
逢
ふ　
貸
間
さ
が
し
の
は
な
し
也

 

＊ Le plaisir　
『
快
楽
』
マ
ッ
ク
ス
・
オ
フ
ュ
ル
ス
監
督

 

＊ 

シ
ゲ
ッ
テ
ィ　

ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ゲ
テ
ィ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

〇
一
月
卅
一
日
（
土
）
晴
。
河
出
書
房
竹
田
博
来
話
。
先
年
春
陽
堂
文
庫
よ
り
刊

行
せ
る
余
が
翻
訳
人
間
ぎ
ら
ひ
モ
リ
エ
ル*

を
市
民
文
庫
に
て
再
刊
せ
ん
こ
と
を

乞
ふ　
こ
れ
を
許
す
。
午
後
銀
座
東
和
商
事
試
写
室
に
て
英
国
映
画 O

utcast of 
the islands*

を
観
る
、
コ
ン
ラ
ッ
ド
原
作
也　
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌　
久

保
田
万
太
郎
中
野
好
夫
と
語
る　
西
東
三
鬼
よ
り
そ
の
句
集
今
日
を
贈
ら
る

 

＊ 

モ
リ
エ
ル　

モ
リ
エ
ー
ル
。
17
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
劇
作
家
・
俳
優

 

＊ O
utcast of the islands　

『
文
化
果
つ
る
と
こ
ろ
』　

キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ー
ド
監
督

〇
二
月
二
日
（
月
）
晴
。
西
東
三
鬼
よ
り
来
信
、
す
な
は
ち
そ
の
句
集
今
日
の
中
よ

り　
孤
児
孤
老
手
を
打
ち
遊
ぶ
柿
の
種　
の
一
句
を
取
つ
て
発
句
と
な
し　
こ
れ

に
脇
を
つ
け
て
は
が
き
に
書
き
て
遣
る
、
天
使
し
ぐ
る
ゝ
窓
の
硝
子
絵
、
デ
ュ
・

ガ
ー
ル
の Confidence africaine 

を
読
む
、
夕
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌　
ま
た

久
保
田
万
太
郎
と
と
も
に
マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
に
て
の
む

〇
二
月
五
日
（
木
）
晴
。
寒
し
。
午
後
よ
ね
と
と
も
に
荻
窪
片
岡
邸
に
お
も
む
く
。

帰
途
黒
門
町
文
行
堂
に
お
も
む
き
て
古
書
を
購
ふ
、
酔
竹
集*

二
冊
、
あ
づ
ま
な

ま
り*

二
冊
、
我
お
も
し
ろ*

二
冊
、
狂
歌
奇
人
伝マ
マ*

六
冊
、
袋
草
帋*

二
冊
こ
れ
は

岡
本
保
孝*

校
讐
本
也　
文
春
ク
ラ
ブ
に
小
酌
し
て
帰
る

 

＊ 

酔
竹
集　

江
戸
後
期
の
狂
歌
師
・
唐
衣
橘
洲
の
編
著
書
。
社
中
を
酔
竹
側
と
称
し
た

 

＊ 

あ
づ
ま
な
ま
り　

江
戸
後
期
の
狂
歌
師
・
戯
作
者
・
国
学
者
の
石
川
雅
望
（
宿
屋
飯
盛
）
に

よ
る
狂
文
（
戯
文
）
集

 

＊ 

我
お
も
し
ろ　
『
岡
持
家
集 

我
お
も
し
ろ
』
江
戸
後
期
、
手
柄
岡
持
に
よ
る
狂
文
集

 

＊ 

狂
歌
奇
人
伝　
『
狂
歌
奇
人
譚
』
江
戸
後
期
、
狂
歌
師
・
絵
師
の
八
島
定
岡
（
岳
亭
春
信
）
に

よ
る
狂
歌
師
列
伝
。
奥
付
表
記
か
ら
「
狂
歌
現
在
奇
人
譚
」
と
も
表
さ
れ
る
。「
遊
民
」（『
江

戸
文
学
掌
記
』）
参
照

鹿
葉
子*

の
阪
急
電
車
に
飛
込
自
殺
し
た
る
よ
し
を
聞
く
、
二
十
一
歳
と
や
ら
未

見
の
女
子
な
り
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
社
中
に
て
は
才
能
あ
り
し
者
也

 

＊ 

草
鹿
葉
子　

お
そ
ら
く
「
Ｖ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
同
人
・
久
坂
葉
子
の
こ
と

〇
一
月
七
日
（
水
）
晴
。
夕
銀
座
の
髪
床
に
行
き
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
立
寄
る
、
久

保
田
万
太
郎
に
逢
ふ
、
帰
途
後
夜
に
入
つ
て
雪
と
な
る
、
小
説
の
稾
を
書
き
継
ぐ

こ
と
捗
ら
ず

〇
一
月
八
日
（
木
）
晴
。
河
出
書
房
竹
田
博
来
話
。
余
の
小
説
及
翻
訳
の
書
三
冊
を

文
庫
本
と
し
て
出
版
し
た
き
よ
し
を
い
ふ
、
承
諾
し
お
く
、
神
西
清
よ
り
そ
の
訳

著
ヷ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
を
贈
ら
る
、
一
読
に
堪
へ
た
り

〇
一
月
九
日
（
金
）
晴
。
山
川
朝
子
来
話
、
終
日
家
居

〇
一
月
十
日
（
土
）
晴
、
夕
東
京
温
泉
に
浴
す
、
吉
田
屋マ
マ
に
て
小
酌
、
よ
し
田
の
娘

に
ケ
ー
キ
を
贈
る
、
烏
森
若
竹
に
て
三
好
達
治
に
逢
ふ
、
三
好
を
草
菴
に
招
じ
て

写
本
鴂マ

マ
舌
鳥
之
草
茎*

一
冊
を
贈
る
、
不
忍
文
庫*
本
也

　
　
松
と
れ
て
十
日
の
夜
の
寒
か
ら
寸

 

＊ 

鴂
舌
鳥
之
草
茎　
『
百
舌
之
草
茎
』
大
田
南
畝
の
随
筆
。
鴃
舌
（
も
ず
）、
鴂
は
鴃
の
異
字
体

 

＊ 

不
忍
文
庫　

江
戸
中
期
の
国
学
者
・
屋
代
弘
賢
の
文
庫
。
江
戸
期
屈
指
の
蔵
書
数
で
知
ら
れ
た

〇
一
月
十
二
日
（
月
）
晴
小
雨
。
福
永
武
彦
に
書
を
裁
し
て
遣
る
、
翻
訳
出
板マ
マ

に

つ
い
て
の
件
な
り
、
夜
窪
田
啓
作
来
話
、
猪
鍋
を
食
ひ
つ
ゝ
語
る
、
窪
田
よ
り

アマ

マ
プ
ル
パ
イ
を
贈
ら
る

〇
一
月
十
四
日
（
水
）
晴
。
旧
臘
よ
り
書
き
つ
ぎ
た
る
小
説
鷹
の
後
半
五
十
四
枚
脱

稾
、
す
な
は
ち
群
像
の
使
に
わ
た
す
、
夜
日
比
谷
公
会
堂
に
て
東
京
シ
ン
フ
ォ
ニ

イ
の
演
奏
会
を
聴
く
、
フ
ォ
ー
レ
、
レ
キ
エ
ム
。
シ
ュ
ー
マ
ン
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

四
番
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
サ
ロ
メ
の
ダ
ン
ス
。
指
揮
齋
藤
秀
雄
。
シ
ュ
ー
マ
ン
も

つ
と
も
善
し
。
徳
田
雅
彦
芝
本
義マ
マ
彦
と
よ
し
田
に
て
小
酌

　
上
段
：
鷹　
後
半
五
十
四
枚　
計
百
四
枚

〇
一
月
十
六
日
（
金
）
晴
。
午
後
講
談
社
に
お
も
む
く　
帰
途
河
出
書
房
に
立
寄
り

て
銀
座
に
出
る　
文
春
ク
ラ
ブ
及
吉
田
に
て
小
酌　
東
京
温
泉
に
て
浴
す　
帰
来

山
内
義
雄
よ
り
早
稲
田
の
大
学
校
に
出
講
せ
む
こ
と
を
す
ゝ
め
ら
れ
た
れ
ば
教
師

商
売
に
は
気
乗
せ
ざ
れ
ど
も
旧
友
の
言
無
に
し
が
た
く
と
に
も
か
く
に
も
と
て
履

歴
書
と
い
ふ
も
の
を
し
た
ゝ
む　
す
な
は
ち
感
あ
り

　
　
　
五
十
年
か
く
恥
も
無
き
寒
さ
か
な

　
　
　
　
　
又

　
　
　
か
く
恥
の
つ
も
利
て
こ
ゝ
に
五
十
年
あ
と

　
　
　
白
雪
の
消
な
ば
消
え
な
む

〇
一
月
十
七
日
（
土
）
晴
。
山
川
朝
子
来
話
。
荻
窪
の
片
岡
氏*

余
の
た
め
に
家
を

借マ
マ
さ
ん
と
い
ふ
、
朝
子
斡
旋
也
、
朝
子
と
と
も
に
神
田
に
お
も
む
く
。
ラ
ド
リ
オ

に
て
小
憩
。
そ
れ
よ
り
古
本
屋
を
め
ぐ
る
、
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
立
寄
る
、
林
達

夫
に
逢
ふ
、
ア
プ
サ
ン
ト
を
の
み
大
酔
す

 

＊ 

荻
窪
の
片
岡
氏　

故
・
片
岡
鉄
兵
（
小
説
家
）
の
家
族

〇
一
月
十
八
日
（
日
）
晴
。
終
日
昏
々
と
し
て
眠
る
、
昨
夜
の
酒
の
た
ゝ
り
な
り　

夜
旧
訳
法
王
庁
の
抜
穴
を
一
閲
す　
岩
波
文
庫
よ
り
再
刊
の
む
ね
を
い
ひ
おマ
マ

こ
せ

た
れ
ば
也

〇
一
月
十
九
日
（
月
）
晴
。
午
後
日
本
ば
し
丸
善
に
お
も
む
き
て André G

ide : 
Les caves du Vatican, Roger M

artin du G
ard : Confidence africaine 

を

購
ふ　

Caves 

は
文
庫
本
増
刷
に
つ
い
て
参
考
と
す
る
た
め
也　
岩
波
書
店
お
よ

び
三
笠
書
房
に
お
も
む
き
て
出
版
の
用
談
を
す
ま
す
、
い
づ
れ
も
文
庫
本
也
、
中

央
公
論
画
廊
に
て
古
径
青
邨
靱マ
マ
彦*

の
素
描
を
観
る
、
帰
途
文
春
サ
ロ
ン
に
立
寄

る
に
山
内
義
雄
に
逢
ふ
、
ま
た
佐
藤
美
子
に
逢
ふ
、
山
内
と
と
も
に
マ
ン
ハ
ツ
タ

ン
及
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
の
む
、
は
な
は
だ
酔
ふ

 

＊ 

古
径
青
邨
靱
彦　

小
林
古
径
、
前
田
青
邨
、
安
田
靫
彦
の
こ
と
。
い
ず
れ
も
日
本
画
家
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〇
三
月
六
日
（
金
）
晴
。
神
田
村
口
に
お
も
む
き
て
東
坡
禅
㐂
集*

五
冊
及
画
禅
室

随
筆*

二
冊
を
あ
が
な
ふ
。
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌
、
読
売
新
聞
竹
田
良
夫

を
招
き
て
ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ*

初
日
の
切
符
二
枚
を
買
ふ

 

＊ 

東
坡
禅
㐂
集　
『
東
坡
禅
喜
集
』
中
国
明
代
に
作
ら
れ
た
中
国
北
宋
の
文
人
・
蘇
軾
（
蘇
東
坡
）

の
逸
話
集
。「
東
坡
禅
喜
」（『
夷
齋
清
言
』）
参
照

 

＊ 

画
禅
室
随
筆　

中
国
明
代
の
文
人
画
家
・
董
其
昌
の
筆
録

 

＊ 

ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ
。
ド
イ
ツ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

〇
三
月
七
日
（
土
）
晴
。
余
の
誕
生
日
也
。
朝
い
さ
ゝ
か
祝
膳
を
設
く　
昼
新
宿
に

お
も
む
き
て
紀
伊
国
や
に
フ
ラ
ン
ス
書
を
註
文
す　
巷
に
て
菅
原
国
隆
大
田
美
和

に
逢
ひ
と
も
に
喫
茶
店
に
て
小
憩　
そ
れ
よ
り
髪
床
に
行
き
帰
途
十
和
田
に
て
小

酌　
こ
れ
は
は
じ
め
て
の
店
也　
花
を
買
ひ
て
帰
宅　
夜
東
坡
禅
㐂
を
読
む

〇
三
月
八
日
（
日
）
薄
ぐ
も
り
風
や
や
強
し　
午
後
神
田
一
誠
堂
に
お
も
む
き
て
清

輔
奥
儀
抄
八
冊
慶
安
板マ
マ*

を
あ
が
な
ひ
て
直
ち
に
帰
宅
、
入
浴
、
夜
こ
の
書
を
一

閲
す

 

＊ 

清
輔
奥
儀
抄
八
冊
慶
安
板　

藤
原
清
輔
に
よ
る
平
安
末
期
の
歌
学
書
の
慶
安
年
間
（
江
戸
初

期
）
に
出
さ
れ
た
刊
本
。「
和
歌
押
韻
」（『
夷
齋
清
言
』）
参
照

〇
三
月
九
日
（
月
）
晴
。
午
後
中
央
公
論
社
画
廊
に
広
重*

、
銀
座
松
坂
屋
に
二
科

会
の
展
覧
会
を
観
る
、
広
重
よ
し　
夕
文
春
ク
ラ
ブ
及
よ
し
田
に
て
小
酌
、
よ
ね

に
空
也
の
最
中
を
み
や
げ
に
買
ひ
て
帰
宅
、
こ
の
朝
川
端
康
成
よ
り
そ
の
著
再
婚

者
を
贈
ら
る

 

＊ 

広
重　

お
そ
ら
く
江
戸
の
浮
世
絵
師
・
初
代
歌
川
広
重
の
こ
と

〇
三
月
十
一
日
（
水
）
く
も
り
夜
に
入
つ
て
風
雨
。
終
日
家
居
、
小
山
清
来
話
、

津
島
未
亡
人
よ
り
の
こ
と
づ
け
に
て
故
太
宰
治
の
本
二
冊
（
創
芸
文
庫*

）
を
贈

ら
る

 

＊ 

創
芸
文
庫　

創
芸
社
の
近
代
文
庫
版
と
思
わ
れ
る

〇
三
月
十
三
日
（
金
）
晴
。
夜
窪
田
啓
作
竹
田
博
来
話
、
河
出
書
房
よ
り
文
庫
本
を

出
す
に
つ
い
て
の
用
談
也
、
窪
田
泊
る

〇
三
月
十
四
日
（
土
）
晴
。
窪
田
早
朝
に
帰
る
。
午
後
新
宿
紀
伊
国
や
に
お
も
む
き

て
フ
ラ
ン
ス
本
を
あ
が
な
ふ　

Paul Valéry : D
escartes, Jean Soulairol* : Paul 

Valéry, M
. Carrouges* : André Breton et les données fondam

entales 
du surréalism

e, Rilke G
ide : Correspondances, Anthologie de la Poésie 

française depuis le surréalism
e.　

銀
座
よ
し
田
に
て
少
酌

 

＊ Jean Soulairol　

ジ
ャ
ン
・
ス
レ
ロ
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
評
論
家　
　

 

＊ M
. C

arrouges　

ミ
シ
ェ
ル
・
カ
ル
ー
ジ
ュ
。
本
名
ル
イ
・
ジ
ョ
セ
フ
・
ク
チ
ュ
リ
エ
。

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、
小
説
家

〇
三
月
十
六
日
（
月
）
終
日
雨
、
余
寒
い
ま
だ
去
ら
ず
、
山
内
義
雄
よ
り
来
信
、
夜

よ
ね
と
ゝ
も
に
日
比
谷
公
会
堂
に
お
も
む
き
て
ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ
を
聴
く
、
帰
途
ハ

ゲ
天
に
て
小
酌

〇
三
月
十
七
日
（
火
）
雪
。
午
後
晴
。
田
村
町
兼
坂
ビ
ル
に
て
フ
ラ
ン
ス
天
然
色
写

真 M
ontm

artre nocturne* 

を
観
る
。
お
も
し
ろ
し
。
帰
途
鷲
尾
洋
三
に
逢
ひ

は
せ
川
及
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌
。
ケ
テ
ル
に
て
チ
ー
ズ
を
あ
が
な
ひ
て
帰
る　

こ
の
朝
菅
原
国
隆
来
話

 

＊ M
ontm

artre nocturne　
『
モ
ン
マ
ル
ト
ル
夜
想
曲
』
ジ
ャ
ン
・
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー

ル
監
督

〇
三
月
十
八
日
（
水
）
晴
。
中
野
重
治
よ
り
来
信
。
午
後
日
比
谷
第
一
生
命
ホ
ー

ル
に
て
フ
ラ
ン
ス
映
画 Les sept péchés capitaux*

を
観
る　
佐
藤
美
子
川
島

勝
に
逢
ひ
と
も
に
よ
し
田
に
て
小
酌
、
そ
れ
よ
り
ス
バ
ル
座
に
て
チ
ャ
プ
リ
ン

Lim
elight *

を
観
る
。
有
楽
町
喫
茶
店
に
て
小
憩
し
て
帰
る

 

＊ Les sept péchés capitaux　
『
七
つ
の
大
罪
』
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ラ
コ
ン
ブ
監
督
他
、
7

作
の
オ
ム
ニ
バ
ス

 
＊ 

袋
草
帋　
『
袋
草
帋（
紙
）』　

平
安
後
期
の
歌
人
・
藤
原
清
輔
に
よ
る
歌
論
集
。「
袋
草
紙
」（『
夷

齋
清
言
』）
参
照

 

＊ 

岡
本
保
孝　

江
戸
末
・
明
治
の
国
学
者
。
旗
本

〇
二
月
七
日
（
土
）
晴
。
角
川
書
店
鎗
田
来
話
。「
森
鷗
外
」
を
角
川
文
庫
に
収
め

た
き
よ
し
を
い
ふ
。
承
諾
し
お
く
、
夜
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌

〇
二
月
八
日
（
日
）
晴
。
午
後
よ
ね
と
ゝ
も
に
荻
窪
片
岡
邸
を
訪
ひ
移
転
の
件
を
決

定
す　
片
岡
母
娘
と
荻
窪
駅
前
助
す
し
及
コ
ー
ヒ
ー
店
ボ
ン
に
て
小
憩

〇
二
月
十
一
日
（
水
）
晴
。
朝
日
本
橋
三
越
に
お
も
む
き
ガ
ス
・
ス
ト
ー
ヴ
を
あ
が

な
ひ
て
荻
窪
な
る
片
岡
邸
に
送
ら
し
む
、
帰
途
転
居
の
支
度
に
か
か
る
、
夜
窪
田

啓
作
来
話
、
筑
摩
書
房
振
出
し
の
約
束
手
形
三
枚
及
現
金
一
万
円
を
東
京
銀
行
に

預
入
る
ゝ
た
め
に
こ
れ
を
窪
田
に
わ
た
す

〇
二
月
十
二
日
（
木
）
晴
。
高
輪
の
仮
寓
を
引
払
ひ
杉
並
区
清
水
町
■
■
■
に
移
転

す　
こ
れ
片
岡
鉄
兵
旧
宅
な
り

〇
二
月
十
三
日
（
金
）
く
も
り
、
文
藝
春
秋
岩
波
書
店
三
笠
書
房
河
出
書
房
を
歴
訪

す　
山
川
朝
子
巌
谷
大
四
竹
田
博
と
ゝ
も
に
神
田
に
て
う
な
ぎ
を
食
ふ　
夕
文
春

ク
ラ
ブ
に
て
安
部
公
房
夫
妻
と
小
酌　
夜
に
入
つ
て
雨
、
深
夜
に
雪
、
転
居
通
知

の
は
かマ
マ
き
を
書
く

〇
二
月
十
五
日
（
日
）
晴
。
大
工
来
り
て
十
五
畳
の
書
斎
に
戸
棚
を
つ
く
る
工
事
に

着
手
す
、
夕
菅
原
国
隆
来
話
と
も
に
荻
窪
駅
南
口
に
お
も
む
き
て
繁
す
し
に
て
小

酌
ま
た
珈
琲
店
光
に
て
ダ
ツ
チ
コ
ー
ヒ
ー
の
極
め
て
濃
き
も
の
を
の
む　
こ
の
珈

琲
店
に
は
曽
て
余
の
ニ
セ
モ
ノ
出
没
し
た
る
よ
し

〇
二
月
十
六
日
（
月
）
晴
。
山
川
朝
子
竹
田
博
来
話　
清
酒
一
本
河
出
書
房
よ
り
贈

ら
る
、
島
尾
敏
雄
来
話
、
神
田
山
本
書
店
に
お
も
む
き
て
疑
雨
集*

四
巻
を
購
ふ　

河
出
書
房
に
て
佐
多
稲
子*

に
逢
ふ　
そ
れ
よ
り
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
東
郷
青
児
濱

本
浩*

に
逢
ふ　
乱
酔

 

＊ 

疑
雨
集　

中
国
明
末
の
詩
人
・
王
次
回
の
詩
集

 

＊ 

佐
多
稲
子　

小
説
家

 

＊ 

濱
本
浩　

小
説
家

〇
二
月
十
八
日
（
水
）
夜
読
売
ホ
ー
ル
に
て
俳
優
座
正
義
の
人
々
を
観
る　
帰
途
中

島
健
蔵
と
新
宿
と
と
や
に
て
小
酌　

〇
二
月
二
十
七
日
（
金
）
晴
。
廿
五
日
よ
り
小
石
川
も
み
ぢ
に
滞
在　
袋
草
紙
夷
齋

清
言
八 

二
十
七
枚
か
く　
此
夜
か
へ
る　
前
夜
も
み
ぢ
に
窪
田
啓
作
を
招
い
て

晩
餐
を
と
も
に
す　
窪
田
近
く
東
京
銀
行
馬
喰
町
支
店
に
転
任
の
よ
し

　
上
段
：
袋
草
紙　
廿
七
枚　
夷
齋
清
言
八

〇
二
月
二
十
八
日
（
土
）
晴
、
夕
銀
座
陶
雅
堂
に
て
花
瓶
一
つ
あ
が
な
ふ
、
ま
た
よ

し
田
に
て
小
酌　
河
上
徹
太
郎
に
逢
ふ　
帰
途
花
屋
に
て
連
翹
と
フ
リ
ー
ヂ
ヤ
を

買
ひ
て
も
ど
り
か
の
瓶
に
さ
す　
よ
し
田
よ
り
も
ち
か
へ
り
た
る
そ
ば
の
み
や
げ

を
片
岡
夫
人
に
供
す　
三
月
分
家
賃
を
支
払
ふ

〇
三
月
二
日
（
月
）
終
日
春
雨
。
よ
し
来
話
、
荻
窪
駅
南
口
い
づ
み*

に
お
も
む
き

て
灰
皿
を
あ
が
な
ふ

 

＊ 

い
づ
み　

ほ
か
に
泉
の
表
記
あ
り

〇
三
月
三
日
（
火
）
晴
。
朝
巌
谷
大
四
来
話
。
白
鳥
物
語
十
二
枚
文
藝
四
月
号
の
た

め
に
わ
た
す
、
夜
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌　
雛
祭
な
れ
ば
よマ

マ
志
田
の
娘
に
空
也
の

最
中
を
送
る

　
上
段
：
白
鳥
物
語　
十
二
枚

〇
三
月
五
日
（
木
）
晴
。
午
後
田
村
町
セ
ン
ト
ラ
ル
試
写
室
に
て
フ
ラ
ン
ス
映
画
青

髯*
を
見
る　
よ
ろ
し
か
ら
ず　
色
を
賞
す
べ
き
の
み　
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
憩　

林
達
夫
に
逢
ふ　
夜
よ
ね
を
伴
ひ
て
日
比
谷
公
会
堂
に
て
シ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
ヴ
ィ
オ

ロ
ン
演
奏
を
聴
く　
佳
也　
帰
途
日
本
ば
し
す
し
春
に
て
少
酌　

 

＊ 

青
髯　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
監
督
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仲
の
町
松
葉
や
に
お
も
む
き
て
盛
宴
、
巻
せ
ん
べ
い
を
み
や
げ
に
も
ら
ふ

〇
四
月
二
十
八
日
（
火
）
晴　
夜
来
東
坡
禅
喜
の
稾
を
草
す
二
十
四
枚
こ
れ
夷
齋
清

言
十
也　
文
学
界
に
わ
た
す　
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
永
井
龍
男
と
将
棋
を
さ
す　
一

勝
一
敗
也　
窪
田
啓
作
に
逢
ひ
す
し
春
に
て
小
酌　
昨
日
講
談
社
松
井
勲
来
話
、

短
篇
集
鷹
刊
行
の
申
入
也

　
上
段
：
東
坡
禅
喜　
二
十
四
枚　
夷
齋
清
言
十

〇
四
月
三
十
日
（
木
）
風
雨
夜
に
入
つ
て
し
づ
ま
る
、
講
談
社
松
井
勲
来
話
、
短
篇

集
鷹
の
原
稾
を
わ
た
す

　
　
内
容　
善
財　
片
し
ぐ
れ　
野
守
鏡　
影
ふ
た
つ　

　
　
　
　
　
夜
は
夜
も
す
が
ら　
妖
女　
梟　
鷹

　

松
井
及
同
伴
の
川
島
勝
を
つ
れ
て
新
宿
十
和
田
に
小
酌
ま
た
と
と
や
に
転
ず　

と
ゝ
や
に
て
亀
井
勝
一
郎*

有
木
勉*

印
南
寛*

に
逢
ふ　
印
南
わ
が
家
ま
で
送
り

来
る

 

＊ 

亀
井
勝
一
郎　

文
芸
評
論
家

 

＊ 

有
木
勉　

講
談
社
「
群
像
」
の
編
集
者

 

＊ 

印
南
寛　

編
集
者

〇
五
月
一
日
（
金
）
く
も
り
、
夜
日
比
谷
公
会
堂
に
てM

arian Anderson*

の
独

唱
を
聴
く
、
帰
途
す
し
春
に
て
小
憩

 

＊ M
arian Anderson　

マ
リ
ア
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
。
オ
ペ
ラ
か
ら
ア
メ
リ
カ
民
謡
、
霊
歌

ま
で
歌
い
こ
な
し
た
名
歌
手

〇
五
月
二
日
（
土
）
晴
。
夜
文
春
ク
ラ
ブ
に
てD

am
ia*

の
独
唱
を
聴
く
、
さ
し
た

る
こ
と
な
し　
こ
の
日
村
口
書
房
に
て
岡
島
援
之
の
唐
話
纂
要*

を
あ
が
な
ふ

 

＊ D
am

ia　

ダ
ミ
ア
。
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
。
ダ
ミ
ヤ
の
表
記
も
あ
り　

 

＊ 

唐
話
纂
要　

岡
島
援
之
（
冠
山
）
が
著
し
た
江
戸
中
期
の
語
学
書
。
唐
話
（
中
国
語
）
の
語
句
、

格
言
、
会
話
文
に
和
訳
を
記
す
。「
和
訓
」（『
夷
齋
清
言
』）
参
照

〇
五
月
五
日
（
火
）
晴
。
三
日
よ
り
信
州
上
山
田
に
お
もマ

マき
て
今
日
か
へ
る
。
一

行
佐
藤
美
子
高
木
東
六*

近
藤
日
出
造
那
須
良
輔*

徳
田
雅
彦
也　
瀧
の
湯
に
泊
る　

四
日
屋
代
学
校
に
て
講
演
す　
は
じ
め
て
の
講
演
也　
そ
の
ゝ
ち
筑マ

マ摩
川
の
ツ
ケ

場
に
て
ハ
ヤ
を
投
網
に
て
捕
り
た
ゞ
ち
に
こ
れ
を
食
す　
た
ゞ
そ
の
味
美
と
は
い

ひ
が
た
し　
こ
の
夜
福
龍
が
家
の
小
福
と
い
ふ
芸
者
わ
が
枕
席
を
襲
ふ　
こ
れ
を

拒
ま
ず　
ハ
チ
ノ
コ
の
カ
ン
ヅ
メ
及
信
州
み
そ
を
み
や
げ
に
も
ら
ふ

 

＊ 

高
木
東
六　

作
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト

 

＊ 

那
須
良
輔　

漫
画
家

〇
五
月
六
日
（
水
）
小
雨
。
ワ
セ
ダ
に
出
講
す
、
山
内
義
雄
と
閑
談　
は
じ
め
て
ワ

セ
ダ
よ
り
月
給
袋
と
い
ふ
も
の
を
も
ら
ふ　
そ
の
軽
き
こ
と
笑
ふ
に
堪
へ
た
り　

帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
小
酌　

〇
五
月
七
日
（
木
）
雨
。
午
後
日
比
谷
第
一
生
命
ホ
ー
ル
に
て
英
国
写
真
ム
ー
ラ

ン
ル
ー
ジ
ュ*

を
観
る
、
ロ
ー
ト
レ
ツ
ク
の
生
活
を
絵
様
に
仕
組
み
た
る
も
の
也　

テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
の
色
を
見
る
べ
き
の
み　
帰
途
河
盛
好
蔵
中
野
好
夫
と
文
春
ク
ラ

ブ
及
新
宿
み
ち
く
さ
に
て
小
酌

 

＊ 

ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ　
『
赤
い
風
車
』
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
監
督
の
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ

カ
合
作
映
画

〇
五
月
八
日
（
金
）
く
も
り
後
雨　
午
刻
山
川
朝
子
来
話　
未
刻
日
本
橋
相
互
ビ
ル

に
て
朝
子
と
ゝ
も
に
ジ
ョ
ン
ク
ロ
ホ
ー
ド
の
写
真 Sudden Fear*

を
見
る
、
日

本
橋
泰
明
軒
に
て
小
酌　
さ
らマ
マ
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
吉
田
健
一
に
逢
ひ
す
し
春
に
て

転
じ
て
の
む　
よ
ね
に
す
し
の
み
や
げ
も
ち
て
帰
る

 

＊ Sudden Fear　
『
突
然
の
恐
怖
』
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ミ
ラ
ー
監
督
、
ジ
ョ
ー
ン
・
ク
ロ
フ
ォ
ー

ド
主
演
・
製
作
の
ア
メ
リ
カ
映
画

〇
五
月
九
日
（
土
）
晴
。
講
談
社
原
田
裕
松
井
勲
来
話　
短
編
集
鷹
を
出
版
す
る
に

つ
き
契
約
書
を
取
交
す　
新
宿
と
ゝ
や
に
て
小
酌　
短
夜
の
口
紅
し
ろ
き
別
れ
か

 
＊ Lim

elight 　
『
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
』
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
監
督
の
ア
メ
リ
カ
映
画

〇
三
月
十
九
日
（
木
）
晴
。
島
尾
敏
雄
来
話
。
新
日
本
文
学
会
へ
の
寄
付
若
干
を
島

尾
に
わ
た
す

〇
三
月
二
十
四
日
（
火
）
晴
。
夜
新
橋
演
舞
場
に
て
藤
原
歌
劇
団
の
ラ
・
ボ
エ
ー
ム

を
観
る
、
藤
原
義
江*

衰
へ
た
る
か
な　
帰
途
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌

 

＊ 

藤
原
義
江　

オ
ペ
ラ
・
歌
曲
歌
手
、
藤
原
歌
劇
団
創
設
者

〇
三
月
二
十
六
日
（
木
）
晴
。
夕
文
藝
春
秋
ク
ラ
ブ
に
て
窪
田
啓
作
に
逢
ひ
筑
摩
書

房
の
手
形
の
金
を
受
取
る
。
そ
れ
よ
り
山
内
義
雄
桶
谷
繁
雄*

窪
田
と
ゝ
も
に
麹

町
丹
波
や
に
お
も
む
き
て
う
な
ぎ
を
食
ふ　
窪
田
来
泊

 

＊ 

桶
谷
繁
雄　

冶
金
学
者
・
著
述
家

〇
三
月
二
十
九
日
（
日
）
雨
、
終
日
家
居
、
和
歌
押
韻
（
夷
齋
清
言
九
）
二
十
七
枚

脱
稾

　
上
段
：
和
歌
押
韻　
夷
齋
清
言
九　
二
十
七
枚

〇
三
月
卅
一
日
（
火
）
晴
。
朝
芸
術
新
潮
向
坂
来
話
。
午
後
神
田
山
本
に
お
も
む

き
て
東
坡
先
生
書
伝*

四
冊
玉
台
新
詠
集*

三
冊
を
購
ふ　
銀
座
文
春
ク
ラ
ブ
に

て
小
酌

 

＊ 

東
坡
先
生
書
伝　
「
東
坡
書
伝
」
と
も
記
さ
れ
る
。
中
国
・
北
宋
の
蘇
東
坡
（
蘇
軾
）
に
よ
る

尚
書
（
書
経
）
注
釈
書

 

＊ 

玉
台
新
詠
集　

中
国
南
北
朝
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
詩
集
。
南
朝
陳
の
徐
陵
の
撰

〇
四
月
一
日
（
水
）
晴
。
終
日
家
居
、
岩
波
書
店
よ
り
文
庫
本
法
王
庁
の
抜
穴
十
部

送
り
来
る
、
十
余
年
ぶ
り
に
て
の
増
刷
也　
雨
月
物
語
を
読
む　
こ
れ
が
新
釈
を

出
せ
よ
と
別
冊
文
藝
春
秋
の
請
あ
れ
ば
也

〇
四
月
二
日
（
木
）
晴
。
パ
リ
な
る
加
藤
周
一
よ
り
来
信　
午
後
東
亜
商
事
試
写

室
に
て
英
国
映
画
リ
デ
ィ
ヤ*

を
観
る　
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
及
す
し
春
に
て
小
酌　

な
ほ
文
藝
春
秋
社
に
て
洋
服
を
註
文
す

 

＊ 

リ
デ
ィ
ヤ　
『
リ
デ
ィ
ア
と
四
人
の
恋
人
』
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
デ
ュ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
監
督

〇
四
月
四
日
（
土
）
晴
。
と
き
に
小
雨
。
井
澤
義
雄
昨
夜
来
泊
、
今
日
帰
る
、
紀
ノ

国
屋
に
お
も
む
き
て M

aurice Bém
ol*  : Paul Valéry 

を
註
文
す

 

＊ M
aurice B

ém
ol　

モ
ー
リ
ス
・
ベ
モ
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
文
芸
評
論
家

〇
四
月
六
日
（
月
）
く
も
り
、
山
内
義
雄
よ
り
来
信
、
早
稲
田
学
校
の
出
講
表
を
送

り
来
る
、
は
が
き
に
歌
を
か
き
て
遣
る　
庭
上
即
景　
わ
が
庭
に
桃
の
花
咲
く　

朝
ご
と
に
雀
と
ま
り
て
蕾
つ
い
ば
む　
夕
呉
服
橋
相
互
ビ
ル
に
て
縮
図*

の
試
写

を
見
る
、
つ
ま
ら
な
し
、
丸
善
に
て Le rouge et le noir*

を
購
ふ
、
文
春
ク
ラ

ブ
に
て
小
酌

 

＊ 

縮
図　

新
藤
兼
人
監
督
の
映
画

 

＊ Le rouge et le noir　

お
そ
ら
く
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
赤
と
黒
』

〇
四
月
七
日
（
火
）
晴
。
山
川
朝
子
来
話
。
三
時
よ
り
ア
メ
リ
カ
ン
ク
ラ
ブ
に
て
福

田
恆
存
訳
老
人
と
海
（
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
）
の
た
め
の
カ
ク
テ
ル
パ
ー
チ
ー
に
お

も
む
く
、
夕
田
村
町
旧
セ
ン
ト
ラ
ル
試
写
室
に
て
ア
メ
リ
カ
映
画 The big sky*

を
見
る
、
つ
ま
ら
な
し　
田
川
博
一
ら
と
と
も
に
新
ば
し
及
新
宿
に
て
少
酌　

 

＊ The big sky　
『
果
て
し
な
き
蒼
空
』
ハ
ワ
ー
ド
・
ホ
ー
ク
ス
監
督

〇
四
月
十
一
日
（
土
）
雨
、
新
宿
紀
の
国
や
に
お
も
む
き
て
仏
書
を
購
ふ　
ク
ロ
ー

デ
ル
ジ
ャ
ム
書
簡
集　
リ
ル
ケ Lettres à une m

usicienne　
山
内
義
雄
よ
り

来
信　
病
臥
の
よ
し
を
つ
た
ふ

〇
四
月
十
二
日
（
日
）
く
も
り
小
雨
、
終
日
家
居
、
新
釈
雨
月
物
語
そ
の
一
吉
備
津

の
釜
二
十
一
枚
書
く

　
上
段
：
吉
備
津
の
釜　
廿
一
枚

〇
四
月
十
四
日
（
火
）
晴
。
終
日
家
居
、
安
部
公
房
来
話

〇
四
月
廿
二
日
（
水
）
晴
。
は
じ
め
て
早
稲
田
学
校
に
出
講
す　
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ

に
て
久
保
田
万
太
郎
に
逢
ひ
そ
れ
よ
り
同
行
数
輩
池
ノマ
マ
端
鳥
栄
に
て
小
酌
さ
ら
に
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別
会
に
お
も
む
く
。
三
日
前
よ
り
腹
痛
は
な
は
だ
し
胃
潰
瘍
な
る
が
ご
と
し

〇
六
月
七
日
（
日
）
雨
、
終
日
家
居
、
新
釈
雨
月
物
語
そ
の
二
仏
法
僧
二
十
枚
か
く

　
上
段
：
仏
法
僧　
二
十
枚　
新
釈
雨
月
物
語
そ
の
二

〇
六
月
十
三
日
（
土
）
晴
。
午
後
一
時
よ
り
読
売
ホ
ー
ル
に
於
け
る
日
本
フ
ラ
ン
ス

文
学
会
講
演
会
に
お
も
む
き
リ
ル
ケ
に
つ
い
て
講
演
す　
二
十
五
分　
夜
茅
場
町

其
角
に
お
け
る
小
宴
に
招
か
る　
帰
途
新
ば
し
若
竹
に
て
三
好
達
治
桑
原
武
夫
生

島
遼
一*

と
少
酌

 

＊ 

生
島
遼
一　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
文
芸
評
論
家

〇
六
月
十
七
日
（
水
）
晴
。
早
稲
田
に
出
講
、
山
内
義
雄
病
す
こ
し
く
怠
り
て
登
校

す
る
に
逢
ふ　
帰
途
神
田
山
本
書
店
に
て
石
譜*

一
冊
藝
苑
巵
言*

八
冊
洪
容
齋
筆

記*

十
冊
を
あ
が
な
ふ　
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌
ブ
ー
チ
ャ
ン
と
と
も
に
岡
田*

に

て
の
む

 

＊ 

石
譜　

奇
石
、
奇
岩
を
記
録
し
た
も
の
、
こ
こ
で
は
中
国
の
石
譜
。「
譜
」（『
夷
齋
清
言
』）

参
照

 

＊ 

藝
苑
巵
言　

中
国
明
代
に
書
法
・
書
論
を
よ
く
し
た
評
論
家
・
王
世
貞
に
よ
る
古
今
の
書
に

つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
た
著
作

 

＊ 

洪
容
齋
筆
記　

中
国
宋
代
の
洪
邁
（
容
斎
）
の
随
筆
集
。
歴
史
、
文
学
、
哲
学
、
芸
術
、
中

で
も
前
代
お
よ
び
宋
代
の
歴
史
事
実
や
政
治･

社
会
経
済
制
度
に
関
す
る
考
証
、
歴
史
人
物
に

対
す
る
評
論
な
ど
に
詳
し
い

 

＊ 

岡
田　

銀
座
の
小
料
理
屋
「
は
ち
巻
岡
田
」
の
こ
と
か

〇
六
月
十
八
日
（
木
）
雨
。
夕
安
部
公
房
夫
妻
及
講
談
社
松
井
勲
来
話
。
安
部
北
海

道
に
講
演
旅
行
に
お
も
む
き
た
る
よ
し　
燻
製
ニ
シ
ン
二
尾
を
贈
ら
る

〇
六
月
二
十
九
日
（
月
）
く
も
り
、
夜
来
譜
二
十
四
枚
を
書
く　
夷
齋
清
言
は
こ
れ

へ
一
ま
づ
終
と
す　
ロ
ン
ド
ン
フ
ィ
ル
ム
の
な
ん
と
か
の
試
写
を
見
る　
京
ば
し

小
ま
津*

に
て
小
酌　
こ
の
う
な
ぎ
よ
ろ
し

　
上
段
：
譜　
夷
齋
清
言
十
二　
二
十
四
枚

 

＊ 

小
ま
津　

小
松
と
の
表
記
も
あ
り

〇
七
月
一
日
（
水
）
晴
。
よ
ね
と
銀
座
に
お
も
む
き
松
屋
に
て
シ
ャ
ツ
を
買
ふ
。
帰

途
文
春
サ
ロ
ン
に
寄
る
、
佐
藤
美
子
東
郷
青
児
と
逢
ふ　
新
潮
社
新
田
敞
を
招
き

岡
田
に
て
の
む
、
す
し
春
若
竹
を
め
ぐ
り
て
帰
宅
、
京
都
な
る
桑
原
武
夫
よ
り
来

信　
か
の
学
派
ち
か
く
上
京
の
よ
し
を
知
ら
せ
来
る

〇
七
月
二
日
（
木
）
晴
。
夕
新
宿
紀
ノ
国
屋
に
て M

aurice Bém
ol : Paul Valéry 

及 Petit Larousse 

を
購
ふ　
よ
ね
と
ゝ
も
に
日
本
ば
し
す
し
春
及
銀
座
岡
田
に

て
小
酌

〇
七
月
四
日
（
土
）
く
も
り
、
吉
川
幸
次
郎
よ
り
来
信　
七
月
七
日
上
京　
文
春
ク

ラ
ブ
に
て
会
見
の
む
ね
を
告
げ
来
る
、
夜
日
比
谷
第
一
生
命
ホ
ー
ル
に
て
文
学
座

公
演
三
島
由
紀
夫
の
夜
の
向
日
葵
を
観
る　
帰
途
す
し
春
に
て
少
酌

〇
七
月
五
日
（
日
）
く
も
り
、
終
日
家
居
、
鈴
木
信
太
郎*

翻
訳
集
（
白
水
社
）
朝

吹
三
吉
訳
泥
棒
日
記
を
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
者
よ
り
贈
ら
る

 

＊ 

鈴
木
信
太
郎　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者　

〇
七
月
七
日
（
火
）
く
も
り
小
雨
、
夕
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
洛
の
貝
塚
茂
樹
吉
川
幸
次

郎
桑
原
武
夫
と
会
す
、
池
島
信
平
こ
れ
に
加
は
り
て
松
山
及
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
の

む
、
さ
ら
に
駿
台
荘
に
お
も
む
き
て
三
好
達
治
に
逢
ふ　
大
酔

〇
七
月
九
日
（
木
）
く
も
り
、
晴
間
も
あ
り
雨
も
あ
り
、
昼
講
談
社
松
井
勲
来
話　

短
篇
集
鷹
ま
さ
に
成
ら
ん
と
す
と
い
ふ　
角
川
書
店
よ
り
来
信
こ
れ
ま
た
文
庫
本

の
「
森
鷗
外
」
の
近
く
上
梓
さ
れ
る
べ
き
よ
し
を
報
ず　
夕
山
王
の
山
の
茶
屋
に

て
句
会
あ
り　
盗
人
の
お
こ
な
ひ
す
ま
し
夏
の
れ
ん　
帰
途
三
好
達
治
と
銀
座
岡

田
及
新
宿
と
と
や
に
て
少
酌

〇
七
月
十
日
（
金
）
く
も
り
小
雨
、
終
日
家
居
、
新
潮
社
新
田
敞
よ
り
電
話
に
て

夷
齋
清
言
を
限
定
板マ
マ

に
て
上
梓
す
べ
き
よ
し
を
告
げ
来
る
、
窪
田
啓
作
よ
り
バ

な
〇
五
月
十
二
日
（
火
）
く
も
り
小
雨
。
午
後
田
村
町
兼
坂
ビ
ル
に
て
コ
ク
ト
オ
の
写

真 L'Aigle à deux têtes* 

を
観
る　
井
伏
鱒
二
に
逢
ふ　
夜
赤
坂
山
ノ
茶
屋
に

て
文
藝
春
秋
の
句
会
に
列
す　
三
好
達
治
に
逢
ふ　
帰
途
三
好
と
ゝ
も
に
烏
森
若

竹
に
て
小
酌　
堀
口
大
学
に
逢
ふ

 

＊ L'Aigle à deux têtes 　
『
双
頭
の
鷲
』
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
監
督
の
フ
ラ
ン
ス
映
画

〇
五
月
二
十
日
（
水
）
晴
。
朝
新
宿
紀
伊
国
や
に
て
フ
ラ
ン
ス
書
を
あ
が
な
ふ 

H
enry M

iller : Souvenir souvenirs , Lou Albert-Lasard* : U
ne im

age 
de Rilke, M

aurice Bém
ol : Variations sur Valéry ; La m

éthode critique 
de Paul Valéry　

早
稲
田
に
出
講　
研
究
室
に
て
新
庄
嘉
章*

に
逢
ひ
日
本
フ
ラ

ン
ス
文
学
会
総
会
に
お
け
る
講
演
を
依
頼
さ
る
、
山
内
義
雄
盲
腸
炎
に
て
休
講
中

也　
学
校
よ
り
の
帰
途
安
藤
更
生
に
逢
ひ
高
田
牧
舎
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む　
夜
文

春
ク
ラ
ブ
に
て
ア
メ
リ
カ
記
者 Stuart G

riffi
n* 

と
語
る　

Interview

也　
そ
れ

よ
り
高
見
順*

と
有
楽
町
あ
き
よ
に
お
も
む
く　
ま
た
エ
ス
ポ
ア
に
転
ず　
東
郷

青
児
余
の
似
顔
を
か
く

 

＊ Lou Albert-Lasard　

ル
ー
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ラ
ザ
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、
リ
ル
ケ

の
恋
人

 

＊ 

新
庄
嘉
章　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者

 

＊ Stuart G
riffi

n　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ン
。"Japanese Food and C

ooking"

（
一
九
五
五
年
）
と
い
う
著
作
も
あ
る

 

＊ 

高
見
順　

小
説
家

〇
五
月
二
十
二
日
（
金
）
晴
。
午
後
日
比
谷
公
会
堂
に
て
ダ
ミ
ヤ
を
聴
く
。
帰
途
文

春
ク
ラ
ブ
に
て
海
老
名
雄
二
に
逢
ひ
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
及
す
し
春
に
て
少
酌

〇
五
月
二
十
五
日
（
月
）
晴
。
昼
安
藤
更
生
来
話
、
秋
永
一
枝*

を
伴
ひ
来
り
て
余

が
門
に
贄
を
と
ら
し
む　
安
藤
及
秋
永
と
牛
込
飯
塚
に
お
も
む
き
て
小
酌　
そ
れ

よ
り
上
野
本
牧
亭
に
て
講
釈
を
聴
く　
ま
た
向
島
に
車
を
走
ら
せ
て
三
囲
社
境
内

を
あ
る
き
長
命
寺
さ
く
ら
餅
や
に
て
小
憩　
枕
ば
し
よ
り
ポ
ン
ポ
ン
蒸
汽
に
て
横

網
に
あ
が
り
新
宿
を
へ
て
帰
宅　
や
や
疲
れ
た
り

 

＊ 

秋
永
一
枝　

日
本
語
学
者

〇
五
月
廿
八
日
（
木
）
晴
。
加
藤
周
一
福
永
武
彦
よ
り
来
信
、
加
藤
は
南
仏
カ
テ
ド

ラ
ル
の
美
を
論
じ
福
永
は
ロ
ー
ヂ
ェ
マ
ル
タ
ン
デ
ュ
ガ
ー
ル
の
小
著
の
翻
訳
成
れ

る
を
告
ぐ
、
夜
日
本
ば
し
す
し
春
に
て
窪
田
啓
作
に
逢
ふ　
こ
の
日
追
分
な
る
堀

辰
雄
の
死
を
聞
く

〇
五
月
廿
九
日
（
金
）
雨
の
ち
く
も
り
。
和
訓
廿
四
枚
（
夷
齋
清
言
十
一
）
を
文
学

界
に
わ
た
す　
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
三
好
達
治
永
井
龍
男
に
逢
ひ
将
棋
を
さ
す　
三

好
と
す
し
春
に
て
少
酌

　
上
段
：
和
訓
廿
四
枚　
夷
齋
清
言
十
一

〇
六
月
二
日
（
火
）
雨
の
ち
く
も
り
、
夜
東
京
会
館
に
て
堀
口
大
学
の
た
め
の
カ
ク

テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
あ
り
出
席
す　
会
は
新
潮
社
主
催
也　
前
夜
暴
飲
の
た
め
胃
痛

は
げ
し
く
二
杯
の
カ
ク
テ
ル
を
も
て
あ
ま
す　
た
ゞ
ち
に
帰
宅

〇
六
月
三
日
（
水
）
く
も
り
、
夕
芝
増
上
寺
に
し
て
堀
辰
雄
の
告
別
式
に
列
す　
帰

途
巌
谷
大
四
と
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌

〇
六
月
五
日
（
金
）
曇
の
ち
雨
。
午
後
本
郷
通
に
お
も
む
き
て
古
本
屋
に
て
酉
陽
雑

俎*

及
木
内
石
亭
雲
根
志*

を
あ
が
な
ふ　
帰
途
上
野
山
下
に
出
で
た
る
に
雨
に
逢

ひ
蓮
玉
庵
に
雨
の
や
む
を
待
つ
て
そ
ば
を
食
ふ

 
＊ 
酉
陽
雑
俎　

中
国
唐
代
の
段
成
式
に
よ
る
随
筆
、
内
容
は
博
物
学
か
ら
奇
事
異
談
に
ま
で

亘
る

 

＊ 

雲
根
志　

江
戸
中
期
、
木
内
石
亭
の
著
し
た
石
に
関
す
る
博
物
誌
。「
譜
」（『
夷
齋
清
言
』）

参
照

〇
六
月
六
日
（
土
）
く
も
り
。
夜
六
時
よ
り
帝
国
ホ
テ
ル
の
ホ
ー
ル
に
て
ダ
ミ
ア
送
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の
汽
車
に
て
帰
京
す
る
に
つ
き
車
を
命
じ
て
こ
れ
を
長
野
駅
ま
で
送
る　
ホ
テ
ル

支
配
人
渡
辺
同
道
す　
長
野
の
町
を
あ
る
き
そ
ば
を
食
ふ　
う
ま
く
な
し　
夜
ホ

テ
ル
ロ
ビ
イ
に
て
生
島
遼
一
大
岡
昇
平
と
ビ
ー
ル
を
の
ん
で
歓
談
す

〇
八
月
十
四
日
（
金
）
く
も
り
。
大
岡
昇
平
生
島
遼
一
鷲
尾
洋
三
み
な
ホ
テ
ル
を
退

去
す
、
新
潮
社
よ
り
電
話
に
て
短
篇
集
上
梓
の
件
を
い
ひ
来
る
、
昨
夜
ロ
ビ
イ
に

て
大
岡
と
将
棋
を
さ
し
二
敗
す
な
は
ち
一
つ
負
越
に
な
り
た
る
と
こ
ろ
今
日
大
岡

出
発
前
に
挑
戦
し
来
り
て
一
番
さ
し
て
一
勝
す
、
こ
れ
に
て
対
局
数
八
番
勝
負
な

し
〇
八
月
十
六
日
（
日
）
晴　
上
林
塵
表
閣
に
お
も
む
き
て
昼
餐
鯉
よ
ろ
し
、
大
岡
昇

平
と
将
棋
を
さ
す
、
二
敗
一
勝
、
こ
れ
に
て
十
一
番
の
う
ち
一
局
負
越
な
り
、
大

岡
及
む
つ
子
と
地
獄
谷
を
見
に
行
く　
茶
屋
に
て
ち
ま
き
を
食
ふ
、
そ
れ
よ
り
渓

流
に
沿
つ
て
渋
に
至
り
町
中
の
そ
ば
や
に
て
小
憩　
ま
た
塵
表
閣
に
も
ど
り
夜
に

入
つ
て
湯
田
中
の
芸
者
二
名
を
よ
ぶ　
い
づ
れ
も
醜
女
に
て
芸
の
無
き
こ
と
呆
れ

る
ば
か
り
也　
深
夜
車
に
て
ホ
テ
ル
に
帰
る

〇
八
月
十
七
日
（
月
）
晴
。
け
ふ
は
高
原
な
ほ
暑
き
ほ
ど
な
り
、
湯
田
中
に
お
も
む

き
て
徒
歩
渋
に
至
る
、
昨
日
の
そ
ば
や
長
野
や
に
て
小
憩
、
夕
ホ
テ
ル
に
帰
る
、

ロ
ビ
イ
に
て
県
観
光
課
長
下シ
モ
ダ
ヒ
ラ
平
な
に
が
し
に
逢
ふ

〇
八
月
十
八
日
（
火
）
く
も
り
、
毎
日
新
聞
記
者
桑
原
隆
次
郎
面
会
を
求
む　
将
棋

を
さ
す

〇
八
月
十
九
日
（
水
）
雨
、
朝
三
好
達
治
大
岡
昇
平
上
林
よ
り
来
泊
、
三
好
は
前
夜

着
の
よ
し　
す
な
は
ち
相
会
し
て
酒
を
の
み
将
棋
を
さ
す

〇
八
月
二
十
日
（
木
）
晴
。
高
原
に
し
て
な
ほ
暑
し　
朝
三
好
達
治
大
岡
昇
平
と
ア

サ
ヒ
山
に
の
ぼ
る
、
午
後
将
棋
を
さ
し
て
夜
に
至
る

〇
八
月
二
十
一
日
（
金
）
晴
。
朝
ホ
テ
ル
を
車
に
て
出
発　
三
好
達
治
大
岡
昇
平
と

ジ
ン
フ
ィ
ー
ズ
の
別
杯
を
く
む　
車
の
小
布
施
村
を
通
る
つ
い
で
に
小
布
施
堂
に

て
名
物
の
栗
か
の
こ
及
栗
羊
羹
を
み
や
げ
に
購
ふ　
こ
の
あ
た
り
栗
よ
し　
ま
た

こ
こ
よ
り
志
賀
高
原
に
か
け
て
ホ
ツ
プ
の
栽
培
し
き
り
也　
今
年
よ
り
た
ば
こ
を

作
る
と
い
ふ
農
民　
米
作
の
み
に
て
は
食
へ
ぬ
と
い
ふ
事
情
も
あ
る
が
如
し　
長

野
駅
に
て
列
車
に
乗
る　
午
後
一
時
発
は
な
は
だ
混
雑
す　
夕
上
野
に
着
く
に
炎

暑
蒸
す
が
ご
と
し　
日
本
ば
し
す
し
春
に
て
小
酌
し
て
帰
宅

〇
八
月
二
十
三
日
（
日
）
昨
夜
雷
雨
け
ふ
く
も
り
に
て
涼
し　
新
宿
紀
国
や
に
て

J-P.Sartre :  Saint G
enet 

を
あ
が
な
ふ

〇
八
月
二
十
四
日
（
月
）
晴
。
朝
大
田
美
和
来
、
余
の
作
品
を
掲
載
せ
る
雑
誌
二
十

数
冊
を
貸
与
す
、
新
潮
社
よ
り
短
篇
集
を
出
版
せ
ん
が
た
め
也　
夕
よ
ね
及
池
田

活
子
と
日
本
ば
し
す
し
春
に
お
も
む
き
て
少
酌
、
よ
ね
の
時
計
を
天
賞
堂
に
托
し

て
修
繕
せ
し
む

〇
八
月
廿
五
日
（
火
）
雨
。
は
な
は
だ
涼
し
、
講
談
社
松
井
勲
来
話
、
検
印
を
わ
た

す
、
鷹
千
五
百
部
増
刷
す
べ
し
と
い
ふ
、
松
井
妻
死
児
を
生
め
る
よ
し

〇
八
月
二
十
六
日
（
水
）
晴
。
早
稲
田
大
学
秋
山
澄
夫*

来
話　
そ
の
訳
著
マ
ラ
ル

メ
詩
集
並
に
岡
山
産
白
桃
五
箇
贈
ら
る　
岩
波
書
店
塙
作
楽*

来
話　
原
稾
依
頼

也　
こ
と
わ
る　
新
潮
社
に
お
も
む
き
文
庫
本
の
印
税
を
受
取
る　
村
口
四
郎*

を
さ
そ
ひ
銀
座
岡
田
に
て
少
酌

 

＊ 

秋
山
澄
夫　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者

 

＊ 

塙
作
楽　

小
説
家
、
郷
土
史
家

 

＊ 

村
口
四
郎　

村
口
書
房
店
主

〇
八
月
廿
七
日
（
木
）
雨
。
夕
文
春
ク
ラ
ブ
に
お
も
む
く
、
巷
に
て
岡
本
太
郎
に
逢

ふ
、
と
も
に
岡
田
に
て
少
酌
、
久
保
田
万
太
郎
伊
藤
喜
朔
藤
間
政
弥*

に
逢
ふ

 

＊ 

藤
間
政
弥　

日
本
舞
踊
家
。
東
を
ど
り
の
礎
を
作
っ
た

〇
八
月
卅
日
（
日
）
雨
。
安
部
公
房
来
話
。
ビ
ー
ル
を
の
ん
で
閑
談　
小
布
施
の
キ

ン
ト
ン
を
み
や
げ
に
贈
る

ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン*

の
セ
シ
ル
の
訳
著
を
贈
ら
る　
た
ゞ
ち
に
読
了
す
、

山
本
書
店
よ
り
先
日
あ
が
な
ひ
た
る
本
の
包
二
つ
届
く
、
い
ま
だ
こ
れ
を
開
か
ず　

二
如
亭
群
芳
譜*

及
珊
瑚
網*

な
り

 

＊ 

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン　

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、
政
治
家
、
思
想
家

 

＊ 

二
如
亭
群
芳
譜　

中
国
明
代
の
王
象
晋
に
よ
る
植
物
の
特
徴
と
品
種
、
園
芸
技
術
、
関
連
植

物
、
典
故
、
詩
歌
を
載
せ
論
述
し
た
も
の
、
四
庫
全
書
に
収
録

 

＊ 

珊
瑚
網　

中
国
明
代
の
汪
砢
玉
に
よ
る
書
画
録
、
四
庫
全
書
に
収
録

〇
七
月
十
二
日
（
日
）
晴
。
終
日
家
居
、
朝
吹
三
吉
よ
り
贈
ら
れ
た
る
泥
棒
日
記
の

翻
訳
を
読
了
す
、
三
笠
書
房
竹
内
道
之
助
負
債
の
た
め
に
家
出
し
た
る
よ
し
新
聞

に
て
知
る

〇
七
月
十
三
日
（
月
）
晴
。
三
笠
書
房
に
お
も
む
き
て
文
庫
本
赤
い
百
合
十
冊
を
も

ち
か
へ
る
、
三
笠
ご
た
ご
た
に
て
こ
の
印
税
は
と
れ
る
見
込
な
し

〇
七
月
十
四
日
（
火
）
晴
。
新
潮
社
新
田
敞
来
、
夷
齋
清
言
の
原
稾
を
わ
た
す
、
角

川
源
義
来
、
全
集
本
に
入
る
こ
と
を
乞
ふ
、
拒
絶
す
、
夜
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
永
井

龍
男
と
将
棋
を
さ
す
、
帰
途
新
宿
と
ゝ
や
に
て
少
酌

〇
七
月
十
七
日
（
金
）
晴
。
夕
よ
ね
と
ゝ
も
に
麹
町
丹
波
屋
に
て
少
酌

〇
七
月
十
九
日
（
日
）
雨
、
昨
日
よ
り
の
豪
雨
に
て
紀
州
水
害
の
よ
し
、
竹
田
博
来

話
、
荻
窪
の
う
な
ぎ
屋
に
て
小
酌　
夢
応
の
鯉
魚
十
五
枚
か
く

　
上
段
：
夢
応
の
鯉
魚　
十
五
枚　
雨
月
物
語
三

〇
七
月
二
十
日
（
月
）
雨
の
ち
曇
、
夕
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
坂
口
安
吾
東
郷
青
児
福
永

武
彦
に
逢
ふ
、
岡
田
に
て
少
酌

〇
七
月
二
十
二
日
（
水
）
晴
。
鷹
上
木
成
る
。
講
談
社
松
井
勲
本
を
届
け
来
る
。
夜

銀
座
に
て
の
む

〇
七
月
二
十
九
日
（
水
）
晴
、
酷
暑
也
、
夕
銀
座
に
て
小
酌
、
天
賞
堂
に
て
よ
ね
の

た
め
に Traveler-m

ontre*

を
購
ふ

 

＊ Traveler-m
ontre　

旅
行
用
懐
中
時
計

〇
七
月
三
十
一
日
（
金
）
晴
。
角
川
文
庫
本
森
鷗
外
成
る
。
鎗
田
清
次
郎
十
部
届

け
来
る
。
夜
大
田
美
和
松
井
勲
と
文
春
ク
ラ
ブ
及
岡
田
に
て
小
酌
、
岡
田
に
て

久
保
田
万
太
郎
三
好
達
治
河
上
徹
太
郎
吉
田
健
一
に
逢
ひ
よ
し
原
松
葉
や
に
転

じ
て
盛
宴

〇
八
月
一
日
（
土
）
晴
。
十
時
二
十
分
上
野
発
。
志
賀
高
原
ホ
テ
ル
に
泊
る
、
当
分

滞
在
の
つ
も
り

　
上
段
：
志
賀
高
原
日
記

〇
八
月
三
日
（
月
）
晴
。
上
林
温
泉
塵
表
閣
に
て
昼
食

〇
八
月
四
日
（
火
）
晴
。
渋
の
町
を
あ
る
く
、
愚
劣
也　
ふ
た
ゝ
び
山
上
に
の
ぼ
れ

ば
太
だ
涼
し

〇
八
月
五
日
（
水
）
晴
。
発
哺
に
お
も
む
き
て
天
狗
湯
に
て
生
島
遼
一
に
逢
ふ　
宿

屋
満
員
に
て
ビ
ー
ル
も
の
ま
ず
に
帰
る

〇
八
月
七
日
（
金
）
曇
と
き
ど
き
雨
、
峡
中
霧
多
く
し
て
陰
晴
定
ま
ら
ず
、
生
島
遼

一
及
そ
の
女
弟
子
来
話　
ホ
テ
ル
食
堂
に
て
昼
餐
を
と
も
に
す

〇
八
月
十
日
（
月
）
晴
。
峡
中
ま
た
暑
き
ほ
ど
な
り
、
昼
熊
の
湯
に
お
も
む
き
て
小

酌　
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
う
ま
し　
廉
価
也　
質
朴
愛
す
べ
し

〇
八
月
十
一
日
（
火
）
晴
。
朝
よ
ね
来
。
夕
大
岡
昇
平
む
つ
子
を
携
へ
て
来
る
、
大

岡
と
は
じ
め
て
将
棋
を
さ
し
二
勝
一
敗
勝
越
也　
夜
鷲
尾
洋
三
あ
や
し
き
女
を
伴

ひ
て
来
れ
る
に
逢
ふ

〇
八
月
十
二
日
（
水
）
晴
曇
定
ま
ら
ず　
昼
よ
ね
と
と
も
に
発
哺
薬
師
湯
に
お
も
む

き
て
午
餐
、
こ
の
店
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
帰
途
発
哺
よ
り
谷
を
下
り
て
山
間
の
径
約

一
里
を
あ
ゆ
み
て
丸
池
の
ホ
テ
ル
に
か
へ
る　
い
さ
ゝ
か
疲
れ
た
り
、
夜
大
岡
昇

平
と
将
棋
を
さ
す
一
勝
一
敗

〇
八
月
十
三
日
（
木
）
朝
霧
谷
よ
り
湧
い
て
清
涼
晩
秋
の
ご
と
し　
よ
ね
午
後
一
時
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ク
ス
タ
ー
ン*

の
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
を
聴
く　
よ
ね
同
伴
し
帰
途
平
安
餐
室
に
て
晩
餐　

ア
ム
ー
ル
の
さ
ち
子
に
逢
ひ
そ
の
店
に
て
小
酌

 

＊ 

ア
イ
ザ
ツ
ク
ス
タ
ー
ン　

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ン
。
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

〇
九
月
卅
日
（
水
）
く
も
り
、
群
像
川
島
勝
来
話
、
毎
日
新
聞
木
村
正
来
写
真
師
を

伴
ひ
来
り
て
書
斎
の
写
真
と
い
ふ
も
の
を
う
つ
さ
る　
終
日
家
居

〇
十
月
一
日
（
木
）
雨
、
午
後
東
京
銀
行
馬
喰
町
支
店
に
お
も
む
き
て
窪
田
啓
作
に

逢
ふ
、
東
和
商
事
に
て
三
文
オ
ペ
ラ*

（
オ
リ
ヴ
ィ
エ
）
の
試
写
を
み
る　
文
春

ク
ラ
ブ
に
て
安
部
公
房
に
逢
ふ
、
田
屋
に
て
ネ
ク
タ
イ
を
買
ふ　
京
ば
し
小
松
に

て
小
酌

 

＊ 

三
文
オ
ペ
ラ　

ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
監
督
の
イ
ギ
リ
ス
映
画
。
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ヴ
ィ

エ
主
演

〇
十
月
八
日
（
木
）
晴
、
菊
花
の
約
二
十
二
枚
文
藝
春
秋
別
冊
に
わ
た
す　
夜
田
川

博
一
鈴
木
貢
と
岡
田
、
エ
ス
ポ
ア
ル
、
ア
カ
ン
サ
ス
に
て
小
酌

　
上
段
：
菊
花
の
約　
廿
二
枚　
新
釈
雨
月
物
語
そ
の
四

〇
十
月
十
二
日
（
月
）
雨
、
夜
講
談
社
川
島
勝
松
井
勲
を
し
た
が
へ
て
銀
座
は
せ
川

に
て
小
酌

　
　
か
き
つ
ば
た
む
か
し
は
む
か
し　
今
は
今　
　
傘
雨

　
　
　
七
夕
近
き
橋
の
夕
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
夷
齋

〇
十
月
十
三
日
（
火
）*

京
都
若
清
水
山
荘
泊　
夜
木
屋
町
三
条
河
し
げ
に
て
乱
酔

あ
か
つ
き
を
覚
え
ず

 

＊ 

こ
の
日
は
天
気
の
記
載
無
し

　
上
段
：
京
都
日
記

〇
十
月
十
四
日
（
水
）
晴
、
車
に
て
大
徳
寺
弧
蓬
庵
龍
安
寺
西
芳
寺
（
コ
ケ
寺
）
を

一
巡
し
竹
苞
楼*

に
て
写
本
二
都
聞
書
花
月
の
日
記*

及
鼇
頭
癇
癖
談*

二
部
の
書

を
購
ふ　
帰
途
フ
ヤ
町
河
道
屋
に
て
そ
ば
を
食
ふ　
龍
安
寺
の
石
庭
は
そ
の
根
柢

に
於
て
水
の
思
想
あ
る
に
似
た
る
を
お
ぼ
ゆ

 

＊ 

竹
苞
楼　

京
都
の
古
書
店
・
竹
苞
書
楼
の
こ
と

 

＊ 

二
都
聞
書
花
月
の
日
記　
『（
二
都
聞
書
）
花
月
の
日
記
』
江
戸
後
期
、
流
水
亭
主
人
の
著

 

＊ 

鼇
頭
癇
癖
談　
『
癇
癖
談
（
く
せ
も
の
が
た
り
）』
江
戸
後
期
の
読
本
作
者
・
国
学
者
の
上
田

秋
成
（『
雨
月
物
語
』
の
著
者
）
に
よ
る
伊
勢
物
語
を
模
し
た
滑
稽
本
。
鼇
頭
（
頭
注
）
付
。

後
日
石
川
淳
が
現
代
語
訳
を
出
す

〇
十
月
十
五
日
（
木
）
晴
。
吉
川
桑
原
生
島
三
氏
招
待
に
て
西
陣
大
市
に
て
宴
の
ち

祇
園
木
村
咲
に
て
清
遊　
妓
に
句
を
書
き
て
や
る　
井
上
流
富
子
来

　
　
次
郎
冠
者
翁
格
子
の
し
ぐ
れ
か
な
（
登
代
香
に
）

　
　
益
千
代
の
市
松
冴
ゆ
る
わ
か
れ
か
な

〇
十
月
十
六
日
（
金
）
晴
。
吉
川
桑
原
生
島
三
家
に
女
中
を
遣
は
し
て
い
づ
う
の
鯖

ず
し
を
贈
る　
夜
女
中
を
携
へ
て
河
し
げ
に
て
小
酌　
ま
た
祇
園
つ
ぼ
さ
か
の
ビ

フ
テ
キ
を
食
ふ

〇
十
月
十
七
日
（
土
）
晴　
斎
藤
菊
太
郎*

来
話　
貝
塚
茂
樹
所
贈
殷
代
青
銅
文
化

の
研
究
一
冊
を
将
来
す　
斎
藤
案
内
に
て
嵯
峨
落
柿
舎
天
龍
寺
を
見
て
嵐
山
に
至

る　
落
柿
舎
い
ふ
に
足
ら
ざ
れ
ど
竹
藪
の
ほ
と
り
よ
り
嵐
山
を
望
み
た
る
け
し
き

よ
し
（
こ
こ
至
る
途
中
広
沢
の
池
ま
た
よ
し
）
天
龍
寺
の
方
丈
の
庭
そ
の
半
よ
く

半
は
後
世
の
手
入
と
見
え
て
石
組
お
ぼ
つ
か
な
し　
嵐
山
北
松
に
て
小
酌　
こ
の

家
さ
き
ご
ろ
の
水
害
に
て
壁
ぎ
は
ま
で
水
に
つ
か
り
た
り
と
い
ふ　
女
主
人
す
え

大
坂
新
町
の
出
の
よ
し
に
て
う
れ
し
き
気
質
の
や
つ
也
（
斎
藤
よ
り
林
巳
奈
夫*

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
き
く
）

 

＊ 

斎
藤
菊
太
郎　

陶
磁
史
研
究
者

 

＊ 

林
巳
奈
夫　

中
国
古
代
の
考
古
学
者

〇
十
月
十
八
日
（
日
）
晴
。
富
岡
益
太
郎*

邸
に
斎
藤
菊
太
郎
を
訪
ふ　
鉄
斎
遺
墨

十
数
幅
、
屏
風
一
曲
八
双*

、
仇
英*

一
巻
白
描
人
物
、
刊
本
肅
尺
木*

図
離
騒*

（
明

〇
八
月
卅
一
日
（
月
）
晴
。
よ
ね
と
ゝ
も
に
銀
座
に
行
き
天
賞
堂
に
て
よ
ね
の
時
計

修
繕
し
た
る
を
受
取
る
、
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
及
小
松
に
て
小
酌

〇
九
月
一
日
（
火
）
雨
、
終
日
家
居
、
河
出
書
房
竹
田
博
来
話　
講
談
社
原
田
某
楢

橋
某
来
話

〇
九
月
二
日
（
水
）
晴
。
上
野
に
二
科
展
を
観
る
、
つ
ま
ら
な
し　
夜
徳
田
雅
彦
鷲

尾
洋
三
と
と
も
に
岡
田
ノ
ア
ル
エ
ス
ポ
ア
ル
小
笹
す
し
等
に
て
小
酌　
外
電
に

ジ
ャ
ッ
ク
テ
ィ
ボ
ー* 
飛
行
機
事
故
に
て
ア
ル
プ
ス
に
て
遭
難
死
亡
せ
り
と
伝
ふ

 

＊ 

ジ
ャ
ッ
ク
テ
ィ
ボ
ー　

ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
ィ
ボ
ー
。
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。

3
度
目
の
来
日
の
道
中
、
飛
行
機
事
故
に
遭
っ
た

〇
九
月
三
日
（
木
）
晴
、
信
州
追
分
堀
多
恵
よ
り
故
堀
辰
雄
の
稿
本
か
げ
ろ
ふ
の
日

記
残
闕
を
復
刻
せ
る
も
の
一
部
を
贈
ら
る　
け
だ
し
香
典
が
へ
し
な
る
べ
し　
夕

刊
に
折
口
信
夫
の
訃
を
つ
た
ふ

〇
九
月
八
日
（
火
）
晴
。
秋
山
澄
夫
来
話
、
画
家
上
林
大
韶*

を
伴
ひ
来
り
て
そ
の

画
会
の
ち
ら
し
に
署
名
を
求
む　
山
川
朝
子
来
話
、
閑
談
夕
刻
に
及
ぶ
、
こ
ど
も

六
人
生
み
た
き
念
願
の
よ
し
也　
夜
群
像
川
島
勝
来
、
俳
優
座
長
森
な
に
が
し
を

同
伴
す

 

＊ 

上
林
大
韶　

日
本
画
家

〇
九
月
九
日
（
水
）
晴
。
朝
大
田
美
和
来
話
、
夷
齋
清
言
の
叙
及
黄
金
伝
説
の
抜
刷

を
わ
た
す
。

〇
九
月
十
三
日
（
日
）
雨
。
夜
神
田
共
立
講
堂
に
て
森
鷗
外
雁
の
映
画
公
開
試
写
会

あ
り　
文
藝
春
秋
の
依
頼
に
て
講
演　
ば
か
ば
か
し
き
こ
と
な
り

〇
九
月
十
四
日
（
月
）
く
も
り
、
奥
湯
河
原
加
満
田
旅
館
に
泊

　
上
段
：
湯
河
原
日
記

〇
九
月
廿
日（
日
）晴
。
窪
田
啓
作
当
宿
に
来
り
て
泊
る
。
ジ
ョ
ニ
オ
カ*

を
贈
ら
る
。

大
岡
昇
平
新
潮
の
菅
原
国
隆
を
介
し
て
志
賀
高
原
に
て
う
つ
せ
る
写
真
四
葉
送
り

来
る

 

＊ 

ジ
ョ
ニ
オ
カ　

ウ
ィ
ス
キ
ー
の
ジ
ョ
ニ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
こ
と
か

〇
九
月
廿
一
日
（
月
）*

。
よ
ね
加
満
田
に
来
泊

 

＊ 

こ
の
日
と
翌
日
は
天
気
の
記
載
無
し

〇
九
月
廿
二
日
（
火
）
よ
ね
帰
京
、
こ
の
日
仲
秋
名
月
也　
夜
窪
田
啓
作
と
語
る
、

よ
ね
に
カ
マ
ボ
コ
を
み
や
げ
に
も
た
せ
て
遣
る

〇
九
月
廿
三
日
（
水
）
く
も
り
の
ち
雨
、
川
島
勝
来
、
原
稾
催
促
也　
夜
窪
田
を
招

き
川
島
と
三
人
に
て
牛
鍋
を
食
ふ
、
窪
田
川
島
と
も
に
帰
る

〇
九
月
廿
五
日
（
金
）
風
雨
、
奥
湯
河
原
よ
り
帰
京　
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
美
国*

よ

り
帰
れ
る
河
上
徹
太
郎
に
逢
ふ　
群
像
大
久
保
に
珊
瑚
九
十
七
枚
を
わ
た
す
、
夜

帰
宅
せ
る
に
京
都
の
紙
屋
（
岡
忠
）
来
る　
夷
齋
清
言
の
用
紙
の
件
也　
こ
の
日

台
風
近
畿
を
襲
ふ
と
聞
く

　
上
段
：
珊
瑚
九
十
七
枚

 

＊ 

美
国　

ア
メ
リ
カ
の
こ
と

〇
九
月
廿
六
日
（
土
）
晴　
夜
日
比
谷
公
会
堂
に
て
ソ
ロ
モ
ン*

の
ピ
ヤ
ノ
レ
サ
イ

タ
ル
を
聴
く　
帰
途
日
本
ば
し
す
し
春
に
て
少
酌　
河
盛
好
蔵
に
逢
ふ
、
と
も
に

車
に
て
帰
宅

 

＊ 

ソ
ロ
モ
ン　

イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

〇
九
月
二
十
七
日
（
日
）
晴
、
夕
毎
日
新
聞
桑
原
記
者
来
話　
将
棋
を
さ
す

〇
九
月
廿
八
日
（
月
）
晴　
新
宿
紀
ノ
国
屋
に
て Claude M

auriac* : H
om

m
es 

et idées d'aujourd'hui 

を
購
ふ　
夜
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
佐
藤
美
子
お
よ
び
徳
田

雅
彦
に
逢
ひ
岡
田
に
て
小
宴　
ま
た
池
島
信
平
の
欧
州
よ
り
帰
れ
る
に
逢
ふ

 

＊ C
laude M

auriac　

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
。
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー

リ
ヤ
ッ
ク
の
子

〇
九
月
廿
九
日
（
火
）
く
も
り
、
芝
本
善
雄マ
マ
来
話
、
夜
日
比
谷
公
会
堂
に
ア
イ
ザ
ツ
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＊ 

松
丸
東
魚　

篆
刻
家　

〇
十
月
廿
九
日
（
木
）
く
も
り
小
雨
、
夕
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
薄
井
恭
一
に
印
の
代
金

を
支
払
ふ　
鷲
尾
洋
三
徳
田
雅
彦
芝
本
善
彦
と
逢
ひ
鷲
尾
案
内
に
て
築
地
ふ
く
源

に
お
も
む
き
て
ふ
ぐ
料
理
を
食
ふ　
そ
れ
よ
り
ノ
ア
ル
及
び
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
小

酌　
ク
ラ
ブ
よ
り
サ
ン
ド
マ
ン
の
シ
ェ
リ
イ
一
本
み
や
げ
に
も
ち
て
帰
る

〇
十
一
月
三
日
（
火
）
晴
、
夜
後
楽
園
に
て Am

erica

マ
マ

in H
oliday on Ice* 

を
観

る　
綺
麗
な
れ
ど
も
あ
と
引
か
ざ
る
が
如
き
も
の
也

 

＊ Am
ericain H

oliday on Ice　

 　

Am
erican H

oliday on Ice　

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
シ
ョ
ー

〇
十
一
月
九
日
（
日
）
晴　
朝
講
談
社
松
井
勲
来　
鷹
三
板マ
マ

の
た
め
に
検
印
を
あ
づ

く
（
二
千
部
）
夕
銀
座
東
京
画
廊
に
て
小
泉
清
の
個
展
を
見
る　
小
泉
と
よ
し
田

に
て
小
酌

〇
十
一
月
十
日
（
火
）
く
も
り
、
山
川
朝
子
来
話
、
夕
神
田
村
口
に
お
も
む
く　
京

伝*

画
銅
脈*

賛
の
一
軸
を
購
ふ　
こ
れ
洛
の
竹
苞
楼
よ
り
将
来
し
た
る
も
の
也　

な
ほ
村
口
よ
り
朱
肉
を
贈
ら
る　
ま
た
今
半
に
て
牛
鍋
を
饗
せ
ら
る*

 

＊ 

京
伝　

山
東
京
伝
。
江
戸
後
期
の
浮
世
絵
師
、
戯
作
者

 

＊ 

銅
脈　

江
戸
中
・
後
期
の
戯
作
者
、
狂
詩
作
者

 

＊ 

こ
の
一
連
の
顚
末
は
「
山
東
京
傳
の
畫
幅
」（「
一
虚
一
盈
」
所
収
、
初
出
「
東
京
新
聞
」
昭

和
30
年
10
月
3
日
夕
刊
）
に
詳
し
い

〇
十
一
月
十
二
日
―
廿
四
日*　
湯
河
原
加
満
田
滞
在　
鳴
神
前
半
四
十
六
枚
書
く
、

こ
の
間
講
談
社
よ
り
刊
行
予
定
の
珊
瑚
の
校
正
を
見
る
、
十
四
日
晩
熱
海
ホ
テ
ル

に
一
泊
す
、
窪
田
啓
作
を
大
磯
の
そ
の
家
に
訪
ひ
て
坂
田
山
を
あ
る
く　
ま
た
国

よ
し
の
う
な
ぎ
を
饗
せ
ら
る
、
こ
の
う
な
ぎ
や
古
び
た
る
家
に
て
欄
間
に
慶
㐂*

筆
横
書
に
表
功
報
徳
の
扁
額
を
掲
げ
た
り　
但
う
な
ぎ
は
う
ま
く
な
し

 

＊ 

こ
の
間
は
曜
日
・
天
気
の
記
載
な
し

 

＊ 

慶
㐂　

徳
川
慶
喜
か

〇
十
二
月
三
日
（
木
）
雨
。
吉
川
幸
次
郎
よ
り
そ
の
著
中
国
の
知マ
マ
慧
を
贈
ら
る　
は

が
き
に
句
を
書
き
て
遣
る　
夜
帝
劇
に
文
藝
春
秋
祭
に
お
も
む
く　
帰
途
新
マ
ル

ビ
ル
・
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
に
て
小
酌　
よ
ね
に
み
や
げ
を
も
ち
て
帰
る

〇
十
二
月
七
日
（
月
）
晴　
さ
る
四
日
よ
り
呉
服
ば
し
千
代
田
荘
に
泊
り
て
浅
茅
ヶ

宿
（
雨
月
五
）
二
十
一
枚
書
く

　
上
段
：
浅
茅
ヶ
宿　
二
十
一
枚　
新
釈
雨
月
物
語

〇
十
二
月
十
四
日
（
月
）
晴
あ
た
ゝ
か
也　
講
談
社
松
井
勲
珊
瑚
の
成
れ
る
を
持
参

す　
朝
尾
関
栄*

来
話　
原
稾
依
頼
也

 

＊ 

尾
関
栄　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者

〇
十
二
月
廿
一
日
（
月
）
晴
。
だ
か
ら
い
は
な
い
こ
と
ぢ
や
な
い
（
十
六
枚
）
書
く　

文
藝
春
秋
二
月
号
の
エ
セ
エ
也

　
上
段
：
だ
か
ら
い
は
な
い
こ
と
ぢ
や
な
い　
十
六
枚

〇
十
二
月
卅
一
日
（
木
）
晴
。
日
記
を
記
す
に
懶
く
は
な
は
だ
怠
る　
今
夜
福
永
武

彦
と
ゝ
も
に
日
本
ば
し
す
し
春
に
て
小
酌　
よ
し
田
の
そ
ば
を
み
や
げ
に
も
ち
て

帰
る　
一
年
夢
う
つ
ゝ
に
過
ぎ
た
り

昭
和
廿
九
年
歳
次
甲
午　
一
九
五
四

〇
一
月
一
日
（
金
）
晴
、
風
な
く
し
て
気
や
は
ら
ぐ
、
終
日
家
居
、
蜀
山
人
判
取

帳*

若
樹*

子
纂
本
竹
清*

子
箱
也
を
閲
し　

Renée Lang* : Rilke, G
ide, et 

Valéry

を
読
み
、Jean G

enet : N
otre-D

am
e des Fleurs 

と
訳
本
と
を
併
せ

見
る　
訳
本
は
訳
者
堀
口
大
学
に
よ
り
大
年
の
夜
に
贈
ら
れ
た
る
も
の
也　
夜
マ

ル
テ
ル
の
コ
ル
ド
ン
ブ
ル
ウ
を
の
み
つ
ゝ
吉
例
に
依
つ
て
三
ツ
物
を
つ
く
る

板マ
マ
）
お
な
じ
く
明
板マ
マ
八
種
画
譜*

そ
の
他
を
示
さ
る　
斎
藤
を
さ
そ
ひ
て
寺
町
三

条
三
島マ
マ
亭
に
て
オ
イ
ル
焼
を
食
ふ　
こ
の
牛
肉
よ
し　
斎
藤
の
咄
に
京
都
名
物
か

ね
よ
の
茶
づ
け
鰻
松
前
や
の
塩
こ
ぶ
道
㐂
の
ち
ま
き
い
づ
う
の
鯖
ず
し
最
も
み
や

げ
に
適
す
也

 

＊ 

富
岡
益
太
郎　

鉄
斎
の
孫
。
の
ち
に
鉄
斎
美
術
館
初
代
館
長
を
務
め
る　

 

＊ 

一
曲
八
双　

八
曲
一
双
の
誤
記
か

 

＊ 

仇
英　

中
国
明
代
の
画
家
、
院
派
三
大
家
の
一
人

 

＊ 

蕭
尺
木　

蕭
雲
従
（
字
：
尺
木
）。
中
国
明
代
の
南
画
家
。
池
大
雅
、
祇
園
南
海
ら
江
戸
期
の

初
期
の
文
人
画
家
に
影
響
を
与
え
た

 

＊ 

離
騒　

中
国
戦
国
時
代
の
楚
の
屈
原
作
と
伝
え
ら
れ
る
詩

 

＊ 

八
種
画
譜　

中
国
の
画
譜
、
明
版
ほ
か
和
刻
本
も
作
ら
れ
る
な
ど
、『
芥
子
園
画
伝
』
同
様
近

世
美
術
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

〇
十
月
十
九
日
（
月
）
晴
。
朝
桑
原
武
夫
よ
り
電
話
に
て
放
送
局
の
紹
介
に
て
桂
離

宮
見
物
の
書
類
手
に
入
る
べ
し
と
あ
れ
ば
す
な
は
ち
そ
の
書
類
を
局
よ
り
届
け
さ

せ
て
午
後
桂
の
地
に
お
も
む
く　
宮
の
う
ち
一
め
ぐ
り
す
る
に
あ
た
か
も
旧
知
の

ひ
と
に
遭
ふ
が
ご
と
し　
知
る
と
こ
ろ
を
た
し
か
む
ま
た
一
見
の
益
あ
り
し
と
い

ふ
べ
し　

　
　
探
幽*

に
秋
日
さ
し
た
り
桂
棚

　
夜
河
し
げ
に
て
乱
酔
す
な
は
ち
酔
覚
錯
落
た
り

 

＊ 

探
幽　

狩
野
探
幽
。
江
戸
初
期
の
絵
師
。
桂
離
宮
新
御
殿
の
桂
棚
の
小
襖
絵
な
ど
を
担
っ
た

〇
十
月
廿
日
（
火
）
晴
、
東
帰
い
づ
う
の
鯖
ず
し
を
み
や
げ
と
す

〇
十
月
二
十
一
日
（
水
）
晴
。
松
井
勲
来
話
、
小
説
集
珊
瑚
を
講
談
社
よ
り
刊
行
す

る
こ
と
ゝ
し
て
そ
の
原
稾
を
松
井
に
わ
た
す　
夜
銀
座
に
て
池
島
信
平
と
少
酌　

　
　
珊
瑚
内
容　
鳳
凰　
南
枝
向
日　
篠
舩　
梟　
合
縁
奇
縁

　
　
　
　
　
　
　
夢
の
殺
人　
他
人
の
自
由　
珊
瑚

〇
十
月
廿
二
日
（
木
）
晴
、
銀
座
よ
し
田
に
お
も
む
く
に
忠
さ
ん
の
訃
を
き
く
脳
溢

血
の
よ
し
也　
岡
田
に
て
小
酌
、
帰
途
村
口
に
寄
り
て
掛
物
二
幅
を
も
ち
か
へ
る　

蜀
山
真
顔
飯
盛
三
陀
羅
市
人
長
根
俊
満*

寄
書
の
六
歌
仙
一
幅　
栄
之*

画
蜀
山
賛

一
幅　

　
　
鏡
山
い
ざ
立
ち
よ
り
て
見
て
行
か
ん
年
へ
ぬ
る
身
は
老
や
し
ぬ
る
と　
黒
主*

　
　
あ
さ
み
ど
り
糸
よ
り
か
け
ん
白
露
を
玉
に
も
ぬ
け
る
春
の
柳
か　
僧
正
遍
照*

　

＊
蜀
山
真
顔
飯
盛
三
陀
羅
市
人
長
根
俊
満　

い
ず
れ
も
江
戸
後
期
狂
歌
師
の
大
田
南
畝
（
蜀
山

人
）・
鹿
都
部
真
顔
・
宿
屋
飯
盛
・
三
陀
羅
法
師
・
浅
草
庵
市
人
・
芍
薬
亭
長
根
と
、
浮
世
絵

師
で
戯
作
者
の
窪
俊
満
に
よ
る
寄
書
と
推
定

 

＊ 

栄
之　

鳥
文
齋
栄
之
。
江
戸
後
期
の
浮
世
絵
師

 

＊ 

黒
主　

大
伴
黒
主
。
平
安
時
代
の
歌
人

 

＊ 

僧
正
遍
照　

平
安
時
代
前
期
の
僧
・
歌
人

〇
十
月
廿
六
日
（
月
）
晴　
正
午
山
川
朝
子
来
話
原
稾
依
頼
也　
午
後
上
野
美
術
館

に
お
も
む
く
に
入
口
に
て
山
内
義
雄
夫
妻
に
逢
ひ
食
堂
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む　
自

由
美
術
展
に
て
安
部
真
知
子*

の
エ
ツ
チ
ン
グ
を
み
る　
藤
川
栄
子
に
逢
ふ　
安

部
夫
妻
真
鍋
呉
夫
と
ゝ
も
に
博
物
館
に
て
ル
オ
ー*

を
み
る　
帰
途
精
養
軒
に
て

小
憩　
そ
れ
よ
り
ひ
と
り
銀
座
に
出
て
文
春
ク
ラ
ブ
及
京
ば
し
小
松
に
て
少
酌

 

＊ 

安
部
真
知
子　

安
部
公
房
の
妻
で
画
家
・
舞
台
美
術
家
の
安
部
真
知
の
こ
と

 

＊ 

ル
オ
ー　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家

〇
十
月
廿
八
日
（
水
）
小
雨
、
早
稲
田
に
お
も
む
く　
大
隈
会
館
に
て
山
内
義
雄
と

昼
め
し
を
く
ふ　
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
薄
井
恭
一*

よ
り
松
丸
東
魚*

刻
の
印
二

種
を
受
取
る　
夷
齋
（
白
文
）
昨
日
花
舎
（
朱
文
）　
永
井
龍
男
よ
り
先
日
の
酔

態
を
悔
い
た
る
は
が
き
を
寄
こ
し
た
れ
ば
こ
ち
ら
も
は
が
き
書
き
て
遣
る　
句
を

添
ふ　
秋
菊
の
袖
に
の
こ
れ
る
酒
の
し
み　
仙
ず
し
に
て
小
酌

 

＊ 

薄
井
恭
一　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者
、
料
理
評
論
家
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に
泊
る
、
熱
海
銀
座
に
お
も
む
き
て
ス
コ
ッ
ト
に
て
小
酌　
此
夜 déclarations 

d'Am
our. 

〇
一
月
廿
八
日
（
木
）
晴
。
帰
京
、
熱
海
ホ
テ
ル
に
て
は
桜
花
咲
き
た
る
に
爰
元
に

て
は
積
雪
数
寸
也
た
ゞ
ち
に
四
谷
見
附
福
田
屋
に
泊　
A
案
内
也　
た
ま
〳
〵
荻

窪
に
帰
れ
る
に
斯
波
武
妻
玉*

の
来
れ
る
に
逢
ふ　
武
事
業
及
女
に
失
敗
し
失
踪

中
と
い
ふ

 

＊ 

斯
波
武
妻
玉　

兄
・
斯
波
武
綱
の
妻
、
多
満
の
こ
と
と
思
わ
れ
る

〇
一
月
三
十
日
（
土
）
晴
。
徹
夜
に
て
「
家
な
き
子
」
十
四
枚
書
く　
こ
の
昼
村
口

を
そ
の
麻
布
の
新
居
に
訪
ふ

　
上
段
：
家
な
き
子　
十
四
枚

〇
一
月
卅
一
日
（
日
）
晴
、
山
川
朝
子
福
田
家
に
来　
原
稾
を
わ
た
す　
夕
荻
窪
に

帰
宅

〇
二
月
四
日
（
木
）
晴
。
洛
の
斎
藤
菊
太
郎
来
話

〇
二
月
五
日
（
金
）
晴
。
大
田
美
和
来
話
。
夷
齋
清
言
の
三
校
を
わ
た
す　
こ
の
ご

ろ
日
記
を
つ
け
る
こ
と
は
な
は
だ
懶
し　
夜
銀
座
す
し
仙
及
よ
し
田
に
て
小
酌　

ケ
テ
ル
に
て
み
や
げ
を
買
ひ
て
帰
る

〇
二
月
六
日
（
土
）
晴
、
午
後
安
部
公
房
来
話　
さ
る
四
日
立
春
の
日
に
女
子
誕
生

し
た
る
こ
と
を
告
ぐ　
そ
の
著
飢
餓
同
盟
を
贈
ら
る　
講
談
社
の
招
き
に
応
じ
て

安
部
と
ゝ
も
に
池
袋
の
沖
縄
料
理
に
お
も
む
き
沖
縄
を
ど
り
を
観
る　
高
橋
新
吉*

山
之
口
獏*

に
逢
ふ

 

＊ 

高
橋
新
吉　

詩
人

 

＊ 

山
之
口
獏　

沖
縄
出
身
の
詩
人

〇
二
月
八
日
―
十
日*

　
築
地
望
月
に
て
白
峯
二
十
枚
書
く　
こ
の
宿
は
よ
し
の
紹
介
也　

le 8 f

マ
マ

evrier, 
anniversaire de notre am

our 

　
上
段
：
白
峯　
二
十
枚

 

＊ 

こ
の
間
は
曜
日
・
天
気
の
記
載
な
し

〇
二
月
十
一
日
（
木
）
晴
。
日
本
文
化
放
送
に
て
来
月
佳
人
の
連
続
放
送
を
お
こ
な

ふ
よ
し
に
て
そ
の
た
め
挨
拶
の
文
一
枚
半
書
く

〇
二
月
十
六
日
（
火
）
く
も
り
、
文
化
放
送
芹
田
来　
佳
人
挨
拶
の
原
稾
を
わ
た
す　

夜
芝
本
善
彦
川
島
勝
、
窪
田
啓
作
来　
窪
田
泊

〇
二
月
十
七
日
（
水
）
く
も
り
小
雨　
早
稲
田
学
校
の
試
験
の
た
め
に
今
年
は
じ
め

て
登
校　
山
内
義
雄
と
大
隈
会
館
に
て
昼
餐
、
帰
途
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌
、
新

潮
社
大
田
美
和
に
夷
齋
清
言
の
題
簽
を
わ
た
す　

L’ hôtel M
, Avec Y.

〇
二
月
十
八
日
（
木
）
く
も
り
夜
に
入
つ
て
小
雪
。
大
田
美
和
来
話　
夷
齋
清
言
の

四
校
を
届
け
ら
る
、
尾
関
栄
来
話　
こ
れ
こ
の
た
び
文
学
界
編
集
長
に
就
任
し
た

る
挨
拶
也　
豊
島
与
志
雄*

よ
り
そ
の
著
山
吹
の
花
を
贈
ら
る

 

＊ 

豊
島
与
志
雄　

小
説
家
、
翻
訳
家

〇
二
月
廿
三
日
（
火
）
晴
。
午
後
本
郷
龍
岡
の
開
店
祝
に
お
も
む
き
文
藝
春
秋
の
ひ

と
び
と
に
会
ふ　
帰
途
文
春
ク
ラ
ブ
に
至
る　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
今
年
は
じ
め
て
也　

三
好
達
治
に
逢
ふ　
岡
田
に
て
小
酌　
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

Ｍ   

Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｃ  

Ｙ

〇
二
月
廿
四
日
（
水
）
晴
。
河
上
徹
太
郎
よ
り
そ
の
著
詩
と
真
実
を
贈
ら
る　
山
田

一
男
来
話
、
芝
本
善
彦
同
伴
也　
夜
よ
し
来
話

〇
二
月
二
十
五
日
（
木
）
晴
、
朝
大
田
美
和
来　
夷
齋
清
言
の
校
正
を
わ
た
す　
尾

関
栄
来　
文
学
界
の
原
稾
依
頼
也

〇
三
月
二
十
五
日
（
木
）
晴　
毛
利
よ
ね
と
離
婚
す　
赤
坂
区
役
所
に
届
を
出
す　

池
田
忠
雄
を
そ
の
家
に
訪
ひ
い
く
子
と
の
こ
と
を
い
ふ

〇
八
月
廿
五
日
（
水
）
毛
利
よ
ね
退
去
す

　
　
机
辺
な
ほ
も
と
の
け
し
き
や
去
年
今
年

　
　
　
　
炭
つ
ぎ
た
し
て
酒
を
あ
た
ゝ
む

　
　
か
た
よ
れ
ば
礼
者
の
足
も
遠
の
き
て

 

＊ 

判
取
帳　

大
田
南
畝
の
著
作
、
書
画
帖
に
筆
者
に
つ
い
て
短
註
も
付
さ
れ
て
い
る

 

＊ 

若
樹　

明
治
～
昭
和
の
蒐
集
家
・
林
若
樹　

 

＊ 

竹
清　

明
治
～
昭
和
の
書
誌
学
者
・
三
村
竹
清

 

＊ R
enée Lang　

ル
ネ
・
ラ
ン
グ
。
フ
ラ
ン
ス
の
20
世
紀
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
文
学
研
究
者

〇
一
月
二
日
（
土
）
晴
。
菅
原
国
隆
年
賀
に
来
る

〇
一
月
五
日
（
火
）
晴
。
夜
安
部
公
房
来
話
、
置
酒
閑
談

〇
一
月
六
日
（
水
）
晴
、
小
寒
な
れ
ど
気
温
に
し
て
春
暖
に
似
た
り　
夷
齋
清
言
の

再
校
を
閲
す　
夜
北
川
松
子
マ
リ
子
来
、
晩
餐
を
と
も
に
す

〇
一
月
七
日
（
木
）
晴
、
山
川
朝
子
来
話
、
朝
子
と
ゝ
も
に
河
出
書
房
へ
お
も
む
き

巌
谷
大
四
を
伴
つ
て
日
本
ば
し
す
し
春
に
て
小
酌　
新
宿
に
転
じ
て
玉
突
を
す　

朝
子
そ
れ
よ
り
帰
る　
巌
谷
と
と
ゝ
や
に
て
ま
た
酒
を
酌
む　
そ
の
と
き
の
は
な

し
に
旧
臘
某
日
文
春
ク
ラ
ブ
に
て
佐
々
木
茂
索*

格
別
の
理
由
な
く
し
て
亀
井
勝

一
郎
を
殴
打
し
た
る
よ
し
を
聞
く　
亀
井
が
文
藝
に
寄
せ
た
る
小
説
気
に
入
ら
ざ

り
し
と
の
こ
と
な
れ
ど
も
こ
れ
は
理
由
に
な
ら
ず　
佐
々
木
の
増
長
慢
も
つ
て
の

外
也　
亀
井
に
電
話
し
て
た
し
か
め
た
る
に
事
実
也
と
い
ふ　
此
の
如
き
傾
向
見

す
ご
し
が
た
し　
よ
ろ
し
く
こ
れ
を
打
つ
べ
し　
此
日
新
春
は
じ
め
て
の
外
出
也

 

＊ 

佐
々
木
茂
索　

小
説
家
、
編
集
者
、
実
業
家
、
文
藝
春
秋
新
社
社
長

〇
一
月
八
日
（
金
）
晴
。
安
部
公
房
書
下
し
小
説
飢
餓
同
盟
の
ゲ
ラ
刷
を
読
む　
こ

れ
板マ
マ
元
講
談
社
よ
り
送
り
来
れ
る
も
の
也　
部
分
お
も
し
ろ
け
れ
ど
も
全
体
い
ま

だ
し
の
感
あ
り

〇
一
月
九
日
（
土
）
晴
。
夕
銀
座
鳩
居
堂
に
お
も
む
き
て
筆
を
買
ふ
。
そ
れ
よ
り
よ

し
田
岡
田
に
て
小
酌　
赤
坂
山
む
ら
ま
で
車
を
と
ば
せ
て
乱
酔

〇
一
月
十
日
（
日
）
晴
。
あ
た
ゝ
か
き
こ
と
仲
春
の
ご
と
し　
松
平
慶
義
来
話

〇
一
月
十
一
日
（
月
）
晴
。
東
劇
地
下
室
に
て
イ
タ
リ
ア
写
真
の
試
写
を
観
る 

Altri Tem
pi *　

帰
途
小
ま
つ
に
て
小
酌

 

＊ Altri Tem
pi 　

『
懐
か
し
の
日
々
』
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ブ
ラ
ゼ
ッ
テ
ィ
監
督

〇
一
月
十
三
日
（
水
）
く
も
り
小
雨
。
風
邪
に
て
昨
日
よ
り
家
居
、
松
井
勲
川
島
勝

来
話
す
な
は
ち
酒
を
酌
む　
松
井
よ
り
下
関
名
産
ふ
ぐ
せ
ん
べ
い
を
贈
ら
る

〇
一
月
十
六
日
（
土
）
晴
。
夜
す
し
春
に
て
小
酌　
小
林
秀
雄
白
州マ
マ

正
子
に
逢
ふ　

帰
途
乱
酔　
入
歯
と
帽
子
を
お
と
す

〇
一
月
十
七
日
（
日
）
く
も
り　
西
荻
窪
な
る
伊
藤
歯
科
医
の
も
と
に
お
も
む
き
入

歯
の
型
を
と
る　
元
日
に
つ
く
り
た
る
去
年
今
年
の
句
を
は
が
き
に
書
き
て
永
井

龍
男
に
遣
る　
旧
臘
付
合
の
約
束
し
た
る
こ
と
を
昨
夜
す
し
春
に
て
お
も
ひ
出
し

た
れ
ば
也

〇
一
月
十
八
日
（
月
）
く
も
り
。
朝
西
荻
窪
の
歯
医
者
に
て
あ
た
ら
し
き
入
歯
を
受

取
る
、
午
後
今
官
一
毎
日
グ
ラ
フ
記
者
某
を
伴
ひ
て
来
話
、
写
真
を
う
つ
さ
ん
と

也　
来
月
に
の
ば
す　
夕
荻
窪
駅
前
泉
に
て
灰
皿
を
あ
が
な
ふ

〇
一
月
十
九
日
（
火
）
晴
。
夕
奥
湯
河
原
加
満
田
に
着
く
、
小
酌

　
上
段
：
奥
湯
河
原
に
て

〇
一
月
二
十
二
日
（
金
）
く
も
り
。
昨
夜
菅
原
国
隆
来
泊
、
け
ふ
辞
去
す　
鳴
神
原

稾
の
中
七
十
枚
だ
け
わ
た
す

〇
一
月
二
十
三
日
（
土
）
く
も
り
後
雪
。
当
地
の
雪
を
見
る
こ
と
は
じ
め
て
也

〇
一
月
廿
六
日
（
火
）
晴
。
廿
三
日
よ
り
昨
日
ま
で
ふ
り
つ
ゞ
きマ

マた
雪
に
て
東
京
は

大
雪
九
年
ぶ
り
と
つ
た
ふ
。
今
夕
鳴
神
続
稾
三
十
枚
書
く　
全
部
に
て
百
枚
也　

菅
原
国
隆
の
来
れ
る
に
わ
た
す

　
上
段
：
鳴
神　
百
枚

〇
一
月
廿
七
日
（
水
）
晴
。
菅
原
国
隆
か
へ
る
、
A
来
、
A
と
ゝ
も
に
熱
海
ホ
テ
ル


